


社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史 19 17- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、 i曽刷 -頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正 ・昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 ー関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

〉ド

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL  06- 6348- 0635 FAX 06- 6348- 0634 

頒 価 1部3 ，000円( 税送料込み)

※ 増刷部数には限リがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

' 一門司" ・・ 4 ・白
川 H 岨 J ・・‘ 1・・ 4 ・_.... 1，1判 官

「日本建築協会80年史j

ａＴｾ 封 ｉｊ ＧＲＴＰ 頁 ・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会 ・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ.口フィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 貧・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正 ・葛野社一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古字国 賓・

松室重光 ・松井貴太郎 ・安井武雄・中津誠一郎 ・坂 静雄 ・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦 ・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎 ・鴻池藤一・伊東五郎・竹中錬一 ・鷲尾健三 ・松村雄吉・

横尾義貫・足立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動J - 尾亀清四郎 ・大林

芳郎・小西 岬・佐野正 ・横尾義貸・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言ー

*  

- 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ + 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二

「日: 本建築協会の遺産と功績J (坂本勝比古) より 「草創期の人々 J より片岡安の項



会 長 就 任 ご あ い さ つ

金 多 潔

このたび、市川宏前会長のご退任をうけ、その後任の大役をお引き受け

することになりました。平成 6 年 4 月のご就任以来約 7 年の長きにわたっ

て、卓越せる識見と強力な指導力によって本会の発展のためにご尽力をい

ただいた前会長のあとだけに、責任の重大さに改めて身の縮まる思いをい

たしております。

今さら申し上げるまでもなく、本会は大正 6 年 3 月に設立された国土交

通省所管の最古の公益法人であり、長い歴史と伝統を誇り、これまでわが

国建築界に数多くの輝かしい足跡を残しております。 また、本会は大阪に

本部をもち、建築に関係する各種の専門分野を集めた西の学会 として、各

部門の連繋と調整に当たり、相互の親睦と共存共栄に貢献する乙とを活動

の原点としてまいりました。

しかし、歴代会長をはじめとする役員、委員の方々のご尽力、会員の皆

様のご支援にもかかわらず、本会の現状は必ずしも平穏とは申せません。

かつて 1970年の大阪万博に向かつて盛り上がった個人会員数は、その幕引

きとともに年を追って減少の道をたどりました。皆様のご協力のお陰でと

の10年、ようやく横這 いの状態が維持されているとはいえ、長らく続く厳

しい景気不況のため本会の経営収支の悪化は深刻なものがあります。

これを打開する道はー にかかって会勢の拡大にあることは明らかと思わ

れますが、このためにも、今私どもに与えられた使命は、魅力ある事業を

企画することによ って、新しい、とくに若い会員層の増加を積極的に図る

ことが肝要と考えております。

創 立80周年を記念して出版された「日本建築協会80年史J や会誌「建築

と社会」の芳も躍的な充実等は、そうした憂慮すべき事態を打破するために、

市川前会長のご指導によって行われた協会活性化の一端であり、大きな成

果を収められたものであります。

更に、前会長は昨年度「協会21世紀を考える委員会」を設置され、その

検討の結果が答申書 としてまとめられました。今後はこの答申書 に沿って、

会勢の更なる拡大を図り、本会の活動をより魅力あるものとして、 会員の

皆様のご期待にお応えできるよう努力して参りたいと思っております。

副会長をはじめとする役員、委員の皆様、そして会員各位の一層のご理

解とご支援を切にお願しミする次第です。

強援と社会 ・2001. 7 1  



私 の 空 間 作 法

日 本 建 築 協 会 ・ 会 員 作 品 特 集

作

口

口口
一
募集

「建築と社会」平成 1 3年 1 1月号の

「第8 回会員作品特集号“ 私の空間作法" J  

「建築と社会J では、今年も 11 月号誌面て¥ 広< 会員の

優れた作品をご紹介するため、ここ数年間に会員各位が設

計された作品を掲載し、 “ 私の空間作法" というタイトル

で特集号を組むことにいたしました。

建築作品やランドスケープデザイン、インテリアデザイン

等、建築に関係のあるものなら種別は聞いませんので、下

記要領に基づいて原稿資料をご送付下さるようご案内申し

上げます。

この特集も今年で 8回目を迎え、ますます充実した内容に

するべく、みなさまからのふるってのご応募お待ちしてお

ります。

※  

- ご用意願う 原稿 (提出資料)

1  写真外観、内部のプリント ＵｾＶ 枚手自室 Ｈ サイズ

はキャビネ半日菌室)

全景からディテールにいたるまで幅広くご用

意下さい。

2. 概要作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

3  説明文 設計上の特徴や苦心された点なと・について

300字以内にまとめて下さい。

- 掲載に際しての補足

1  掲載料は無料です。但し、写真は原則として白黒とし、

ご提出写真を掲載しますが、委員会の判断で一部カラ

2  

掲載をすることがありますのでご了承下さい。

※ 写真の撮影者名は必ず付記願います。

※ 写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にて処理願い

ます。

2  掲載作品数はご協力頂ける点数にもよりますが、原則

として、 1社 ( 1人) 1作品とします。

また、 8月末までに竣工予定作品で掲載ご希望の場合、

写真等の原稿期日につきましてはご相談させていただ

きますので 、一度ご連絡下さい。

3  建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合がありますので、その折にはご協力下

さるようお願いいたします。

4. 作品の掲載111買及ひ冨面レイアウ トを含む特集全体の構

成 。選定は、委員会にて担当致します。また、応募作

品多数の場合等は、編集上の都合により掲載できない

こともありますのでご了承下さい。

- 原稿期 日友び送付先

1 期 日 2001年8月17日( 金) 必着

2  送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号J 係

〒530-0001

大阪市北区梅田 1-1-3-2100

(大阪駅前第 3ピj レ21階)

TEし. 06-6348- 0632 FAX.. 06-6348-0634 



社団法人 日本建築協会

青 銅 耕 渚 の み な さ ま ヘ

「建築と社会」 平成 1 3年 1 2月号

「第4 8回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌日草案と社会」は毎年「青年技術渚特集号」

を企画し 、すて・lこ47固にわたって若き優秀なプランナー 、

アーキテクト、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し 、設計だけに限らず、計画 、構造 、設備 、施工および

その他広く 、建築に関連する分野から 、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、日童築と社会J に掲載し 、顕彰することにしております。

48回の企画にあたり、日常目立たない対象の実積も含めて 、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

なお、今回から応募提出規定を見直すぺく検討中です。

応募提出規定

ＱＮ 応ＮｪＣされる ｡ 人、芯満 ＳＸ ，ＮＩｾ 平成 1? 1:手 9 t 事，l1f t: r の

H 一年支1有者であ 2 て 本会制人乙i む限〆

2. 停、則として. 本会会ocあるす、、廿ん6 宇治】 ζ 応与

する {すJ ヤん問紘は事務局lピご c J>J( ./ 

5. r青年技術者選考委員会J しあ、 1 て軍考宗れたものは

「第47回青年技術者特集号 平成 12ij= 12月 号 に i，[ ' 諒す

るとともtこ、記念品を品呈する

6. 提出資料

. 略歴

本人の氏名、生年月日、最終学I ' f 寄生陸 作品経歴なとて

. 選考資料

A 資料

A 資料は、 A 3判用紙6枚以内にまとめる。

オj 〆，t ).T】う、t ，t 邑

ー τ I

B 資料

，C 主

'1可1<11.1 汽''' l )5'会 I i  ｾｾ＠ I  t" いご逃Y ; L ｊ､ ，， Ｇｾｌ＾ ふ勺Ｚ λ ‘I，. ii ｦＢｾＱＱ 、

4、へのう l・[..，'f IH主f1:r li' μL -( ，')ニム， ;I""' -1.Hr. 1行'-L ￺ＧＩ 仰 ＰＮ 与え ｪｪ 、 ＨｉｊＧｾＢ［ ，

Ｑ ・品 Ｑ ｩＮＧ Ｑ 写＿争、 ｈｘＩ Ｇｬ ｬＧＢｐ ｊＺ、寸 ｫ 干の ｪＧ ｊＯ ｉＧ ， ｾｴｍＧ ぃ ｦ るニと，Ｍ ｾ＠ ];-) 

?  . 提出期限 耳攻12勾 9 月11 日 月

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

干 530-0001 大阪市北区梅田 1-1- 3- 2100

大阪駅前第 3ピル21階

電話 06-634 &0635 FAX.  06- 6348- 0634 

9. 青年技術者選考委員会 (平成 13年度)

委 員 長 宮田 照 久/ 昭和設計常任顧問

委 員 三 輪 康 一/ 神戸大学助教侵

橋本 健 治/ 坂倉l鎮研野万大阪事務所執行役員

難波 正 人/ 竹中工務庖開発計画本部長

松田 善 弘/ 昭和設計執行役員

甲〉軍 功 夫/ 大阪工業大学教嬢

八木 貞 樹/ 大林組本庖建築設計部部長

栗山 知 広/ 日建設計設備設計室長

穴映 曜 / 清水建設関西事業本部詑十第3部部長 (設備担当)

水落 和 則/ 大林総本r 6エンジニアリング本部大阪コンサjレ合ン卜部部長

林 一 彦/ 大成建設関西支庖建築部部長

第48回の応募提出規定は7月上旬に決まりますので、8月号会告欄で再度お知

らせします。

3  



理事会

正副会長の互選結果

等のお知うせ

平成13 年 6 月2 0 日開催の平成 13

年度第 1回臨時理事会において 、

正副会長並びに理事の会務分掌等

が決まりま したので報告します。

総会議決のお知らせ

一一 平成12年度事業報告

一一 平成12年度決算報告

一一 役員の改選

平成13 年 6 月2 0日開催の平成 13

年度第 1回通常総会において、平

成1 2年度事業報告、平成 12 年度

収支決算報告が原案 どおり承認 さ

れるとともに、役員が改選されま

したので報告し ます。

日本建築協会

& 血

宮 田

役員の改選

*  6月2 0日付で退任し た役員

- 理事

荒巻恭土/v欄きんでん

市川 宏/v側東畑建築事務所

遠蔵郁夫/ 大成建設側

多井幸男/ 多井建築研究所

岡田隆臣/ 都市基盤整備公団

金井弘次/ 沼紛アーバンエース

坂 雅 勝/ 大阪市住宅局

友原 譲/ 体澗組東京本底

薬袋公明/ 附日建設計

山下健一/ 附大林組

・監事

伊藤俊夫/ 沼榔松村組

* 6 月20日付で就任し た役員

・理事

揚野孝輔/ 俄澗組大阪支庖

岩橋貞雄/ 八千代電設工書転倒

氏原完典/ 大成建謝対

岡田章之/ 側東畑建築事務所

金多 潔 /京都大学名誉教授

川|村長次/ 側関西都市整備セ ンター

北山啓三/ 大阪市住宅局

近蕨正文/ 都市基盤整備公団

高木嗣郎/ 附大林組

成尾克彦/Q紛きんでん

三宗司郎/ 糊百和設計

奥謝野久/ 側目建設計

・監事

本 郷 聴/ 附松村組

平 成 1 2年度事業報告書

日本建築協会役員会務分掌
( 敬林略)

名誉会長 佐 野 正一/ (掬安井建築設計事務所

AZe三h  

長 金多 潔/ 京都大学名誉教授

副 会 長 川口 )1仮弘/ (紛竹中工務庖 企画社l当

副 会 長 佐 野 吉 彦 /(関安井建築設計事務所 編集研修担当

副 会 長 芝野 博文/ 大阪ガス( 紛 総務会計 ー事務局担当

副 会 長 正li木 嗣JmV (紛大林組 会事事 事業担当

副 会 長 成 尾 克 彦 / (側きんでん 会事， ｾ .  Ｑ ＱＱｾ 駐担当

副 会 長 輿 謝 野 久 / (側日建設計 編集研修姐当

理事 (0 印常任坦11事)

(総務) 時 ;  鴻池 一季/ 慨深j池組

大 林 芳郎/ ( 船大林組 ;  古林 敏郎/ 側佐藤総合計画

思庄 二郎/ 大阪化工側 :0 小宮 三辰/ 側安井建築設計事務所

架原信英/ 栗原工業側 :  菅谷 節/ ダ イダン側

鈴木 映男/ 0甘) 日本建築総合試験所 : 0銭高 善雄/ ( 紛銭高組

0 伴 II g秀/ 側西原衛生工業ji fr :  迷松 展弘/ 側 日建設計

O松 村 縦 吾 / 側 訟村組 j  仁井 正/ 大晃設備側

(会計・決算) 5名 : 0浜 辺 鶴 志 / 戸田建設(鈎

揚野 孝 輔 /(船間組大阪支庖 '  原田孝太郎/ 原田セメント 化工( 紛

奥村正太郎/ (紛奥村組 :  村上謙一郎/ 消水建設側

0 小林 凶郎/ 住友電設側 ( 事業) 7名

清水義一郎/ ( 総消水工業所 ;  弁上 利美/ 側熊谷組

0 松 丸 哲 也/ 盟国建設側 : 0川村 民次/ 側関西都市整備センター

( 編集 ・出版) 10名 :  北山 鹿三/ 大阪市住宅局

0 弁上 位/ 附日本建築総合試験所 ;  近藤正文/ 都市基盤整備公囲

内田 直樹パ旭日本建築構造技術者協会 :0白水 秀俊/ ( 紛フジタ

O岡田掌之/ 聞東知l建築事務所 :  似l田 良行/ 側カンダン

0 小島 雄/ 鹿島建設(紛 ;  藤 木 鍬三/ 胸膜木工務庖

竹 中 統一/ 側竹中工務庖 (研修) 7名

畠山 祐治/ 側シンコー :  岩織貞雄/ 八千代電設工業(紛

広 原 盛 明 / 地 谷 大 学 ;  氏原完典/ 大成建設側

0 松 村 俊三 /側浦辺設言l' : 0片 倉 健 雄 / 元 近 畿 大 学

O宮 田 照 久 / 側 昭和設昔l' : 0永 原 義 夫 / 王 建 工 業 側

0 山田 修/ 修建築事務所 ;  松原徹雄/ 大阪府建築古1I市部

(会勢) 凶 i  三宗司郎/ ( 抑制日設計

浅 沼 誠 夫 / 附 浅 沼 組 : 0和田 克 朗 / 側 日本建築センタ一

久 米 宏和/ 制大阪建設業協会 ;  

常務理事 |杉山 泰生

(監事) I本郷 聴/ ( 附松村組 j  前田 隆司/ 側前田商会

平成 1 2年4 月1 日~平成 1 3 年3 月3 1 日1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111

1. 総

(1  ) 第 1 回通常総会

平成12年 6 月28日

第 5四日本建築協会n表彰式

殺事 ①平成11年度事業報告承認の件

②平成11年度決算報告承認の件

G瑚告事項理司王補欠選任の件

(2) 第 1 回臨時総会

平成12年 9 月'l:1日

議 事 定 款 改 正

(3) 第 2 回通常総会

平成13年 3 月28日

議事 ①名営正会員権挙の件

②平成13年度事業計画案承認の件

③平成13年度収支予算案承認の{牛

@定 糊INIJ の一部改正の件

②平成11年度事業報告案承認のf'I'

3平成11年度決算報告案承認の件

(2) 第 1 回臨時評議員会

平成12年 7 月'l:1日

議事定款改正及び定款創IINI JO) - 部改正

(3) 第 2 固定時評議員会

平成13年 3 月21 日

議事①議長、副議長互選の件

②定款調11日IJ 一部改正の件

ム
一
品

(2) 事業委員会 7 匝1 3 2回

(3) 教育委員会 l 恒1 6 回

(4) 出版委員会 11回 8回

(5) 建材委員会 2 回

貝 等

5. 特 別 委 員 会 等

( 1) 協会2 1世紀を考える委只会 6 回

(2) 青年技術緒選考委員会 l 回

(3) 工高生デザインコンクール審査委員会 l 岡

]1 仏 ) 閣 は 矧 」 臨 員 会 2 回

1 1  6 建築と社会・特集号

4 月号 こころを癒す環境デザイン

5 月号 測るー測定方法と illl l院結果が怠l床するもの-

6月号 スケルトン& インフィル

7 月号改正建築基準法ーノTー卜 日ー

8 月号 100年後へのメ ッセージ/ 日建設計創業1∞

周年

9 月 号 来 世 紀1: 5 1き継ぐーわざ、もの、こころ

3. 役
. 6.  

コE

ω 正副会長会議 3回

( 幻定例通常理事会 5 因

。) 常任理事会 3回

(4) 臨時理事会 l 回

(5) 会勢担当理事会 5 回

(6) 総務担当理事会 2 閏

] 1 ｾη 融担当理事会 l 回

1 1  4. 常 設 委 員 会 等

委口会小委員会等

( 1) 編集委員会 12回 w回

2. 評 議 員
. 6.  

-z;; 

(1  ) 第 1 固定時評議員会

平成12年 6 月28日

議事 ①理事 2名補欠選任の件

4  温築と社会 ・2001 . 7

1 0丹号 H寺1m

11月号 私の空間作法/ 211it紀の高齢者の居住環境

12月 号 第4 7回 背 哨 矧 描



1 月 号 エ ヌ ・ティ ティ ファシ リティーズ

2 丹号 21世紀の建築設計教育

3 月号 東海支部会員作品/ 岐阜 - 大 垣 一地方にお

ける口1! i f 業振興の狙L 、と試みー

7. 出 版

< プ口のノウハウ> シリース等

『建物の汚れー トラブル事例と 解決策J /  

唯物の汚れ」編集委員会編著

『建築基準法の性自匂現定を読みこなすコツ J /  

8. 見

なにわの海の時空舘

5 月17日 参加者 74名

品""
寸

. 6.  

ヨミ

高木{壬之著

茶室見学会⑪ ー飛雲閣憶昔席ー ( パート 2 )  

5 月お日 参加者 59唱

まちなみ見学会③ ー奈良市奈良町一

5 月27日 参 加 者 弘 名

新住友病院

8 月 3 日 参加者 85名

茶室見学会⑮ ) 大徳寺三玄院の筆庵-

11月11日 参加者 弘 名

近代建築見学会⑪ 大阪市立愛珠幼稚園-

12月15日 参加者 25名

大阪府立狭山池博物館

3 月 6 日 参加者 。 名

大阪市環境事業局舞洲工場

3 月27日 参加者 63名

NHK大阪新放送会館、大阪市立博物館・考古資料センヲ-

3 月28日 参 加 者 98名

9. 情 報 ・ 研 修 会

講演会/ 性能規定における木造デザイナーのための

木構造

5 月26日 於 協 会 サ ロ ン

講師 ・田 原 賢 氏 参 加 者 48名

話題建築を聞く 「梅田ダイビルー

10月18日 於 協 会 サ ロ ン

議前I 川品 克 也 氏 参 加 者 21名

話題建築を聞く 大型児童館ビ ッグパン-

10月27日 於 協 会 サ ロ ン

講 師 太 田 隆 信 氏 参 加 者 15名

講演会/ 設計者のための写真術パート E

10月28日 於 神 戸 ハ ー ノ f ーランド

講師 . 吉 村 行 雄 氏 参 加 者 16名

作品講評会/ 設計者のための写真術パート m<後編>

11月28日 於 協 会 サ ロ ン

講師 : 吉 村 行 雄 氏 参 加 者 10名

i最影会参加者作品展/ 設計者のための写真術シリーズ

3 月22日- 4 月18日 於 協 会 サ ロ ン

参加者 12名

「 つ。 若 い 会 員 の 集 い

3O' sEYE@  [" のりツ ッコミ J でいこう 1

11月24日 於 協 会 サ ロ ン

講師丸谷) j 券也氏参加者 22名

11. 建築工事実務講習会

東海支部主催「施工計画、仮設見積、積算業務J

10月 5 日 9・30- 17 ∞ 於 昭 和 ビ ル

諮問! 施工計画 紛l田泰彦氏/ 消水越投名古民支庖

仮設見積 鋭博文氏/ 大林組名古民支庖

積算業務 佐野洋治氏/ 竹中T私自名古尾支底

受講者 78名

大阪開催「施工計画」

3 月 7 日 9 ∞ - 17・∞ 於 大 阪 府 建 築(i J ! 保会館

講師 ' 仮設・地下工事 関川詞之氏/ 大成建設関西支応

上 部 工 事 ・ 工 程 佐 賀 久氏/ 神戸大学大学説

受講者 74名

大阪開催 「仮設見積 ・積算業務J

3 月14日 9 ∞- 17 ∞ 於 大 阪 府 建 築 健 保会館

講師 : 仮設見積金潔稔兵/ 大林組本自

積算業務 高熊満氏/ 竹中工務応大阪本脂

受講者 65名

「一一一一一一一一一一

12. プロのノウハウ講座

第23回 「建物の汚れートラブル事例と解決策J

10月24日 18 ∞ - 19:40 於 協会サ ロン

講師 大島雄太氏/ 竹'1' 工務自大阪本町

受講者 23名

第24回 「建築基準法の性能規定を読みこなすコツ」

3 月16日 18:∞ 20: ∞ 於 協 会 サ ロ ン

講師高木任之氏/ 芝告! 江浜大学

受講者 31名

「一一一一一一一一

13. コ ン ク ー ル

第46図工高生デザインコンクール

設計課題 「地 域 に 建 つ 郵 便 局」

応募校 銘校・ 146点

審査会 10月14日

表彰式 11月11日

審査委員長輿謝野久氏Ｏ日正 ｬｬｾｾＱ

入選作 10点( うち最優秀 1 点、優秀 2 点)

平 成 1 2年 度 事 業 報 告書

平成 1 2年4 月1日~平成 1 3年3 月31 日

- 第24回人間一生活環境系シンポジウム開催に対する協賛

・住宅の品質確保の雌等に関する法律セミナーの開催に対する協賛

・2出促への新しいライフスタイル構築に向けての/ . . ，セ企画展の後援

・日本住宅性能表示基準及ひ評価方法基準講習会開催に対する協賛

・バリューマネージメント ・システム( これからの公共の

建築はどうやってつくられるか) 講習会に対する協賛

• Japan Home  Show 2 仰に対する協賛

・建築 ・建材展2∞1 (第 7回) 開催に対する協賛

・創造的な織造設計を支える知恵とm術シンポジウムに対する協賛

・文阻配してのモダニズム臨関西展蹴OMOMO蝿+ 関西端開催に( *う餓

・ 問問 ｾＺｴ Ｍ｡ ｘｬｬ rコンヲ 1) _ トの諸問閣と性儲価/ 現状防御閤に討する協賛

・l 級 2級建築施工管埋技術検定試験受験準備講習会に対する共催

・第10四国際デザイン 目フェスティパル開催に対する協賛

・Aτ℃関西学生卒業作品展Vol. 6開催に対する後援

・木構造と木造文化の再構築シンポジウム開催に対する協賛

17. 青 年 技 術 者 の 顕 彰

昭和29年から本顕彰を笑施しているが、第47回の本

年度は応募者34名のうち 24名を顕彰した。本年度の

顕彰者を加え、顕彰者数は754名に達した。

18. 図 書 の 閲 覧

会員等に公開しているが、その的確な管理に努めな

がら閲覧に供した。本年度開覧者は29名であった。

19. 合 同 忘 年 懇 親 会 等

建築関係団体合同忘年懇親会

本年度は制日本建築家協会を当番会として、本会等

は共催団体として、下記のとおり開催された。

12月14日 18: ∞一19:30 於 太 閤 闘

出席者 306名

建築関係団体合同新年交礼会

本年度は鮒建築設備技術者協会が当番会となり、下

記のとおり開催された。

1 月 4 日 14:30- 15:30 於 マ イ ド ー ム 大 阪

出席者 748名

14. 表 彰 状 授 与 111コi 本 会 山 川 る 団 体

全国の工業高等専門学校、高等学校、専修学校など

の建築科の俊秀卒業生に対し、学校の般薦により、

本会会長の表彰状を授与しており、本年度は235校を

対象に240名を表彰した。

15. 会 員 の 増 強

昨年度に引き続き会員増強に努めた結果、年度末現

在の会員数は、個人正会員2，250名、団体正会員は切2

団体1，962口、準会員は 8 名となった。

16. 後援・協賛等の承認

・改正建築基準法講習会に対する協賛

・第12回2C削奈良泊.ca景観シンポジウムに対する協賛

・第20回大阪都市景観建築賞( 大阪まちなみ賞) に対する協賛

・第16回剛氏環境シンポジウムに対する協賛

e建築新技術展/ 国際セミナーA! E/C 町田MSJ ぽ州捌に対する協賛

・2(XX)ijoE . 家暮らし 住まいの設計コンテストに対する後援

・あすなろ夢建築第 l咽大阪府公共建築設計コンクー) L - に対する後援

. It ん色、2∞1ー第16回総合建築材料設備展に対する後援

大阪商工会議所

大阪市街地再開発促進協議会

建築行政協会大阪市支部

大阪住宅振興協議会

民間( 旧四会) 迎合協定工事請負契約約数委員会

大阪市北区納税協会

大阪市防火管理協会

21 . 役員を送っている団体

大阪商工会議所 2号議員

大阪市街地再開発促進協議会理事

日本建築総合試験所 理 事

大阪建築防災センタ一 理 事

大阪住宅センター 理事

22. 建 築 ク ラ ブ

会員の有志で組織する「建築クラブj は毎月 l 回大

阪全日空ホテルにおいて、朝食会ならびに講演会を

開催した。また、 1 月には新年恕調会を開催した。

5  



平 成 1 2年度決算報告書

収支計算書 正昧財産増減計算書

'1' 1ま121
ド4 月 I rJ -、1' 1正1311' 3月31 EI 

(l ii [立:Pl l

平成121
ド4f 11 r J - 平成 13年 3 J l 311l 

(J ii[立 111)

1.  収入の部

平"f 1=1  予 n  官li'i 決 算 額 差 引 過 不 足 額

H  目 金 額 |

1  会資収入 88，071 ，000 80，566，779  7，504，221 
増加の都

個 人 正
4五3、

只 32，515，000 29，555，840 2，959，160 

地 方
4z5zz 、

ιi 1，588，000 1，956，450 ム 368，450 

団 体 正
Z，、"、

只 53，850，000 49，000，589 4，849，411 

準
ｾ 、

只 118，000 53，900 64，100 

2  事業収入 69，300，000 59，960，269  9，339，731  

1. 資産増加額

中期図的ファンド J曽加額 1，812 

前払 ｾｉｔｊｗｉ 加傾 110，727 

小 31 112，539 

4Z』Zミ
誌 収 人 58，000，000 49，318，520  8，681，480 

契 約 約 款 収 入 2，200，000 3，509，630 ム 1，309，630 

会 民 名 簿 発 行 収 入 。 。 。

2. 負債減少額

前受金減少傾 1，098，224 

出 版 委 民
ｾ＠ 、、

収 入 1，500，000 950，784 549，216 

m: 3長 委 員
dZ〉え、

収 入 1，500，000 1，051，0∞ 449，∞o  

教 育 委 民
dヨ〉ス、

収 入 2，000，000 1，941，395 58，605 

仮受金減少額 440，201 

退戦給与引当金減少額 2，000，000 

小 ｾｉ 3，538，425 

建 キイ 委 員
Zヱ〉=、L  l収 入 100，000 。 100，000 

記 念 事 業 取 j前 収 入 2，000，000 1，500，000 500，000 
合 計 3，650，964 

受 託 J jJ 業 収 入 。 。 。

雑 収 入 2，000，000 1周 8，940 311，060 

日 減 少 の 部

3  寄付金収入 100，000 。 100，000 
1  資産減少額

4  退職給与積立金取崩収入 3，000，000 5，000，000 ム 2，000，000

5  雑収入 1，019，000 660，478 358，522 

6  仮払金収入 。 275，348 ム 275，348 

当期収入合計 (A ) 161 ，490，000 146，462，874 15，027，126 

前期繰越収支差額 。 7，369，004 

収入合計 ( 8 ) 161 ，490，000 153，831 ，878 7，658，122 

当期 収支差額 3，382，369 

仮払金減少傾 275，348 

退職給与樹立預金減少傾 2，000，000 

記念事業制立預金減少額 1，500，000 

小 ;11・ 7，157，717 

E  支出の部

科 日 予 :p: 古R 決 ft[ 
傾 差 引過不足首買

2. 負債増加額 。

1  事業費 66，850，000 65，861 ，096 988，904 

4Z2二、
誌 発 行 ｾ＠ 56，000，000 55，309，960 690，040 

契 約 約 款 i:'l 1，000，000 1. 823. 847 ム 823，847 

合 計 7，157，717 

dZ〉ミ、
只 名 簿 発 行 ｾ＠ 。 。 。

出 版 委 員 会 事 業 費 1，000，000 531，926 468，074 

事 業 委 員 会 事 業 費 3，000，000 1，883，603 1，116，397 

当期正昧財産減少額 3，506，753円

前期繰越正味財産額 237，000，123円

期末正昧財産合計額 233，493，370円

教 育 委 只 会 事 業 費 2，800，000 2，652，620 147，380 

建 材 委 員 会 事 業 費 50，000 。 50，000 

言己 4e a品与、
事 3長 ｾ＠ 2，0∞，∞o  1，669，632 330，368 

受 言毛 ｾ ｬｊ＠ 業 'fi. 。 。 。

雑 ｾ＠ 1，000，000 1，989，508 ム 989，508 

2  管理費 91 ，640，000 79，333，183 12，306，817 

給 与 手 当 57，000，。∞ 53，765，153 3，234，847 

退 職 金 4，000，000 1，640，300 2，359，700 

福 平lj 厚 生 'fi. 7，500，∞o  6，179，985 1，320，015 

小 百十 68，500，∞o  61，585，438 6，914，562 

助 成
事ｾ

4，200，000 3，572，662 627，338 

ｾ、 、
議 ｾ＠ 1，500，000 1，475，419 24，581 

1認 ｾ＠ 交 通 ｾ＠ 170，000 50，820 119，180 

通 運 搬 1主 1，000，000 759，606 240，394 

集 金 ｾ＠ 2，000，000 1，727，419 272，581  

消 粍 ロ'"ロ ｾ＠ 2，000，000 1，147，739 852，261  

修 繕 1t 350，000 21，924 328，076 

巨p 府1) 製 本 ｾ＠ 500，000 。 500，000 

光 熱 ｾ＠ 350，000 314，900 35，100 

火 災 i呆 険 料 20，000 15，960 4，040 

租 税 公 課 4，300，000 3，337，097 962，903 

消 掃 'fi. 250，0∞ 182，700 67，300 

建 物 管 理 ｾ＠ 4，000，000 4，027，620 ム 27，620 

雑 ｾ＠ 2，500，000 1，113，879 1，386，121 

小 3十 23，140，000 17，747，745 5，392，255 

3  退職給与引当金積立支出 3，000，000 3，000，000 。

4  中期国債フ ァンド積立支出 。 1，812 ム 1，812 

5  前払費用支出 。 110，727 ム 110，727 

6  前受金支出 。 1，098，224 ム 1，098，224

7  i. 反受金支出 。 440，201 A  440，201 

小 計 3，000，000 4，650，964 ム 1，650，964

当期支出合計 (C ) 161 ，490，000 149，845，243 11 ，644，757 

当期収支差額 (A ) ー (C ) 。 ム 3，382，369 3，382，369 

収支差額 (8 ) ー (C ) 。 3，986，635 ム 3，986，635

次期繰越収支差額 ( 8 ) ー (C ) 。 3，986，635 ム 3，986，635

6  



貸 借 対 照 表

平成13年 3 J l 31日現在

事} 目 金 額

1. 資産の部

流動資産 27，038，471 

現 金 預 金 18，213，155 

未 Jj)( 入 金 7，804，875 

前 払
百貨

m 418，753 

仮 払 金 601，688 

固定資産 265，621 ，639 

有形固定資産 251 ，031 ，260 

土 I出
59，800，000 

建 物 191，120，000  

千l' 市T 111，260  

その他固定資産 14，590，379 

退職給与 fi' l立 預 金 11，329，484  

記 念 事 業 樹 立 預 金
2，821，953 

中期国債フ ァンド
438，942  

聖王 産 f，- 292，660，110 

.fi f  目

E  負債の部

流動負債

未 在、 金

品fJ lJ 
受 金

{反 ｾζ＠ ， 
金

固定負債

退 戦 給 与 引 当 金

負債合計

凹 正昧財産の部

正昧財産

負債及び正味財産合計

財 産 目 録 科 目

平成 13年 3 H31日現任 I I  資産の部

(1判立 内)

(l ii f立 III)

金 額

47，837，256 

22，031，395 

25，415，639 

390，222 

11 ，329，484 

11，329，484 

59，166，740 

233，493，370 

292，660，110  

1. 流動資産

現金 原金

現金 手元有高

中央三 井信託銀行大阪駅前 支1占

三井 住友銀 行 商 腿 橋 支 自

三 和 銀 行 瓦UJf 支 庖

大 和 銀 行 北 浜支庖

郵 {間 辰併 00910- 9- 39975 

普通預金第 2 ピル内郵使局

郵 便定額

未収入金

会誌収入

級事業収入

個人正会員会' {' (収入

地 方会民会 ' {' (収入

準会員会費収入

団体正会n会費収入

教育委民会収入

前払資J:f1

会 誌発行' { ' (

助 成 't'i

集金 'l'i

仮払金

切手 ーはがき代

Ｈ｛ＱＰＩ 減価償却 ｾ ｾ ［ ｮ 苗 Ｑ は Ｑ ∞ Ｑ ， Ｓ ∞ ｼ 司

(建築 クラブ)

復刻版代

切手代外 ( ドコモ モ)

計算書類に対する注記

l  重要な会計方針

( 1) 有 価証券の評価基準及び評価方法について

該当なし。

(2) 引当金の計上基準について

退職給与引 当金 ・期末退職給与の要支給額に対し税法に基づき積立てている 。

(3) 資金の範囲について

資金の範囲には、現金、預金、未収入金及び未払金を含めている 。

(4) 消費税等の会計 処理について

消費税等の会計 処理は税込み方式によ っている 。

2. 次期繰 越収支差額の内容は、次のとおりである 。

科 目 前期末残高 当期末残高

現 金 預 金 30，389，611 18，213，155  

未収 入 金 8，596，095 7，804，875 

A  口 言| 38，985，706  26，018，030  

未 払 金 31，616，702  22，031，395 

i口入 31，616，702  22，031，395 

次期繰越収支差額 7，369，004 3，986，635 

4 借入限度額

借入限度額は、 30，000，000円である 。

2 . 固定資産

( 1) 有形固定資産

土地 北区村正庄11 - 1- 3

建物 大 阪 駅 前 第3 ピル

什器 ， ｾｈ ｪ ｄｬ 一 式

(2 ) その他固定資産

退職給与絞立預金

三 井 住友銀 行 高 腿 総 支 庖

三 和銀行大阪駅前支庖

第 2 ピJ レl村郵便局 ( 普 通)

記念事業積立預金

三 井 住友 銀 行 口 腿 総 支 庖

中期国債フ ァンド つばさ 5正券

資産 合計

H  負債の部

1. 流動負債

未 払金

会誌発行自

出版委員会事業資

事 ｦｅＧ ｊ ｾ 業資

退 職金

助 成 't'i

1品金'{'(

机 ｬ 税 公 ［ｾ

前受 金

個人正会員会資収入

団体正会員会資収 入

地方会民会費収入

縮 会 民 会 ＧｴＧｩ ｊｦ ｾ 入

会誌l収入

仮 受金

3月分給与税金

3月分204条 該当分

談入金預かり

2. 固定負債

退職給与引 当金

負債合計

田 正昧財産の部

正昧財産

負債及び正味財産合計

金 額

27，038，471 

18，213，155 

177，057 

873，493 

6，756，029 

2，475，366 

1，461，392 

6，435，818  

。

34，000 

7，804，875 

4，047，475 

960，000 

1，942，750 

84，000 

8，400 

752，250 

10，000 

418，753 

64，546 

353，007  

1，200 

601，688 

219，759 

15，230 

323，000 

43，699 

265，621 ，639 

251 ，031 ，260 

59，800，000 

191，120，000 

111，260  

14，590，379 

11，329，484 

4，000，000 

3，000，000 

4，329，484 

2，821，953 

2，821，953 

438，942 

292，660，110 

47，837，256 

22，031，395 

14，902，421  

12，310  

567 

6，440，300 

80，100 

89，000  

506，697 

25，415，639 

7，784，800  

15，685，439 

676，600 

16，800  

1，252，000  

390，222 

96，650 

195，572 

98，000 

11 ，329，484 

11，329，484 

59，166，740 

233，493，370 

292，660，110 

7  



主読者と織りなす芸

よ

た|て1糸

糸

. "  

L  「建築と社会j では、読者の声を箆薗づくりに役立てるために、皆織の

意見と、編集担当者の声を掲載していきます。

. イメージしにくい将来

これまでよく問いられた 121世紀の - J や「来

世紀の - J といった表現には、楽観的な未来

感が潔っていました 。 でも、その 21世 紀 を 迎

えた現在は、社会 の将来を気軽にイメー ジし

にく L 刈寺代となりました 。

何か手がかりはないかと考えて、本誌 6 月号

に「成熟社会 をささえるまちづくり 」 を 企画

しました 。 しかし、ちょっと縦しくて気恥ず

かしいテーマ設定になりました 。 1え っ『成

熟 社 会 j って言われでも … ..J という反応が

大方だったでしょう 。 でも、そこにヒントが

あると考えます 。無浬やり北欧の社会などを

連想するのは簡単ですが、おそらく日本の将

来はまた追う姿になるはずです。成長社会の

記憶が強烈に焼きついている私たちには、そ

のイメージがすんなり浮かびません。

やはり、あの激励の 120世紀」中にはイメー

ジしきれなかった日本の将来像を、見つけ出

していく作業が必要だと思います。 今回の特

集号が、そのような蛍みのきっかけになれば

幸 いです。 ( 前・編集委員 維名辰之)

- 誤 っ た設 計 ・施 工 が ま か り 通 る 不 思議

近頃またまた気になり出したととの 一つが、

床下通気とその床下通気管同士の接続である 。

1964年版の 「空気調和・衛生工学 便 覧J にそ

れに関する記述が初めて出たが、その後の改

版でもこの記述は続けられ、今日に至っている 。

もう 40年近く、この事柄についての啓蒙 が 続

いていることになる 。 にもかかわらず、ほと

んど実行されていない。

建築教育における教科3 でも、便所回りの平

而計画で、 PSの位置や形、広さまでは言 及さ

れているようだが、通気管の床下から天井内

へ立ち上げるスペースに| 刻しては皆無のよう

に思われる 。 したがって、設備技術者に実行

しない理由はと尋ねれば、立ち上げる個所を

建築技術者から与えてもらえないためという

のが大方の言い分のようである 。

建築技術者に対しては駄弁ではあるが、本来、

建築物とはその躯体と設備とが両々相まって

それぞれの役四J を果たしてこそ、建築物と言

えるのではないだろうか。

通気管は天升内を横走りし、各通気管同士は

天井内で接続するのが原則である 。

床下の排水管から取り出した通気管が天井内

へ辿りつけるようなスペースをぜひ作ってい

ただけるよう切に願うものである 。

その通路を意匠上、あれこれと模索してゆく

のも建築設計者として、また楽しからずやで

はないだろうか。 ( 編集委員 T . K)  
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日 時 2001年8月4 日(土)

15:0 0 - 17: 00 

講 師 柏 木 浩 一/竹中工務庖E宣言十音E

プリンシパル・アーキテク卜

山 本 匡/同設計課長

渋谷武司/ 同工事課長

集 合 開 也

加古川市平岡町新在家2301

*J R東加古川駅より徒歩15分

定 員 40人

* 申込者多数の場合は抽選

参加 費 会 員 切O円、一般 1，∞0円

学生: 半額吋見込

申 込 7 月26日(木) までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

D催し名: 兵庫大学健鹿科学部見学会

②氏名

③個人会員団体会員・一般の日11

④戦場・学校名

6月参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 7 月27日(金) に発

送しま す。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3ぞ100

TEし06-6348-0633

FAX. 06-6348-G634 

干530-0001

主 催 (批) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 坂田雄二/ 竹中工務信

た細長い中庭に川を流

し、それと微妙に絡み付

くように視界を遮る墜を

散りばめています。壁の

仕上げはモルタルの掻き

落としや杉板型枠打ち放

し、床は御影石の割肌仕

上げと いう、現代建築の

中にあ っては力E量く、ま

た少し懐かしささえ覚え

る材料です、川面を駆け

抜ける光や風、また木々

の陰りが「建築J と交錯

するとき 、表情を変えな

がら今一瞬の風景を創り

出し ていきます。小さ

く、また所によっては大

きく分節化された風景を

繋いで川岸を巡るうちに、心の中に湧

き起こる何かがあるのではないでしょ

うか。 ( 柏木浩一+ 山本匡)

. 建策概嬰

所 在 地 兵 庫 県 加 古川市平岡町新伝家2301

ill 祭 主 学校法人自主学l面

，1l! J I監 理 竹 中工務自

結 工 竹 中 工 務 自

敷地 Ｑ 師品ｾ 9O，870.79m'  

他築l而刷 2，136.42m'  

延床而積 3，615.99m'  

構造鋭校 RC、2F

工 JUI 2仮均年 2 丹- 2侃均年1211

*. i下創は『新辿築 ] 2001!p4月号 を参! ! ( ! F さい.

中庭に流れる川の岸辺を散策するうち

に、何時 しか「建築j の持つ不思議な

力が心の奥深 く誇り掛けて来ることと

思います。静かな中に、激しさをもっ

て

6年前に竣工した「兵庫大学経済情報

学部J (r 日経アーキテクチ ュ7' J  1995 

年 9 月11 日号掲載) の隣に 、小規模

ですが密度の濃い実験校舎棟が完成し

ました。二階建て二棟の校舎に挟まれ



今川の点制t

デザイン /笹村欽也. 今垣内千恵

撞錨写真/ 河合止婦

・神戸市文書館 {旧 ・池長美術館)

‘l'l ，l t /小川安→郎

組 1. /雌 本 I 務1';

t責C / 附卯13年511

1ザr( [ J 也/ 神， i.!i 中央1<熊内町1-8- 21

. J[: 々はi也1J: :aの出t l a術コレ

クションを収めた池 ｊｾ 美術品 Ｑ

Li;はuゃJ t!虫、 M物も U¥め. 牧

ｾｦｬ［ ｬＩ，［Ｚ郎をｪＨＨ Ｑ 、て刷物研究所を

1mいたりもしていたという

訓べるうちに ｾｊｈ 匹と社会 ｊ 11日

初 15' 1. G 川りに制松されている

ことがわかる 万点は全 l oaで.

今 JI のぷ紙のように ，[ 1Mを比七

げているもの. ｩ 也 ｍ 氏と ｾｾｴ しき

人物が写っているものもあり、

川 上げ以外はすべて斜めに似っ

た》点で、 可11年のi J ! 築マメμJ 主ili

の泌が見て取れて卿' - " 深い

つの ili 援を泊して、 i速さ時代

の神/ ; の !I: 化に触れたようで昔話

しかった { 川作 II:J Ml

特 性 会 。01

1917年創刊 第82集/ 通巻952号

prz 

特集・ 現代の日本の空間、文化を探る

見える和風、潜む和風-

. 特 集予 告

8 月号/ 環境ー近未来に向けて

今 できるこ と一

一 大建 股 針作 品 集 -

9 月号/ 建築の力、都市の力

[各論]

不易流行一日本的なるものの主力一 ・加藤力

日本人の住空間ーイ主宅、インテリアの視点から- ・宮 内 怒

一見える剥 順、j管む和 風

イス坐ユカ坐・沢田知子 32 

住 宅 の間取 り →fx米と日本の住宅プランの比 較 - ・大江孝+ 本山仁 34  

[総論]
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アメリカのオフィススペース・松岡昭吾

門 、塀一見える利風、 j管む和 風- ・古川修文

日本 の 入 浴 文化 とユニットパスルーム・南金山崇

次 世代へ手渡したい「日本的なものJ あるいは「利 風J ・ペリー史子

日本建 築 協会会長就任 のあいさつ. 金多潔

[コラム]

挨拶

，，0...1;乞

:>:< "コ
“私の空間作法" 作品募集. 青年技術者のみなさまへ . 理事会正副会長の互選結果等

のお知 らせ. 総会議決のお知ら せ一平成12年度事業報告書、 平成12年度決算報告

役員の改選一. 兵庫大学健康科学部見学会. 読者 と織 りなす" たて糸よ こ糸"

作品作風 京 都 市 東山 区 総 合 庁舎

竹 野町庁 舎

京都 府立 図書 館

特 別養 護老 人 ホ ー ム あ わ じ 荘

兵庫大 学健康科学部

大阪市安土町.駐車場 ・コー シャ ハイ ツ安土町 ・ヴィアーレ大阪

gall ery  

建 築の眼

阪南町の家・正 井 微 (赤 木 隆)

コーポ住宅のまちづくり効果. 本多昭一 浪速見物に参りませう ・坂 雅 勝

ジャカランダの樹の下で・上 田信 也 Eart h Sweet  Ho me. 木村宗光

素材と技術が生み出すデザイン 「レンガJ ・宮武淳夫× 楠国道則

法令コーナー 著作権並びにCA Dデー タ流通/ 交換・中元三郎

超 高 層 免混 一 設 計 手 法 と設 計 上 の 留 意 点 - ・山本正幸

家庭に入ってき た燃料電池・立森正史

まちなみ見学 会 -第 5 回一 京都 -西|却を中心 とする III J 家の 再生 一・小笹光彦

権造の頁

設備の頁

R E POR T  

inf or mation  現 代の工匠から日本の建築文化の原点を学ぶ.風の路シンポジウム2001. インテリアブラッシ

ュアップセミナー.アン‘ ノール版画展.イ合リアと日本生活のデザイン展 .現代日本彫刻 展2001

fキッズ・サイズ・デザイ ン展一子供たちの 〈もの〉 と( 心〉の世 界J .医 療 福 祉建 築 賞2001募

集 福 祉建 築アイデアコンペ.第2回印臓村野外 芸術 展 INいには野 「イソバンド・イソダ y ハ ・

デザインコンテストJ 審査結果 r3Dマイホームデザインコンテスト」結果

月間の動き 平成13年 5 月分

趨績と社会 ・2∞1. 7 9  
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作E彊

置圃 風

設 計 ・監 理圃

京 都 市 都 市 住 宅 局 営 繕 部 営 繕 課

大 建 設 計

施 工・

戸 田 ・水 野 共 同 企 業 体

京都市東山区総合庁舎

本施設は区役所 ・保健所に青少年活動センター・地域体育館を1 . J [ 1え

た被合施設として計画され、既存の合同福祉セ ンターに併設するこ

とで東山区行政の総合推進拠点として位置づけられている 。

東山区はなだらかな東山の山並みと消らかな鴨川の流れの間にあり、

坂の形状をなした縦横無尽に走る小路・路地がまちを形づ くっ てい

る。建物はとの路地になぞらえたパ ブリ ックス ペ ースによ って 独立

した機能を持つ 3 つのゾーンに分節されている 。 このパ ブリ ックス

ペ ース( 路地空間) は平面的な 「横 の 路j と吹き抜けや階段による

立体的な 「縦 の 路J で構成され、乙れら 「路J が交 差すること で ア

クテ ィブな動線が引き出される 。 コミ ュニケー ショ ンの場としての

賑わいを得た 「路J は、同H寺に透明なガラススクリ ー ンによ って外

部と連続し人々の通り抜けの空間を生み出している 。 さらに 1層 分

の高低差 を生かした建物周囲のオープンス ペース( 路地空間) はサ

ンクンガーデンなど地域住民の恕、いの空間として演出され、隣接す

る福祉センターへ向かう人々や敷地を通り抜ける人々の流れが内外

の境界を取り払い、京の路地空間をここに再現する 。

自然の素材によるファサードは日々刻々と移りゆく 空の安防や季節、

天候に合わせ様々な表情を見せる 。 そのl凌昧さ、うつろいが京 都ら

しい 「はんなり 」 というイメー ジに通じ、東山のまちなみと共に地

域の人々に親しまれることを願 った。

( 近牒 娯 /大建設計)

陵地 |

合同福祉セ/ター(既存)
l  e  l1陪 平面 図

所 在 地 一一一 京都市東山区清水5丁目 130番 6他

敷地面積一一一66，759.01 ni (既存合同福祉センターと同一敷地)

建築面積一一- 4，178. 59ni  ( 内 今 回 計 画 分 2，649. 58肘)

延床面積 17，558.98ni  ( 内 今 回 計 画 分 13，477. 85ni )

構造規模一一一S R C 、一部S 、4 F 、B2 F

工 期一一一 1998年 11 月- 2001 年1月

最 寄 駅 一 一 一 J R 京都駅より市バス「清水坂J 下 車

媛 影一一一エス ヱス大阪

左 頁 西 憤1I 吹 抜 右 上 か ら 東大路通情IJ ファサ ド/ 工 ン トラ ンス ピロテ ィ /

西側吹抜 ( 左) / 既存建物間サンヲンガーデン (右 ) /北西か らのな がめ

④ 

1  :  1200 





作E 彊

E蓋 風

設 計 ・監 理・

日百辛口 ｾｾ言十

施 工・

竹 中 工 務 庖 ・ 中 川 工 務l吉 共 同 企業 体

竹野町庁舎

竹 肝IIIJ は兵庫県最北端の但鳥海iif の '-1-'心部に位位し、 美 しい臼然に

} J i : まれた 111] で、 「緑と海と太陽の Iwr J をスローガンに自然との共生

を大切にするまちづくりを進めている 。 また、江戸時代から明治の

末 ｊ ｾｪ にかけて栄えた 「 北 ｉￌ￭￯ ｦ，ｪＨ Ｍ ｜ｊの笥・港地としての歴史と文化を後 ｼ止

に引き継ぐため、 「北1耐l品の盟」づくりに取り組んでいる 。

築後半世紀経過した 旧庁舎において円滑な行政批進を図るには支 附

が生じたこととともに、庁合IIii に位位する斡線道路の道路改良 'j:j: ;業

のど｛予を契機に、新庁舎ｾ羽生の日 Ｑ Ｍ ｪｩＱｪｪがＺ￬ｦｦｩめられてきた 。

ヨ|画にあた っては庁合としての機能性・合理性の磁保と同" " " に、 III J

民にと って親しみやすい存在で、活気ある交流の場となることを基

本理念とし、 「北 前 船 の 里」 にふさわしく、北前船をデザインモチ

ーフに取り入れ、 竹野 町のランドマークとなるように計画している 。

議場 ｴｾ Ｑ Ｑ 分の外壁は 北 ￯ Ｇｩ￭ｲ ￭ｬ 日 をイメージした桁円形とし、外装材に伝統

とぬくもりを感じる木を使用 し、庁合の 「顔 」 を造り上げている 。

か包た つ

東西国の外壁は北 前船 の j雪立 をイメー ジ し、タイルとサ ッシュで 桃

子 状 のパ ターンで表lJl している 。

内 部主主! 日! は、エントランスホールとなる 3}日吹抜けの111] 民ホールを

小心に阿世ＨＱ Ｑ に執務室を自己し、 Ｇｾｆ 合全体の梢成が見渡せる日ｼ画として

いる 。 また内装材は木を多用し 、優しく l明るい快適なさを1mとしてい

る。殻飢而では周辺の緑と 3附 nし、また、親しみやすく暖かみがあ

り飽きがとないよう、自然索材( 自主主の風合いのあるタイル、木)

を外壁に{史期している 。

竹 野!II J の新しい庁舎が町民にと って親しみやすい交流の場となり、

IIIJ の活性化につながることを期待している 。

( 沼間 亘 古島ま浩史 ・総| 裂守城/ U師[ J 設計)

④ 

ー

』

当

一

ノ
庁舎棟 付属棟

配 置 図 1:  1800 

所 在 地 ー ーー兵庫県城崎郡竹野町竹野 1585. 1

敷 地 面 積 一 一 一5 ，357.41rri 

建 築 面 積 一一一庁 舎 棟 1，016.48rri  付 属 棟 3 15.00rri  

延 床 面 積 一一一庁舎棟 2，440. 28rri  付 属 棟 529. 20rri  

構 造 規 模 一 一 一 庁 舎 棟 R C 、 3F 付 属 棟 S 、 2F

工 期 一 一 一 1999年 11 月- 2 0 01年3 月

査 寄 駅 一 一 一 J R山陰 線 ・竹野 駅

嫌 影 一一一松 村 芳 治



ヤI



J I f  

言宣言十 ・監 理・

京 都 府 教 育 庁管 理 課

日 本設 計

施 工・

竹 中 ・岡 野 共 同 企業 体

京 都 府 立 図 書 館

新しい図的館は、 ｲｾ Ｈｦｩでもいつでもどこにいても利則できる ｊ よう

に|玄I. _! J 館サービスを行きわたらせることを目肢としている 。 1[lill 物

のイメージを残してファサード保存し、ネ ッ トワークをつないで新

しい' 附報の受発信拠点として、府民を <1-'心とした全ての利問者' を支

援することを基本理念としている 。

敷地は京都市の岡崎で、歴史的辿造物である京都市美術館と向き合

い、南1J[l 1. 西側はそれぞれ国立近代美術館、京都市勧業責i J に闘まれ

ている 。22かな緑と歴史的な建物に固まれた公園地域にある 。

全体の椛成は、低層部を明治則の歴史的ファサードを保存し、上用

部を保存蛍而からセットパックさせ、ｾ築而 ｦｩＧｬ をｊＡ ｉｉ え、 Ｑ ｾ ｉ ， Ｇ ｈ ｜ｩＺｲの容

般の大部分を占める開銀ｾｽ庫を地下にｾｩＢｩｉＱｪｪすることで、以前からの

たたずまいを緩端に変えることなく i壮観の保全に努めている 。新 築

部分の外観は保存壁而との述続性に配ほし 、色調をそろえた石仮り

とした。上部は京都らしい絡子紅lみのモチーフによるカーテンウオ

ールとし、ティシュ入りガラスでデザイ ン し「伝統と現代J が融和l

した建築を目指した。

内部の構成は利 用者のためのサービス削勺を地下 l 階- 2 附とし、

閲覧室は木調のインテリアデザインとし ｉ ｬｪｾ るく孫ち着いた き を ｲＺｵ ｴＯ育成

とした 。 管理部 門 は 円 滑な図 ， ｾｈｬｦｻ サ ー ビスの促 供 や、事務 ・ 作業ス

ペースの主 ｉｉ 携が密に行えるよう ｾ ｉ 附 している 。

所 在 地 一一一 京 都 市 左 京 区 岡 崎 成 勝 寺 町

敷 地 面 積 一 一 一5.688. 8 5 m

建 築面積 一一一 1.168. 03 m

延 床 面 積 一 一 一7，48 4.38m

4荷造規模一一一S RC、 一 部 S 、B2F 、4 F

工 期 一 一 一 1998年 10月- 2 00 0年 10 月

( 太聞恭司/ 仁l 本il史，11')

@  

条

通

( c 

配置図 ， :  2500 

最 寄 駅 一 一 一 京 都 市 営 パ ス 「 京 都 会 館 ・美 術 館 前J または

地下鉄 東 西 線 「 東山駅 J

j量 影 一 一 一 河 合 止 揚





作 E置

置圃 風

言宣言十 ・監 理 ・

兵 庫 県 県土 整 備 部 ま ち づ く り局 営 繕 課

施 工・

建 築 : フ ジ タ ・寄 神 ・淡 路土 建 特 別 共 同 企業 体

電 気 : ミナ ト 電 気工 事

給 排 水 ・衛 生 : 中 央 工業

空 調 堀川 忠 義 商l苫

浄 化槽 : 三 業

特別養護老人ホームあわじ荘

特別後諮老人ホームあわじ誌は、 ｾｉｉ で ｬ 明石海峡大統を波り淡路 ｉ ｃ か

ら約 5 分 、 北 淡川 の北古11に立地している 。敷地は、広大な上砂係取

跡地内の一 回で、丘陵地である 。 四 jJ{l Iには瀬戸内海が一 望出来る 。

設 ;nでは、特に次の 3 J ，'Xに似j辺、した。

1  ，11百|人の尊唯一f問主 化 一

今回の，1， 1何 では、プライパシーの i確保を第一 に考え i京大限11河口巨化を

図 った。 il問室化」 が進むことにより稲祉施設から、より住宅に近

L 、居住胸設へと変軍事すると考える 。

2 プライベートからノ Tフ、リックへ

個 室化 のi並んで‘ いる施設の入所者はむしろ共同( で使用する) スペ

ースに出ていく［ 切 合が μ いという紡Ｊが ｉｾｂ ている 。 この点に 注目し

居間空間( セミパブリック) の充実を図る 。 <個 室ー セミ パブリッ

クーノ ｔ ブリソク 〉 と ｌ 、うｼ純情的な空 間 を椛成する ｚ ｊｾ により、 ｆｉ 常生

活そのものを沼A 性化する可能性を持つと考える 。

3 グループ化による居間空 1mの 充 実

生活単位を 6 - 8 人で桝成する 。廊 下 の一部にグループごとの居11¥1

空間( セミパブリック) を設け、入所者相互ケアーを促進する 。

主ｉＡ物の平而計闘は、平属長ｉＡてとし 北 線、中央線、南棟の Ｓ おｾで ｾ［ＡＧｲＮ Ｑ 戎

する 。北 - 商都uは居住棟で南北 2 つの介説単位に分ける 。各棟で入

所 者 の 日常生活をその単位内で完結することが出来る 。 また '-1' )，定を

設けることにより自然探光を取り込むよう配位した 。 Ｂ Ｑ Ｂ 火事ｾには、

事 務 室 厨 房 等 を 配 位 し 竹 山 剖11" '1を集約した。

( 宮下 誠/ 兵陀県民L土盤官i I i 部まちづくり局営繕諜)

1階 平 面 図

所 在 地 一一一 兵 庫 県 津 名 郡 北 淡 町 野 島 貧 船 字 平 見299- 1

敷 地 面 積 一 一 一33，674. 60ni

建 築 面 積 一 一 - 6，892. 26ni  

延床面積一一一一 6，422. 66ni

構造規模一一- RC、1F (一部2F)

工 期 一 一一1999年 10 月- 2 0 01年 1月

撮 影 一 一 一 福 漫 昭 嘉

上から南東側外観/ アプローチ/ 中庭 (3) / 西側要面/ 屋外舞台に利用可能なウ γ ドデンキ





作E 置

置圃 風

設 計 ・監 理 ・

竹 中 工 務庖

施 工圃

竹 中 工 務J苫

兵庫大学健康科学部

小 さく て大 きな中庭

6 1f:. 前 に竣工した 「兵庫大学経 済情報学 部」の隣に、他! ぷを主題と

した校舎を苦1-I T. ! f J しました。二|梢訟で二. f >J 1平行配位の単純な桃成です

が、変化 に富んだ 中l定を設けています。二棟に挟まれた紺|長い外部

空 間 に、防火用水梢を兼ねた川 を流し、それと微妙に絡み付・くよう

に視界を巡る障壁を散りばめ、床に高低差 をつけてみました。 また、

0-1'1定を包み込む墜を、モルタルの癒き 予告としや杉板型枠打ち放し仕

上げにし、床を御影石の削肌 にしています。 その様相は、現代建築

の中にあ っては力強く、また少し↑ 裂かしささえ党えるものといえる

かもしれません。 …・・・ 中庭にさまよい込んだ観者は、 H上水口からの

音に心を奪われ、見え隠れする風景に誘われるように静 かに川 の岸

辺を倣策しだします。川面 を駆け抜ける Jii¥¥が、降り注ぐ日 差 しゃ障

壁が生み出す|塗りが、木々の匂いが、また床紫材 の荒さや傾きが、

flIJl.者の{本に緩やかな刺激を与えていきます。小 さく、また所によ っ

ては大きく分節化 された個々の風公を紫ぐうちに、観者のi I i I J きと 、

自然の移ろいと 、建築が織り成す風荻とが重奏し合って、 一瞬一瞬

の新たなH寺を創造しては消えていきます ・ -。 そんな幸せな↑円安を、

この小 さくて大きな 中J廷に夢恕しています。

( 柏木浩一 + 山本 匡/ 竹 中工務庖)

2階平面図 1 ・1200

1階平面図 1:  12∞ 

所 在 地 一一一 兵 庫 県加 古 川 市平 岡 町 新在 家2301

敷 地面 積 一一- 90，879.79 m

建 築面 積 一 一 一 2，136.42 m

延 床面 積 一一一一 3，615.9 9 m

偽 造 規 模 一 一- RC、2F

工 期 一 一一2000年2 月- 2000年 12月

最 寄 駅 一 一 J R神 戸 線 ・東 加 古 川駅

燭 影 一一一古 川泰 造

ーぅ





m 

+ム
4

S

1

 

公給

体

供

同

宅

共

住

室

事

市

計

工

阪

設

設

大

類

建

定

会

一

特

協

工

木

術

・

藤

圃

技

イ

・

理

築

ア

急

監

建

・

東

・

市

ル

・

・

計

阪

一

工

池

設

大

ア

施

鴻

大阪市安土町駐車場 -

コーシャハイツ安土町 -

ヴィア- レ大阪

当 該地 は大阪市を代表する尚楽 ・業 務地 区である 「船 場 地 区」 の ほ

ぼ中心に位位し、中小 卸売り 問屋 が 辿l旦する等、商業 ・業務活動が

盛んな地区である 。安 土町駐車場の整備に伴い、駐車場上部に都心

型の公社特定優良l U空住宅、及び単身者向け公キ1:賃貸住宅の建設を

行う 一方 で 、 大 阪市職只互 助組合において都市の公的会館として市

民 が利 用できる新しい棉利厚生サービス施設を併設しています。

都 心の‘ 空洞化' という 諜 胞に対して住、職、遊がー 休 とな ってい

た、かつての船場のような 「都市の再生」 を|司燃としています。

景観の配慮として外観は、オフィス 中心の対飢に対して 1'1.主まL、J

l il 如、J Ｑ 文 化 」 の表 情 を付 加 し、優しい表 Ｇ ｨｾ Ｇ のタイル貼り、わか

りやすいサインと色っかい、陰影の深い形態でも って 表JJl し、外梢

は凶季の自然が感じら れる都心のオアシス的なさをJ也、緑地 を歩行者

設 1mとして提供してい ます。

( 冷水隆治/ アール ーアイ ・エ ー)

日霊己

E三三雪

断 面 図

所 在 地 一一一 大阪市中央区安土町小10- 1 、 2 、 3

敷地面積 3 ，279.94rri  

建築面積 一一一 2，19 8.40rri

延床面積一一一27，901 .08rri

「大阪市安土町駐車場」 営業用駐車場 11 ，308.87rri  

「コーシャハイツ安土町J 賃貸共同住宅 6，275.15凶

「ヴィアーレ大阪」 会館施設 ・ホテル 10，3 17. 06rri  

4首選規模 一一一S R C、15F、B3 F

工 期一一 一 ＱＹＹＸ 年 Ｖ 月 ｾＲ ＰＰＱ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 一一一 地下鉄御堂筋線 ・本町駅

撮 影 一一 八 幡 輝 幸 / 伸 和

左頁・外観筒東面

右頁上から 地下 1 階駐車場 得合ホール/ 1階会館工ントランスホール/

住宅エントランス外観/ 南面低層部分外観







AR CHI T E CT's  E Y E  

コー ポ住宅のまちづくり効果

本 多 昭 一

コーポラティブ住宅については木誌読将に説明するのは釈迦

に説法であろう 。従来は「家づくり J の l而から論じられること

が多かったと思うが、私はこれを「まちづくり J の而から 1
1
1与

した ｌ 、 。 コーポ住宅にはｾ介住宅型 Ｈｽｾｲ tfl l治問ユーコートなど)

も述杭ｾて ・ 二 戸建てＨオヨ治 ・ あじろぎ横丁などＩ、 一 戸出て

( 大沖 . ｾ 祭 小 路などＩもあるが、どの型のものにも、 ｬ ｴ｜Ｚに Ｑ Ｕ 午、

20年経過した判列が山てきており、検討するにはいい機会では

ないかと j Uう。

「まちづくりの而j とは、周凶との関係を配慮、し、またn : み

予のH みを採り入れ、将米まで合めてのぜましい居住山JJ i ;をお1)

り出すことであるが、そういうことは建売や分譲マンシ ョンで

はもちんのこと、注文住宅においても .5UEではかなり凶縦であ

る。 ところが、 10年以上経過したコーポ住宅を比ると、、'i 初jの

設言 ｼ が近隣 ｼ 長 ｼ 係等も考 ｊｾ 宮、しであるためか、いわゆる「広江 ｊ Ｎ￮ ｴｹｭ 化 」

などの 問 題がなく、集会所Ｍ共同庭などの ｊｾ 川施 設もよく祈 川

されている 。 しかもそれはコーポ住宅敷地|人Iのみでなく、さら

に周辺の環岐にも好 ｽｪ ｦＳｾｾｾをうえているようである 。 そんなこと

から、住宅入子の手法としてだけでなく、まちづくりの子法と

して光を当ててみたいと思う 。

京都府立大学人間環規学部環境デザイン学科教綬

ジャカランダの樹の下で

上 回 信 也

数年前ーから' 1 Mくの問、 ケニアのナイロビの大学にて教j笠に立

った経験がある 。赤道直下にもかかわらず、海抜17∞mで水の

12ZZな( エンカレ ・ナイロビ= 冷たい水) この酋者1Iは、 100年

前の英国人による鉄道敷設問キャンプに始まる 。かつて、フラ

ンクフル卜 ・アム・マイン市の主I ! 築監を務めたC I A Mの」主役 (i '

の l 人であるエルンス ト・マ イは、ヒッ トラーを逃れロシアで

数年間活動した後、戦前のナイロピに事務所を桝え、今「向性ま

われているデラメア集合住宅などを残した。 これら拙民地 11:[. 代

の1 1 i 必みと内j日建築が今や混在するダウンタウンでは、ジャカ

ランダが紫色の花を咲かせ、 f引火訪問する私:人を迎えてくれた。

樹の下には、物乞いが多く並び、市民は彼等に胞しをする 。

生業のーっとして社会に定与している物乞いは、東アフリカの

伝統的社会の底流にある相互扶助の精神で、あり、強者が ｾ ｊ ｾＩ ti を

助 けることが社会のあらゆる 1i1i WJJ に浸透していると考えられる。

守王者のかかわった建築学利 6 年生の卒業制作研究に於いても、

孤児、エイス1忠者、精神障害者ーなど社会的制布に対し、え. I ! 築は

可がw来るかと問う試みが多くあ った。限られた調査子段と乏

しL 、↑ !'; 報iEにも拘わらず、社会にをI ! 築の原点を求め、それを =

かの ち

次元主主川に昇華させようと試行するのが彼J也の行年で、ある 。器

用にプレゼンテーションをこなす此地の !? 年の制作を川 るにつ

け思い出す紫の花である 。 大建設計取締役京都事務所長

24 建築と社会 ・2∞1. 7

浪速兎物に参り ませう

坂 雅勝

jrli 謎ーは、今年< [ J) 、天神柿 6 rJ  1にオープンした大阪市立「住

まいのミュージアム」のキャッチコピーである 。

大阪r ! i の住ま l Ｂ ｨＧ ｪＭＧｗセンターの ＸＱｾ 初、ら ＱＰ 階に設けられた、

このミュージアムは、 2 つのフロアから桝成されている 。

9 1桝 ・101椅の近 |立大阪のフロアでは、江戸後 J.tJ l .  . A 保年間

の大阪の街並みが多くの資料 .(iJf 究に J志づき、 "/111寺の工法に

より、郎、J-大で復元されている 。

ぶー通りには、 ｪ 瓜 ｬ ｦＢ ， ｊｾ 、小間物屋、 ｉ ｉｉｊ の会所 ・ 火の 兄 柏が、

路地に入って兵長 ｊｾ が、それぞれリアルに再 ｽｊｾ され、天下の

台所と l呼ばれた' r t ll ，¥，の賑わいや、? 昨;fl で、おなじみの熊さん 、

八つあんの暮らしぶりが、 一 日の移り変わりと共にｻ本 ｬｾ できる 。

また 81併には、近代大阪のフロアとして、 川 11の居摺地に

始まり、船場の ｉ ｬｉ ｦ 家、交 ｉ ｾ 外の近代長屈を経て、 ｉｊ ，Ｇｾ度成長期の

団地に宅る IYJ 治から 117l 羽|にかけての大阪の住まいと芯らしの

変濯を、本当にｾＧ￭ Ｇ ￭ 情な棋砲を 使 って、物 話形式で再現する展

示などがある 。

街の魅) J は、そこにn : む、人々の生き生きとした打らしにある。

HミT代と共にそのMは変わるが、変わらないなにものかがある 。

そんなことを実感させてくれる本桁派のミュージアムである 。

さあ、浪速見物に参りませう 。

大阪市住宅局理事

Earth Sweet  Home  

木 村 宗 光

ノでは、開J:Jt 共 生H:宅なる名林はどこかで1 "1にし、その12

1床するところもなんとな くではあっても 通じるものと忠われ

るが、この言 集が山米た当 u: : ' f は、これを耳から |品|いただけで

は卯J党強制住宅と吋ててしまう位で、それもそのはず、走行しい

造話であった。 この百柴の誕生した LR米は、今を i妙lる10年 前

にlulが行頭を取ってスター卜した 研究会に始まるのである 。

そして! どに意外なことに、このi ' ，f / r - は尚牒登録されているの

である 。

そして、 地 球 出暖化 を防止 するため峨々な手法が研究 さ れ

たが、その 1-1-'で大きなウエートを 山めるのが住市の何 エネル

ギー 化 であり、性屯の 両 断熱化 、!日i気 営化 が進められた。 こ

れらの対策は、またー/ J で新しい誠心必を我々に持供しているが、

'Jc実、出物の性能が向ヒし、随分住み心地 が良くなったので

ある。 しかし、人々の快適性に対する要求のレベルは、今後益々

向上し、そのf:t-tまる所を矢nらないのではないかと感じる 。 こ

のY1JHJ i可卯 をl折ち 切 るにはどうすればよいのであろうか。 それ

には、この織なライフスタイルの流れを変えることこそが、

これから必ｾなのではないのかとさえ感じる 。

ここで、ある T V のインタビューシーンを! 忍い ，'I !，した。著

i' ，な立. I ! 築家の設，11'に よるコン ク リートと大きなガラスで作ら

れた ｈ Ｎ 宅の ｻ 倒浪人は、その， ｾ ｉ ｽＪｉ ，Ｊえに大いに ｙ ￎｬｩｾｬ 足をしていたが、

ただひとつ冬は; tlf くて困ると 言 う 片h'f に、その建築家は、セ

ーターを一枚余計におて下さいと符えていたのが印象に残っ

ている 。
大和ハウス工業(揖)取締役

建築の眼



現代の日本の空間、文化を探る

一見える和風、潜む和風一

総論 1. 不易流行一日本的なるものの重力一/ 加藤 力

総論 2. 日本人の住空間→主宅、インテリアの視点からー/ 宮 内 悲

見える和風、潜む和風ー

各論 1. イス坐 ・ユカ坐/ 沢田 知子

妙心寺大心院

各論 2. 住宅の間取り 欧米と日本の住宅プランの比較一/ 大 江 孝 + 本 山 仁

各論 3. アメリカのオフィススペ ース/ 松岡 昭吾

各論 4 . 門、塀一見える和風、潜む和風一/ 古川 修文

各論 5. 日本の入浴文化とユニ ッ トパスルーム/ 南金山 崇

コラム 次世代へ手渡したい「日本的なものj あるいは「和風J / ペ リー史子

企画

インテリア住宅分科会



総 論 f

不易流行一日本的なるものの動一

加 藤 力

京 都 工 芸 繊 維 大学 助 教 授

1  . はたしてこの生活は幸せだったのか?

明治以降特に戦後、日本はただひたすらに西欧の生活文化と様式

とを摂取し、それを取り込むことに逝進し、疑いすらも抱かずに、

わき目も振らず走りつづけてきた。だが、 二十世紀を終わってみて、

日本人と日本の社会にとってそのことがはたして本当に良いことで

あったのか、あるいは幸せで、あったのか、という点において反省や

疑いの念がいま持たれはじめている。全てを西洋化すれば、日本の

社会は豊かに、そして日本人は幸せになれるというのは、あるいは

間違いだ、ったのではないか、と気づきはじめたのだ。かねてから、

はぐくんで来た日本人の日本的生活、すなわち和の生活とその様式

のほうが現在の洋風化の生活よりもはるかに豊かで、、上質で、あった

のではなかっただろうか、とい った機悔にも似た声があちらこちら

からしきりに聞こえはじめている。和の空間や生活の見直し、復権、

再建、が至るところで巻きかえされそうになっている 。一体、それ

では日本人が心の奥底で求めてやまない和の生活と空間の本質とは

何であろうか? ここでは、インテリアという狭義の生活環境分野

にその焦点をしぼって、この課題について論考を試みたい。

ところで、日本におけるインテリアと生活の中での洋風化の流れ

を戦前と戦後とに大きく分ければ、きわめて明確な違いのあること

が分かる 。明治以降の洋風化は皇室や政府を中心とした上流階級、

もしくは国家という枠組みを前提とした言わば上からの洋風化の風

で、あった。 しかし、戦後のそれは、 一般庶民を核とした下から沸き

でるような洋風化の嵐のような風であって、戦前のそれとは全く意

味の異なるもので、あ った。問題の本質は常に、庶民 ・一般の人々の

動きのなかに在る。 したがって、ここでもそちらに焦点をしぼる。

と. Iインァリノ"0) 発見」 それが意昧すること

日本の洋風化を象徴的に表わすことが、戦後の公団住宅のD K

( ダイニングキ ッチン) の出現であ った。D Kの採用を契機に、 一般

庶民の生活の中でもイス座のいわゆる洋風化の生活が始まった。そ

れまで、 一部特権階級の聞でしか見られなかった椅子やテ ーブル、

ベ ッドなど洋風家具を用いる生活の仕方は、またたく聞に日本人の

生活を席巻し、そればかりでなく日本人の意識をも変えてい った。

この椅子座の生活様式は部屋の用途を厳しく限定・固定化して、公

私室の分離を促し、日本人の住まいと住まい方をかえた。結果とし

て日本の生活空間の中に 「個室の概念」を植え付けて行ったことは、

周知の通りである。それまで、日本人の意識と日本の一般生活空間

の中にインテリアという意識は殆んとe なかった。だが、個室の出現
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と、インテリアエレメントと呼ばれる精子やテーブル、カーテン・

カーペットなどを持ち込むi洋風の生活様式は、日本人の中にインテ

リア意識 ( しつらえ意識) を植え付けた。 また部屋がそこに住む人

間の個性を表出する手段たりえることに、間もなく気がついた。

戦後、日本人はしばらくの問、お仕着せのインテリアを黙って受

け取っていたものの、やがて、日本人は自らの住まう空間において

ダイナミックに自分自身を表現する術を持ちはじめた。すなわち

「インテリアを発見J したのだ。このことは多くの壁面で構成され

た閉鎖的な都市型住宅であることも 室礼 ( しつらい) の上で幸いし

た。これによ って、インテリアコーデイネーターやインテリアプラ

ンナーなどのインテリアの専門職種も生まれた。住宅にしろ建築に

しろ器としての建物があ って、はじめてインテリアが存在すると、

誰もが思っていた。 ところが「インテリアの発見J によ って、その

ことがいささか疑わしいことに生活者ははじめて気がついた。

国. インァリ) " 刀1欲じいために人1a: 1. 王宅をつえる

器としての建物の役割は、確かに人間の身体や財 産を外界から厳

然と分け隔て、自然の脅威や外敵の攻撃から守ってくれる。建物は

シェルターであることに間違いはない。それに対してインテリアは

人間の身の周りの安全や快適、便利さや健康を直接的に保証・担保

してくれるものである。そしてなによりも住宅のインテリアは、そ

こに住む人の個性を表現する場でもある 。より良く住むために、よ

り快適に暮らすため、そしてより個性的に生活するために、自らの

住まいは存在する。そのことに日本人は気がついたのだ。生活者の

住意識は変わ った。住宅は快適のl時代とか、成熟市場とか言われる

が、 意味はそのことにある。今、時代はインテリアが欲しいために

住宅をつくる季節を迎えた。だがそのことに一番気づいていないの

は、造り手の方である 。相変わらず、器としての住宅ばかりを追い

続けている。売らんとしようとするばかりだ。そこに住宅や建築の

どうにも 言い難い閉塞感 ・停滞感がある 。造り手は、未だインテリ

アを建物の副次的なものとしか捉えることが出来ないままでいる。

何度でも 言おう、人はインテリアが欲しいがために住宅をつくる。

それなのに、相変わらず、器としての住宅ばかりが造り続けられて

いる 。無理して過度な性能や仕様を付加して器としての建物づくり

にこだわり続けている 。本当のところ、生活者のまなざしはもはや

そんなところには無い。それでは生活者にと って、インテリアとは

何であろう 。端的にそして誤解を恐れずに言っ てしまえば、インテ

リアとは生活である。生活に漂う空気で、あって、それは目には見え

ない空気のような存在である。



4. シックハウスの問題とは何であるか?

戦後の日本人の生活と家屋の洋風化は生活者に「インテリアの発

見J をうながし、「住まうことの意義j を問いかけた。だが、快適

なはずの洋風生活は、同時にさまざまな問題をも日本人の中に投げ

かけた。 シックハウスの問題もその一つではないか? かつて、日本

の家屋は夏を旨とし、開放的、通気性・! 奥気性に優れたものであっ

た。 ところが、戦後、日本の住まいは壁で固まれ、閉鎖的で、外界

とは断絶された洋風の都市型住宅とな った。 また、生活も 洋風化に

伴なって、局所l暖房から省資源化とは程遠い部屋全体の冷暖房を必

要とする暮らしとなった。それでありながら近年、 一方では省エネ

化が叫ばれ、あれほどまでに風土 ・気候に合ったい ままでの日本の

家屋をあっさりと全否定。すき間もない高気密、高断熱住宅が良い

とされ、 一斉に造られ売られ、生活者はそんな家に住まざるを得な

くなった。その上、早く安くつくるために乾式工法の、合板やビニ

ールクロスが多用されたいわば接着斉IJ漬けの家である 。ホルムアル

デヒドが放出、拡散、充満、密閉されて、こんな接着剤仕様の家が

室内空気汚染を起こさないでいられようハズもない。

かつてのような、開放的、通気性の良い日本の家であれば、何も

問題はおこらなかった。だが、空気の逃げ場の無い家では、例えは悪

いが、ガス室に入れられたと同然で、ある。性能は確かに向上したもの

の、誰がこのような家を望んだであろう 。生活者の望んでいるものは、

見栄えのよい家ではない。性能の完備した家でもない。生活の周辺

に漂う幸せな空気の家なのである。 シックハウスが今、問題となっ

ているのは、実はこのことを象徴的に物語っているのではないか。

また、阪神大震災からも学んだ点は大きい。家具が転倒、テレビ

や物が飛んできて怪我人が多数でたと 言 う。考えれば、かつての日

本人の住まいは、母屋と言う人の住まう空間と、蔵と言う物の仕舞

う空間とが厳然と使い分けられており、住まいこなされていた。人

の住まう空間には必要最低限の物しか置かず、多くの生活品は蔵に

しまっておき、季節 ・行事に応じて引き出してきて使い、身の周り

はスッキリ、シンプルに暮らしてきた。そうであれば、地震で家具

が人の上に倒れかかる、などということは起こりえなかった。 しか

し、西洋化の生活は、人と家具や家 ｮｾ ーが 一 つ部屋のなかで、 一 緒に

暮らすことを意味する。これであれば、地震で危ないことは分かり

きっている。すなわち地震による室内の惨劇は起こるべくして起こ

った災害で、かつての日本人の生活の中では、考えられだにしなか

ったことである。このような反省 ・後悔は他にも指摘を待たない。

日本人は戦後、洋風 ・様式の生活が、何か良いものであるかのよ

うに、それをひたすら手に入れようと努力してきた。だが、それに

は何処か、何かに落とし穴があって、そうそう良いものだけを簡単

に手に入れようとしても難しい。 とりわけ、人間の住まいは長い、

長い年月かかって生活 ・慣習や風土 ・気候、それに工法 ・材料など

との関係の中で試行錯誤を重ねて成立してきたものである。先人達

の知恵や工夫の積み重ねは言い難い深みをもつものだと、近年つく

づくと思い知らされる 。不易流行。世の中には代わって行くもの、

変わってよいもの、かわらないもの、換えたくないもの様々である。

5. 日本は神の国でなくして何の国であろう

戦後、日本人の生活は変わり意識も変わり、そして環境も変わっ

た。 しかし、変わらぬ事のない日本人の奥底に流れる日本的なるも

のとは一体何であろう? 変わることのない遺伝子としての和の精

神とは、何であろう 。かつて、「日本は神の国」と発言 して、マス

コミにさんざんに叩かれた首相がいた。しかし、あの発言を聞いて、

国民の多くは決してそれほどの違和感を感じなかったはずで、ある。

この場合、日 本人にとっての神とは、「自然に対する畏怖の念j で

ある。大いなる自然に対する恐れ、おののきにも似た敬愛の気持ち

が神という言葉になる。其処の山にも此処の川にも、 草木一本にも

森羅万象、やおよろずの布11が宿っていると考える。家にだ、って、家

の建つ土地にだって精霊が宿っていると考える。だから、正月には

どんなに小さくてもいいから七五三飾りをかざる 。未だ地銀祭を執

り行い、建て前をする 。最先端のビルの屋上にも小さな社を祭る。

それに社寺仏閣の前に来れば、手を合わさないまでも、黙礼ぐらい

はする。これが神の国でなくして何の国であろう 。火山の! 噴火によ

って、島民全員が避難を余儀なくされる国である 。グラッと 一括れ

の地震で、 6千人余の人々の命が失われる国である 。台風の到来に

よって、 地域一帯が、水浸しになる国である 。それらは他人ごとで

ない明日は我が身の国である。 自然の力が、この国には常にはたら

いていて、だから自然とうまくやっていかざるを得ない国である。

科学の力によって、技術によってこれらは克服できると、考えた。

だが、一向にダメではないか。強いて云えば西洋化によっても、解

決される と考えた。だが、むしろ悪い方向に退いていく 。 日本人の

奥底にいつも在るものは、自然とのたゆたうこと無い一体観である。

自然と対峠する西欧のそれとは、このところにおいて一線を画す。

6. 相の重力と知思か、己れか ::>0) 環境をつ丈る

環境の| 時代である。地球資源が枯渇すると、慌てふためいている

が、散々に大量摂取を繰り返して、大量消費してきた挙句にこの結

果である。 しかし、歴史的にみれば、西洋文明を取り入れる明治の

前の江戸の社会は、見事なほどの循環型社会を築きあげていた。 自

然と共に、自然と共生し、自然の恵みのなかで日本の文化の撃を l咲

かせてきたのだ。むろん、その時代への反論もあろうが、「日本人

の英知 ・機知が輝いていた l時」でもあった。その輝きの裂に横たわ

っているのが、日本人のゆ るぎない自然観である。 自然に対する敬

度なる崇拝の念でもある。

今、日本は深い苦悩の中で11崩いでいる。そのあえぎの中でさえも

まだ、これ以上自然を凌駕 ・破壊 ・蕩尽 ・開発・享受・廃滅 ・凌辱

の手が可能だと考えているふしがある。 しかしもう 一方で、もう

こんな事をしていてはいけない。これ以上、同じ繰り返しはやめよ

う、とする樵然たる自己矛盾的背徳の気持ちもあわせて混在する。

このとがめにも似た気持こそが今、問題にしている自然と のつなが

り、日本的なものの底に存在するもの、すなわち和の重力で、ある 。

これからの環境時代を釆り越えていく方途は、この非合理とでも 言

える、日本的なるも のの中に在る。 (かとう っとむ)
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総 論2

日本人の住空同一住宅、インテリアの視点かう-

宮 内 悲

拓殖大学工学部教 授 ・工 学博士

靴をぬぐ習俗と空間のデザイン

新しい世紀にな って、生活はいっそう変化のスピー ドを増したよ

うだ。移ろいゆく生活の襲の中で、「見え隠れする日本的なもの」

「変わった生活の中で、変わらない部分は何かJ について書 きなさ

いーというのが編集委員から与えられたテーマである。

生活の中で移ろいゆく部分と変わらない部分の関係は、大河の流

れにたとえることができょう 。表面はせわしげにさざ波が立つては

消えるが、 川底ではゆったりとした太い流れがある。 もちろんさざ

波と 川底の流れは無縁ではない。その)11底の流れにあたる日本住宅

の基層は何であろうか。

私は、その第ーは住まいの中で「靴を脱ぐ生活」であると考える。

下駄や草履を履いていた日本人が、靴を履くようになり 、平屋の戸

建て住宅が暖冷房完備の高層住宅とな っても、家の中で履き物を脱

ぐ習俗は遵守されている。今後、日本人は住まいの中で靴をはいて

生活すると答える人は まずある まい。

住まいの中で靴を脱ぐ民族は少なくない。隣国朝鮮半島の人々も

そうである。 しかしわが国では、靴をぬぐ場所に脱いだ靴を コンパ

クトに収納する下駄箱を備え、外から人を迎え入れるフォーマルな

空間として洗練させてきた。それが玄関である 。江戸時代、地域の

民政を司 った町名主を「玄関j と総称したというが、それは玄関を

構えることを許された身分に由来し、玄関がフォ ーマルな住宅装置

で、あったことを伝えている。

一 日中靴を履いて過ごす国々では、靴を脱ぐことに独特の こだわ

りがある ようである 。幕末に来日した外交使節団とわが国との最初

の交渉は、会議場で靴を脱く、、か否かで、あった。また戦前に来日した

ドイツ人の建築家ブルーノ ・タウ トは 『日本の家屋と生活j の中で、

上り段に腰をおろして靴を脱ぎ、その姿勢から上り段のうえに立ち

あがるには 「ちょっとした体操J が必要で、あった。そして村人が環

視する中、夫人が靴をぬいで靴下だけになっている様子を「みじめ

でf故笑まないわけにいかなかったJ と述懐する。さらに B. J レドフス

キーは、 「靴をはかないj青潔な床を礼賛しながらも 、家に入る前に

!)¥It を脱ぐようにという注意には，あたかもボタン隠しを直しなさい

とでもいわれたように 恥ずかしい感じがする。男性は，靴下の

ままでいると去勢された ように感じる。女性は，男達がその魅力の

大半を携帯品預り所においてきたのではないかと思う 。昼 日中靴を

脱ぐなどは言語同断で、ヨ シワラやハレムを思わせる。靴をはいて

いない足は何となく感じのいやなもので， 一般に淫逸を連想させるJ

と述べている。

つまり伝統的な欧米の暮らしでは、靴をぬぐのはベ ッドに入る i侍

と入浴の時くらいのプライパシーの高い行為であり、靴箱は、衣類

や寝具類を収納するワ ー ドロー プなどとともに寝室の設備なのであ

る。 したがって欧米住宅のエントランスには下駄箱がなく、そうし

た家に住んでみる と、靴をぬぐべきけじめがつかない。仕方なくカ

ーペ ットの上に ゴムテープを貼って、 ここ で靴をぬぎましようと決

めたのであるが、早速来訪した隣人はそのことに気づかず、字句ど

おり土足で侵入して来た。生活慣習の違いとはそんなものかも知れ

ない。

空間のトランスフォーメーション

靴を脱ぐ生活では、戸外の泥やホコ リを家の中に持ち込まず床が

清潔なので、床を歩行面のみならず休息面にも テー ブルや台として

も利用する ことができる 。そして可動な用具を出し入れすることに

よって季節や時々の生活の必要に応じてしつらいる 。上回篤氏は、

図 1 日本の椅子の特許 1号 図 2 再現した 日本の椅子の特許 1号 図 3 同折りたたんだところ
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このような空間構成法を「舞台装置型」と呼び、欧米の住宅は常に

家具類を置かれている「↑ 専物館型」であると指摘した。「舞台装置

型」の空間構成の歴史は古く、平安時代の 『類従雑要抄j というイ

ンテリアデザインのテキストともいうべき本を見ると、手箱という

用具が拙かれていて、坐した空間が手箱から取り出した用具類に よ

って、 和歌集を読んだり、手紙を書いたり、化粧をしたり、香を楽

しんだりする空間にトランスフォ ーム させたことが伺える 。そして

用具類を手箱にしまうと 、ま た元の無性格な空間に戻る。

わが国のこのような住まい方は、明治期に入り、欧米の椅子やテ

ーブルと出会っても続く 。その様子を初期の特許家具にみてみよう 。

図 ＱｾＳ は、 わが国の最初の椅子の特許Ｈ第 ＵＶＳ 号「座椅子 ｊ (1お8

年 ・特許権者 ・木下裕、神奈川県三浦郡横須賀汐留町) を筆者が再

現したものである 。発明のねらいは「座上ニ於テ安楽ニ街算シ得ヘ

カラシムルニアリ j という 。つまり坐って安楽に後ろによりかかれ

ることをうたっている 。そして背枠を支える持ち送りを廻すと、背

と座は折り 畳め、張りぐるみの肘掛もはずせるので、座椅子は容易

にしまうことが出来る。椅子に関するその後の特許もこの種のアイ

デアが展| 拐されていく 。

一方、卓・机に関する特許の 1号が図 4 ｾＵ＠ r折込l肉リ (第692号、

1889年 ・特許権者 ・成問麻次郎、東京府日本橋区城殻j I汀、同 ・千代

田仁兵衛、東京府本郷区湯島切通坂j I 町) である。その主旨は「此発

l拘ハ机卓等ノ片隅ニ附着ス ヘキ腕lニシテ其目的ハ机等ノ! 肉1ヲ其裏面

ニ折込ミ以テ運搬収世ニ使利ナラシムルニアリ」と述べられている。

すなわちl仰が旋回して折り畳め、起こ すと 2枚のl仰が止め金に よっ

て連結して固定するというものである。その後の卓 ・机の特許 も、

このようなアイデアが展開され、 1891年にはいわゆる「チャブ台j

の原型といえる特許第1188号「卓子( 折脚)J が公示される。つま

り椅子、卓・机の最初の特許は、欧米のそれらから利便性を抽出し、

これを床座生活に適応させるとともに狭小な住空間を効率的に利用

するために、取 り片づけやすくした考案である。

「舞台装置型」の空間構成法は、戦後しばらく続く 。 しかし、「チ

ヤブ台J がダイニングテーブルに代わり 、家電製品が出現がすると

終罵する。なぜなら家電製品は電源コード等が付いていて従来の用

具のように取り片付けることはできず、そのスペースもない。むし

ろ食事はダイ ニングテーブルでとり 、家事労働も立って行うという

新しい生活像と合体して受け入れられた。そのための床材としてフ

ローリングが普及していく 。

しかしそのような精子坐志向は頭打ちとなり「洋室床坐スタイ

ルJ rフロアー・ ライフ J rフロアー ・リビング」な どと呼ばれる生

活様式が生まれる。すなわちフロ ーリングを張った室内を床暖房し、

あるいは温熱ヒ ーター付きの敷物を敷き、通常よりは低い椅子とテ

写真 1 クラマタのテープル ・ジャパン インテ リア

図 4 - 5 日本の卓子の特許 1 号
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ーブルを用い、オ ーデイオ機器や T V、ビデオ類をレイアウトした

床の近くで暮らす生活様式である。彼らは、広々とした空間のもつ

居心地のよさに気づく 。便利な「博物館型」だが高さが低いので圧

迫感がない。その空間で経時的に生活行為を展開させていく 。その

様子は、同一空間でいろいろな生活行為を重ねていくかつての空間

利用法と似ていなくもない。積極的に言えば、空間の広さを重視し

て仕切らず、距離をとることによってプライパシーを確保するオー

プンプランニングへの志向性が認められるのである。換言すれば欧

米の 「博物館型J は、特定な機能を与えた杢閲を移動して生活する。

新たな生活様式は、家具 ・家電製品に固まれたという意味で rt専物

館型J ではあるが、いろいろな生活行為を経時的に展開していく方

法において空間をトランスフォーミングしてきた伝統の継承である

といえるだろう 。さらに l 、 2 階を吹き抜け( ア トリ ュウム) 空間

としたならば、豊かな空聞が演出できるであろう 。

J高架さ0) 話回守ζ 精神0) υノレツシユ

室内と屋外とを連続させた空間構成の手法は、日本建築の伝統で

あり、官頭で述べた大河の底流のーっということができょう 。それ

は居室ばかりでなく、浴室でも配慮されていた。かつて日本の豊か

な人々は，庭を眺められる浴室をもっていて，入浴しながら，樹木

や草花や潅木の四季折々の変化 を静かに楽しんだのである 。一方、

近年の量産住宅をみると、耐水やi耐震等に関する新しい建築技術に

写真 2 屋上パス( 提供 ナショナル住宅産業株式会社)
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よって、アウ トドアリビングやガーデニングへと展開できるテラス、

2 階へ設けられたバルコニーなどが展開されている。 じゅうぶんプ

ライパシーが確保されているならば、都市での高密度居住であって

も、かつての室内と屋外とを連続させた空間構成の復活が可能であ

り、楽しい浴室や温室も作ることができる 。そうした空間は採光と

通風をもたらし、生活を生き生きさせるに違いない。

B . J レドフスキーは f裏から見た現代住宅j の中で、欧米の衛生設

備の歴史について解説するとともに、浴槽と便器を一緒にして寝室

の付属物に堕したことを痛烈に批判している 。彼によれば、そうし

たのはキリスト教の牧師と医者で、あって、ロ ーマの豊かな入浴文化

がねじ曲げられたというのである 。そして、西欧人もかつて暖かい

季節には，屋外での入浴を楽しんだという 。そして入浴が肉体を清

潔に維持するだけにとどまらず、精神的にリフレッシュする効用も

あることを力説する 。その種類として、温水浴、蒸気浴、冷水浴、

先気浴、日光浴などをあげる 。直射日光に肌 をさらすのではなく、

先気にさらす空気浴は、冷水浴ほどのショックはなく健康増進に有

効で、これを日光浴と組み合わせた戸外の部屋を提案している。

たしかに、湿度の高いわが国の夏を過ごすには、入浴はなくては

ならない設備である。その空間が、そのま ま前述した空気浴や日光

浴を楽しむ戸外のスペースにつながっているならば、たいへん楽し

いであろう 。プラパシーが確保され、水を蒔 き散らして よい半戸外

のスペースは、観葉植物を育てたり、星空を 眺めたり、外気にふれ

写真 3 玄関( 提供 ナショナル住宅産業株式会制)



つつ食事をしたり、さまざまな入浴法を楽しんだかなによ り子供

たちから歓迎されるに違いない。

わが国の社会は高齢化 し、都会的になり、 これから自由な時間、

楽しみの時聞が増えていくことは確かである 。 しかし、住まいを拠

り所としての人生で、あって、高いサービス料を払わずに旅行でl床わ

った快適さや便利さ、楽しさを日々の生活の中に取り入れることに

異論はあるまい。かつて日本人の豊かな入浴の楽しみを復活したい

ものである。ナショナル住宅産業側の 「大空へと気持ちよくくらし

を広げるアウ トドアリビング」は、そんなことを予見させるコピー

である。格子に護られて他人の視線を気にせずに、制t 浴や空気浴、

日光浴などが楽しめるとともに、浴後にお茶などで楽しい時が過 ご

せる。

"clean linen" と“ darty linen" 

清潔さは、生命の維持と本能的に結びついている。食物はもとよ

り、身にまとうもの、さらには住む環境が不潔だ、と健康が損なわれ

れるのではないかと 心配になる。しかし、清潔さの基準はといえば、

時代 ・社会・民族そして家庭によ っても大いに奥なるようである 。

戦後日本人の|般に焼き 付いた映像の一つにマ リリン モンローの入

浴シーンがある。 しかし彼女が、泡ぶくのパスの中からどのように

して上がり、着替えるのか、イメ ージできる人は少なかった。なぜ

なら床が、体に付いた泡を洗い流す ようになっていなし、からである。

そして日本人が海外旅行に 出かけるようにな って、パスルームを水

浸しにした失敗談がしきりに l噂されたものである。

もうふた昔以上も前になるが、筆者がロンドンに遊学 した折りに、

ある家庭に招待された ことがある 。食事が済むと主婦はシンクに据

えたパ ットに洗剤をため、その中で油で汚れた血を洗う 。 しかしそ

の後が違っていた。お皿を引き上げてステンレスの台に立てかける。

つまり洗剤を水で洗い流さずに皿を乾かし、リ ネンでていねいに磨

くのである 。その様子から、やっとマリリンモン ローがパスからあ

がった後の行為をイメ ージできた。 日本人は風呂から上がるとき、

石鹸を洗い流して手ぬく、、で、水気を拭いた。茶碗も洗剤lを洗い流し

てふきんでフk気を拭く 。一方、前述した主婦は、せっかく洗剤で洗

ってきれいにした皿を汚い水で汚さないために厚いリネンで拭くの

ではなく 磨 くのである。ロンドンの水道には大量のカルキが投入さ

れていて、食器を洗っても乾くと表面には白い粉末がキラキラ光っ

て見える 。そのことから洗剤を洗い流さない理由を納得したのであ

る。

日本の某繊維メ ーカーの調査であるが、 ドイツと日本の家庭が所

有するシーツ、テーブルクロス、ふきん、タオ lレ、おしぼり 等の布

類に関するデータを見たことがある。細かな数値は失念したが、 ド

イツの家庭の衣類の所有量は日本の10倍ほとさで、あった。それらはい

わゆるリネンと総称されるもので、中世以来花嫁が自分の衣裳とと

もに婚家に持参した歴史がある 。今 日でも結婚に際し、少なくとも

1 ダースのシーツやテーブルクロスを用意するという 。当然のこと

ながら住まいの中には、それらを整理して収納するスペースが必要

で洗濯 ・乾燥室と関連づけて設備されている。

ドイツの家庭のJ L帳面さは、これらのリネン類をきちんと清潔に

保持し、こまめにベ ットメ ーキングする ことに表われている 。

英語に “clean linen"  ， "darty li nen" という熟語がある。前者は

「家の中がうまくい っている 」 という 意味であり、後者は 「内l輸の

ハジをさらす」 という 意味である。 日々清潔なリネンでベ ットメ ー

キングにはげむには、家族を思う 心のゆとりがなくてはならない。

それは平凡な日々の営みではあるが家庭がうまくい っているからに

違いない。わが国で、テーブルクロスを使わなかったのは、漆という

すばらしい仕上げ材があ ったからかも知れない。それはともかくと

して、 清潔だといわれてきた日本人の生活ではあるが、かならずし

もそうとばかりでもないようで、基準というものはきわめて相対的

だという ことがわかる。

見えIS;号、れする日本的なもの

日常生活の中に 「見え隠れする日本的なもの」は何かという本題

にもどろう 。家の中で履き物を脱ぐ習俗はこれからも遵守されてい

るに違いない 。 そしてその こ とを基盤として、 ｉ ｴ ｾｾ 物館型 」 に設備

されたi洋室の中で空間を トランスフォ ー ミングする伝統を展開して

いくのではあるまいか。また進歩する技術に支えられて、半戸外を

楽しむ生活を洗練させていくのではあるまいか。 ( みやうち さとし)

〔参考文献〕ブルー ノ ・タウ ト，篠 III 英雄訳，日本の家屋と生活，岩波告 J;¥;1966，

Bernard Rudofsky  ;  Be陥ld the  Pictw- e  Wi ndow，円本訳，装から見た現代住宅， 小池新

二，村山iif訳，彩国社， 1959。宮内 抵 家飾具の廃史， 第一法規出版， 1989 
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各論 l

イス - ユ力坐

沢田知子

文 化 女 子 大学 造 形学 部 住 環 境 学 科 教 授

はじめに

住空間の内部形式は、「和室」と「洋室j に分けられる 。「和室J

には、和風の造作、手[!風のしつらい、ユカ坐の立ち居振る舞いが内

包され、「洋室」には洋風の造作、洋風のしつらい、イス坐の立ち居

振る舞いが内包される。本来、「和」と 「洋」は、別個の形式として

位置づけられてきたといえよう 。ところで、日本人の生活様式の変

選は、 一般に「洋風化」の流れと 言われる 。 しかし、筆者の考察に

よれば、単純な 「利から洋」への変化ではなく、粁余曲折をへて今

日の「和洋混交」に至っ た。その要因として、「見える洋風化」の背

後に、ii 替む和風」の持続力を読み取ることができるように思う 。

同月活ωよJ.巧陶板k. む110 ｉｾ 力笠・イ λ 笠 Ｐ ＩＱ 汗己 ｪ

明治期の上流階級の生活における「洋風化」には、ふたつの方向

があった。ひとつは、天皇家や宮家の生活で、建物の形式は純手[ ! 風

でも 、械訟を敷き 、土足で上がり 、椅子 ・テーブルの食事、ベッ ド

の就寝という 、純洋風の生活をする方法で、あった。

一方、旧大名家や新興実業家の中には、「キJ ] 洋併置形式j の邸宅

を造るものもいた。岩崎久瀬邸を例にとると、「和館j には、広閥、

家族の居室や食堂、使用人室、台所などが和風空間として造られる

一方で、「洋館J は土足 ・椅子・テーブルの洋風空間となっており 、

一族の集 まり・賓客を迎えてのパーテ ィー、久嫡の書斎などに使わ

れた。食堂では、イギリス貴族のマナーに習ってフルコ ースの洋食

がもてなされたという 。「和」と 「洋j の生活を別棟で営む、「ユカ

坐 ・イス坐の併置」の形式である。

穴i工U) 甲i矧王宅ILゐi l J 0 rイス坐の啓蒙j

大正期に入ると、中流住宅

にも洋風の導入が進むように

なる。

日刊新聞「時事新報j の時

事漫画欄を飾 った風刺画に、

北様楽天の「日本人の二重生

活j というのがある 。結婚式

と披露宴、花婿と花嫁、音11屋

と服装など、和洋ふたつの生

活が並存する当時の世相を風

刺的に描いており、興味深い。

(図1)  

32 盤築と社会 ・2∞1.7

図 1 北J畢楽天の時事漫画「日本人の二重生活」

一方、大正 9年には行政側の拠点として生活改善同盟会が発足し、

服装・食事 ・社交儀礼 ・住宅問題を含む広範な生活改善の方針が定

められた。住宅改善の方針は、第一に「椅子式に改める」で、あ った。

座式の生活は非能率的で健康や衛生面でも好 ましくないし、 椅子式

は世界共通の生活法だからという説明である 。ただし、「靴草履の

ままで入ることはお勧めできないJ とあり、スリ ッパ を使う「上足

のイス坐」が勧められている。

tlo不U:?I)J期ω中淵王宅IL : おける「ユ力坐・イス坐の折到

イス式生活への転換においては、服装が先か部屋が先かの議論、

家具や暖房の問題などがあり 、移行は容易なもので、はなかった。

大正末から昭和初期になると、和風住宅の玄関脇に洋風の「応接

間」を設けた、「和洋折衷住宅」が普及する 。先の改善方針では、

居間 ・食堂などの日常生活の部分からイス坐を導入する よう倒Jめら

れたのであるが、中流階級の人々が選択し た方向は、日常生活に手[!

室のユカ 坐を j fl存し、非日常の生活に洋室のイス坐を導入するこ と

で、あった。( 図 2 )

〈まｾ

図 2 和洋折衷住宅の「応援問」と「玄関J (r 主婦之友 |昭和 3 年 2 月号J I使

利で住み良い税純的な中流住宅」の記事より )

また、藤井j享二は、 『日本の住宅j を著すとともに、起居様式に

ついて、住宅の私的部分で坐式の生活をなお続けている人が多いこ

と、将来は椅子式に向かうとしても性急なイス坐化には疑問がある

ことなどを主張した。

昭和 6年には、建築学会のパンフレ ットに も「和洋折衷住宅J を

肯定する文章が載る 。西洋風のものなら何でも文化的であ るとして

心酔してきたことへの反省として、「精子式と座式の併用に よる和

洋折衷住宅は、住宅必然の本態であるJ との見解を示すのである 。

さらに、第二次大戦下の状況に至ると、庶民住宅の方針において

は、全室を畳敷 とし、就寝室として転用することを可とした「ユカ

坐容認j の施策が示さ れる。



図 3

日 本 住 宅 公 団

「牟礼団地 J の

ダイニングキ ッ

チン

搬の高蹴闘Hにおける「イス坐の普及

終戦後の日本は、 420万戸という住宅不足をかかえる状況とな っ

た。一方、日本に駐留するアメリカ進駐軍の生活や、アメリカンラ

イフの宣伝 ・啓蒙によ って、洋風・イス坐生活への憧れがうえつけ

図 4

大ヒ ッ トとなった

応接セ ッ ト「ベル

サイユJ

(rマルニ木工創業

五十年史』より)

図 5

多摩ニュ - 9 ウン

集合住宅のリビン

グにおかれた「洋

風こたつJ

られる。

昭和20年代後半に始ま った公営住宅の供給では、調理と食事を一

体化した洋室が標準設計に採用される 。イス ・テーブルを用いた食

事スタイルはまだ珍しく、洋室ではあ ったが、ここでち ゃぶ台の食

事をする光景もみられた。そこで、昭和]30年から始ま った公団住宅

の供給では、ダイ ニングキ ッチンにテーブルを付設しておく事とし

た。 (図 3)

経済の好転により高度成長期が始まると、都市給与所得層のライ

フスタイルとして消費型生活が一般化していく 。昭和30年代には

13種の神器」 としてテレビ ・洗濯機・冷蔵庫が導入され、 118和40

年代に入ると 13 C 時代J といわれ、 「カー・ クーラー ・カラーテ

レビJ が花形商品とな った。加えて、応接セ ット・じゅうたん・ス

テレオ ・ピアノなとぞも憧れの商品とされた。こうした洋風の家財は、

ダイニングキッチンに隣接する和室の畳の上にじゅうたんを敷いて

並べられ、洋風の居間を形成する。こうした動向が注目され、洋風

リビングのある標準設計として InLDKJ が誕生する。

ふりかえってみると、 ij 災後の高度成長期には、終戦直後の欠乏状

況の反動として高額大型商品への憧れ意識が強く、 重厚な応接セ ッ

トなどもその代表で、あ ったように思う 。 (図 4 )

(%)  

100 

80 
刀坐回hd

昭和50年代の低成長期に入ると、異なる動向が芽生えてくる。実

際の生活を体験してみると、 「ソファに腰掛けてくつろぐことはな

低成長期以降lι お|ブ0 1

表
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かったJ I場所をとることがいやになり、人にあげてしま った」な

ど、イス坐家具を放棄する現象が生じる。このように、 一旦導入し

たイス坐家具を放棄しユカ坐に戻る現象を、 筆者は 「ユカ坐回帰現

象」 と呼んでいる。洋風リビングでありながら、イス坐家具を放棄

した室内には、再び 「こたつ」ゃ 「座卓J がしつらえられ 「洋室ユ

カ坐J の部屋が出現することにもなる。 (図 5)

家具メーカ ーは、こうした 「和洋のミスマ ッチ」をヒントに、冬

。コ ｾＩυｉｌ

明治の 「洋館」、大正 ・昭和 l初期の 「応接間J、戦後の 「応接セ ッ

ト」など、 「見える洋風J は非日常の生活と結びついている。一方、

はこたつ、夏は座卓として使える洋風デザインの商品を開発し、

「洋風こたつJ と称して市場を獲得する。「くつろぎのフロアライフJ

がインテリア雑誌の特集となり、 「カーペ ットよりはフローリングJ

日常の生活ゃくつろぎの場面などには 「潜む和風」の強い持続力が

働いている。生活様式の変遷には、 「空間的 ・物的なr" f の導入」 と

「立ち居振る舞いとしての手IJ の慣習」のせめぎあいがあり 、

といった自然素材への回帰も生じてくる。

今 日では、ほとんどの住宅が洋室の L D K平面として供給されて

いる。 しかし、筆者の住まい方調査によれば、家具の保有状況の方

は、イス坐家具に集約されることなく、ユカ坐家具 も依然として堅
これに

よって今日の和洋混交が生じてきた。住居内では履物を脱ぐスタイ

ル、これによ って維持される清潔なユカ面、このユカ面の上に展開

する 立ち居振る舞いや物のしつらえ方などを、 「潜む和風j の要と

持されている。(図 6)

こうした変遷過程における和洋の体系の衰退状況を、 筆者は 「和

洋混交J の極みと解している。

ともこ)
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各論 2

住宅の間取り- 欧米と日本の住宅プランの服-

大 江 孝十本 山 仁

松 下 電 工 側 住 建 分 社 住 建 デ ザ イ ン 室

ここでは現在の日本の住宅プランについて考察する 。本来住宅の

間取りとそれに伴う、しつらいとふるまいは暮らしの中で伝承され

てゆくものであったが、近代以降の変化の中でそれらは伝承される

よりもその多くは捨て去られてきた。そういう状況下にあって、日

本の住宅のプランの現状はどうなのか、日本独自の展開があるのか

どうか、特にL DK空間に焦点をあてて倣米の住宅、昔の日本の住宅

と比較しながら論じてみたい。

欧米の住宅の間取り

国 1はアメリカの一般的な住宅プランの概念図である。

Li vi ngRoom 

ｓ｡ｬｯｮｾ こ近いもので、あくまでも客と共に寛ぐことができるしつら

えのフォーマルな空間である。

Di ni ngRoom 

家族そろって正餐をとる場であるが、最もフォーマルな場であり

客を招いて食事をすることが前提となる 。家族であらたまった話を

する時などもよく Di nni ngRoomが使われる。

Nook、Breakfirstplace

キッチン脇にあり簡単に朝昼食をとる場でインフォーマルな空間。

Fami l yRoom 

家族がくつろぐ部屋。インフォーマルな空間で基本的には接客す

る; 場ではない。T V等も この部屋にある。

部屋数が少ない場合、あるいは十分な広さが取れない場合はどう

か。それでも Dining とNookは設ける傾向にあり、 F a mil yRoomと

LivingRoomは 1 部屋にしてT V等はあるがフォーマルなしつらえに

してLi vi ngRoomとしての性格を強める傾向にある。これは比較的住

宅の小 さい欧州にあてはまる傾向でもある。

図 2 はイタリアの住宅のプラン例である 。ここで、はCucina ( キッ

チンと簡単な食事テーブルのある空間) とS oggiorno (フォーマルな

ディナーができるテーブルとリビング的なソファ ーや椅子がある大

きな 1部屋) の関係がそうと 言えよう 。欧米では生活行為の「はれ」

と「け」の分離が、フォ ーマル空間、インフォ ーマル空間としてプ

ランに単純明快に落とし込まれていることがわかる。

過云の白本ωプラン

昔の日本の住宅プランを一概に語ることは容易ではないが、その

特長の一つに、行為によって部屋を明確に使い分けるために「はれ」

の場と「け」の場の存在があった。

図 3 は回の字型プランの典型的な日本の民家である 。
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座敷

接客やまつりごとの為のフォーマ Jレな空間。

だいどころ

家族が食事をしたりくつろいだりするインフォ ーマルな空間。

現 在U) 国本U) 1王:毛 J フン

nLDKプランについての是非は最近も盛んに論議されている よう

であるが、いまだに住宅の大半はその影響化にあると 言っ ても過言

ではない。現在の日本の住宅プランはLDK+1也+ 和室の構成が主流

である 。( 図 4 参照)

LDK  

いまやL DKには、その構成からL DK、L +DK、LD+K、L+D+Iく

と様々なプランのパターンがあるが、共通しているのはLDKは家族

がくつろいだり話したり、食事をとったり と日常生活行為の場とし

て位置づけられるインフォーマルな空間であるということである 。

しかし実際は接客やもてなし、家族のセレモニ一等「はれJ 的な行

為でもよく L DKが使用される。つまり「はれJ と「け」の行為が混

在する空間であり、「ふるまいJ と「しつらいj の不一致が起こり

やすし、。

和室

それに対してフォ ーマJレな場は床の間付の和室で、ある。接客やあ

らたまった食事、訪問者の寝室等多様で便利な空間として位置付け

られる 。 しかし接客等 「はれJ 的な行為に和室が頻繁に使われず、

場合によっては箪笥、衣装ケ ースなどを置くような納戸的な使われ

かたも実際には見受けられる。

ノフ二ノの上じ較

一見全く違うようにみえる欧米の住宅プランと昔の日本の住宅の

プランには、よく似た共通性がある 。それは、「はれ」と 「けj 、フ

ォーマ lレとインフォーマルの生活空間の区分の方法と使い方であ

る。欧米では置き家具を使用するために部屋のしつらえは固定され、

その結果、プランではくつろぐ場と食事する場は別々に設けられる。

昔の日本の住宅ではくつろぐ場と食事する場が家具、道具で補設さ

れ l 部屋で事足りる。 という違いはあるが、フォーマルとインフォ

ーマルな部分を明確に分けてそれぞれの場がプランされている事は

共通である。座敷は「はれ」の場でフォーマルな空間であり、欧米

の住宅で言えば工ivi ngroomとDini ngr∞mの役割を果たし、だいどこ

は 「け」の場で家族の為のインフォーマルな空間であり、 Fami l y-

RoomとNookの役割を果たした。 (実|祭に座敷は英訳で、F omalRoom、

だいどころはF釘凶ly&∞mとされている。)

一方で現在の日本の住宅では比較的規模の大きい住宅で、あっても

「はれ」と「けJ、フォ ーマルとインフォーマルを意識したプランは

なかなか見つからない。L DKと和室の性格付けはきわめて| 凌| 床にな

った ままである。一見洋風化していると考えられている日本の住宅

も実はプランの概念という点では全く異なっている 。雑誌等で見ら

れるL DK空間のイメージ写真では、「家族対話型のインフォーマル

なL DKプランJ +  1かなりフ ォーマルなしつらえのストイ ックなイ

図 4

現代の日本の住宅L DK空間

ンテリアJ であるが、常にフォ ーマルに維持するのは窮屈で大変努

力のいることである。かといってインフォ ーマ ルなしつらえでは、客

のもてなしやま11人や友人を家に|呼んで、食事や何かをする機会が増加

している昨今の事情を考えると十分対応できない。生活者が積極的

に和室のくら しを 望む場合はともかく、和室の持つフレキシビリテ

ィーにたょ って解決を図ることだけでは、こ の混乱した状況から抜

け出せない。住宅での生活に、来客やセレモニーのようなフォ ーマ

ルな行為と家族で過ごすインフォ ーマルな行為がある事は古今東西

共通のことで、それを前提に単純にプランされたものが欧米の住宅

であり、日本の昔の住宅もまたそうで、あった。 ところが現在の日本

の住宅は 「間取り J 1しつらいJ 1ふるまい」がちぐはぐな状態に陥

っている。食寝分離論からLDKプランへの発展はあくまでも戦中戦

後の貧しい住宅事情を解決し、人が生活する住居の最低限のガイド

ラインを設けるための活動で‘ あった。決してL DKプランという普遍

的なプランをつくるためで、はなかった。 ところがいつのまにか、住

宅が広くなった現在にあっても LDKプランは生活者と設計者の両者

にとって|呪縛とな っている。

」れかb の住宅プラン

原口秀H自氏は 120世紀の住宅 空間構成の比較分析」において、

f西洋の近代、日本の昭和は空間構成の時代で、あった (中略) 近代

建築では空間構成において合理性を欠く傾向にある j と述べている。

確かに今の空間] は合理性を欠いているが、豊かな空間性を実現する

様々な仕掛けが可能であり、住宅空間も大変魅力あるものになって

いる。 ドラマティ ックな吹き抜け、スキ ップフ ロア、外と内とを一

体化するデッキなど空間構成手法は枚挙にいとまがない。

しかし、それに偏りすぎて「はれJ と 「け」、フォーマルとインフ

ォーマルの使い分けとい った単純なプランの基本が見えなくな って

いる 。今でも欧米の住宅の場合はドラマティックな空間構成 よりも

住宅のアーキタイプのほうが大切にされているようにみうけられる。

逆説的ではあるが、表面的な洋風化にとどまる ことなく 、欧米の

住宅プランの概念を理解し、そこから「間取り J 1しつらいJ 1ふる

まい」の一致する住宅プランを提案することにより、結果的には昔

からある日本の住宅のよさを取り戻すことができると考えられる。

(おおえたかし+ もとやま ひとし)

参考文献 A&I Repord主宅設il t64. 65. 66絞下電工、原口秀昭 120世紀の住宅 空間構成

の比較 分析J !克μ/ 1¥版会、平チHI'1 r図説 日本住宅の臆史」学芸/ l ¥J坂社
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各論3

アメリ力の ィススペース

t八 原 I I:J刀 ヨ王

1':ム |刊 μ口 口

鹿島建設側関西支j苫建築設計部長

アメリカのオフィスを見ていく事で、逆に日本のオフィスの特徴

や日本的な何かが浮かび上がってくるかもしれない。 自分自身の体

験を通し、アメ リカのオフィスについて気がついたこ とを書いてみ

たい。

オフィススペースのヒエラルキー

アメリカのオフィス は本来個室スタイルが主流で、あったが、近年、

個室部分が減少しオ ープンオフィスの比率が増えている。 この原因

は近年の執務スタイルの変化や、オフィススペースのフ レキシピリ

ティの確保、日 本企業の完全オ ープンスタイ ルのオフィスからの影

響、 さらにオ ープンオフィスを支えるシステムファ ーニチャ ーの発

達等が考えられる。 とはいえ日本的な完全なオ ープンスタイルのオ

フィスは殆ど無く 、オープンオフィスと個室の折衷が主流である。

アメリカでは謀長ぐらいから上位の人が個室を持っているのが一

般的で、個室を持てるといつことが彼らのステ ータスのシンボルに

なっている。アメ リカの社会というと 一見平等に見えるかもしれな

いが、組織の中ではヒエラルキー( 日本的な年功序列ではない) が

はっきりしており、色々な所でその階級差を制度化している 。その

一番端的なものがオフィスである。個室が与えられるかどうかは一

番大きな分かれ目であるが、オープンオフィスでも机の大きさ、椅

子の形、パーテ ィションの高さ等々 。 また個室においては部屋の大

きさ、壁やカ ーペッ トの仕上程度、そこに置かれる家具の数 ・種類

とそれぞれ階級によって細かく差がつけられている。

一例 をあげれば、

- 一般事務員のステ ー ションのサイズは1. 8mx  1. 8 m、パーティシ

ヨンの高さが ＱＮ Ｒ ｭ 、 ｉｊｾ ・ 掛の無い椅子 。

- 主任クラスが1.8 mｸＲＮＴ ｭ 、パ ー ティションの高さが ＱＮ Ｖｭ 、 ＱＱｾ 掛

付の椅子。

- 係長が2.4mx 2.4m、パーティションの高さが1. 6 m、11'1"拡Hサのミ

ツドパックの椅子に打合せj刊の精子イす。

- 謀長から個室で3 . 6mx4. 2m、M掛付 のミッド、パックの椅子でグ

レー ド 、の高い生ＺｬｴＡＡＮ ｊ Ａ ｉｾ りに打合せ用の椅子付 。

山 『 [ ①

オープン オフィスと個室の折衷ヲイプのレイアウト
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- 部長が4. 2mX 5.4m、肘掛イサの革張りのハイパックの精子に打合

せ用の椅子、ソフ ァーとテーフソレ。

勿論これは一例で、各企業がそれぞれのスタンダードを持ってい

る。 したがってオフィスに行ってその人のスペースを見れば一目で

その人の会社における階級が分かる 。

なぜこのように刻uかく、しかも自に見える形でレベルをつけるの

かといえば、企業の中は厳然とした実力主義の階級社会で、各人の

役割と責任が明確であり、その階級による待遇を誰にも分かるよう

にする事で彼らにモチベーションを与えている 。従来の日本的年功

序列の平等主義に棟ざしたオフィスのレイアウトとは庭然とした違

いが出ている。

主財労ノえベースのプライバシーの尊重

もう 一つの特徴は拶は奈スペースのプライパシーの尊重で、ある。

彼らとオフィススペースの設計で打合せをすると必ず出てくるの

が、執務空間での各人のプライパシーという点である 。個室であれ

ば問題は少ないのだが、最近のようにオープンオフィススタイルが

増えてくるとシステムフ ァーニチャ ーのパーティションの高さや遮

音性、通路からの席の見え方等、事調uかにチェックが入る。

アメ リカ人の仕事の進め方は日本人のようにお互いが協力 ・補完

しあって仕事を進めるのではなく、自分の業務範囲を明確にしその

業務を確実にこなし、 他人の仕事には口をはさまないというスタイ

ルである。

端的な例は電話への対応で、アメ リカでは| 鋒の席で、電話が鳴って

もこれを取らない。電話を取っても隣の人の仕事内容を知らないわ

けで仕事の話には替えられないし、隣の人に代わって何か答えれば

越権行為になる 。 もしプライベート な電話なら取る事がかえ ってプ

ライバシーの侵害にもなりかねない。だから今アメ リカのオフィス

ではヴォイスメ ールが大変普及している。

つまり各人がそれぞれの仕事をその責任範囲で確実に行う事が第

一で、そのためには各人のプライパシーが守られなければならない

と考えている。 もし各人が確実に自分の仕事範囲をこなしているの

に仕事全体で何 らかの削断が生じたら、それはそれぞれの仕事の範

囲を決めた管理者の責任ということになる。

つまり監督は監督、選手は選手というわけだ。
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家族の写真と趣味の海の写真で埋めつくされたマネ ジャーの個室

オフィスにお見される企業のアイデンティティー

三番目に、アメリカの企業はそのオフィススペースにも企業とし

てのアイデンティティーを表現する。受付やロビー、会議室、エグ

ゼクテイヴエ リアには特に気を遣っている 。オフィスの印象からク

ライアントがその企業のイメ ージ作り上げ、そのイメ ージがこれか

らのビジネスに大きく影響する事を重視しているからである 。アメ

リカでは新しいオフィスへ移る際、ビル似1]から与えられるキャッシ

ユ ・コン トリビ‘ ューションと呼ばれる内装工事費で自分達のスペー

スをデザインする。 日本のように出来上がったスペースに家具を持

ち込んだら、次の日から仕事が出来るという訳にはいかない。つま

りアメリカのオフィス空間はオ ーダーメイ ドで、日本のオフィス空

間は レディメイドということになる 。また、これは個人の レベルで

もいえることで、アメリカ人は自分のオフィススペースに自分のア

イデンティティ ーを表現する。別な言い方をすれば、自分のスペース

に自分の体臭をつけると 言っ た方が適切かもしれない。新 しいオフィ

スで自分のスペースが決まると、真っ先にそこに家族や恋人の写真を

飾ることから仕事が始まる。さらに個室の場合は自分の好きな絵や置

物、各種の表彰状等を持ち込み「自分のスペース」を作っていく 。

国本 ｕＩｾ ノイ λｬ 志「畳敷をの大広間」

このようにアメ リカのオフィスを見ていくと、日本のオフィスが

オープンで階級差が少なく、職場でのプライパシーや個性を抑えた

無機質なスペースである事に気がつく 。例えて言えば、日本の事務

所は「畳敷きの大広間」で仕事を しているようだ。 どのオフィスも

現代の畳のOAフロアーにお仕着せのスチール家具、規則正しいシ

ステム天井、隣のテナントとの境は現代の襖とも 言うべきスチー ル

パーティションで簡単に仕切られている。大変フレキシブルだが無

性格な空間である。これを日本的なオフィス空間と l呼ぶべきか、あ

るいは単に貧しいオフィス空間と l呼ぶべきか。

しかし、この現笑には単にデザインだけではなく、事務所スペー

スの リースのシステムや制度の問題が関わっており、その障壁が取

り除かれて自 由に自分達のスペースを作れるようになったH寺、本当

の日本的なオフィススペースが出来てくるのかも知|れない。

(まつおか しょうご)

ミござごニささ

プライハシーを配慮した オー プン オフィス
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法政大学工学部建築学卒| 助教授

門と塀

ここで改めて“ 門とは何か、塀とは何か" を云々する気はないが、

しかし門や塀が題名の文である以上、多少は述べざるを得ない。

門という字は扉を表わしたものといわれている 。中国の書物 『東

ｾ ｪ によれば「両扉を門といい、単扉を戸という、されば門の字は

両扉の形に象れるなり」と述べられている 。 日本でも平安時代中期

の 『倭名類抄j に「門は手[1名はカドで、出入りのために通るところ

で、門舎は六品以下の人や一般庶民は通ることができないところ…」

とある。

塀はどうか。塀は国字で、あって漢字ではない。漢字には扉の字が

あるが、その意味は 「門の前後に設け、内音防、ら外を見えないよう

にする土べいのような目かくしJ ( 長様規矩也編、主T r i英和中辞典

三省堂) で、あって、衝立か扉風のイメージである 。これに最も近い

のは沖縄のヒンプンである 。日本では扉に土偏をつけて塀とし、家

屋や敷地を囲う 土塀や石垣、垣根の意味を持たせたものである。中

国で日本の塀に対応するものとしては堵が最も近い。

さて、門も塀も人の住まいには重要なものであり、いろいろな目

的や効用があるが、ここでは住環境の視点にた って述べてみたい。

なぜ人は囲つの刀

新潟県に流れる阿賀野)11の支流の一つに常浪川がある。この川は

新潟県と福島県の県境を南から北へ向かつて流れ、上川村を通って

津川市内で本流の阿賀野)11 と合流する。今から 10年も前、常浪川を

どんどん上流にさかのぼって、人家などない杉の小道を十数k mも

行くと、川のほとりに忽然と 30戸ばかりの集落が現われたものだっ

た。室谷集落であった。常浪川はこの辺りでは室谷)11 といい、川の

名前も変わるほと守辺境の地で、あった。新潟県がこの地に治水を目的

にしたダムの建設を計画し、平成 3 年に室谷集落は全戸集団移転を

余儀なくされたのである。

旧集落は川岸に出来たすり鉢状の地形にあ って、中門造りの民家

が並ぶいかにも日本の農村の伝統を伝える風景で、あった。家々は東

に向かつて並び敷地には塀や生け垣は全く無い。隣家との境は1本

の木で、あったり倉が目印であったりするだけである 。境界となるべ

きバリアは一切無いが、人々は道無きところを歩くようなことはせ

ず、隣家に行くにしてもたとえ多少遠回りであっても道として決め

られた所を歩いて行く 。各家は固いも境界線もないのに、あたかも

各家が塀で固まれているが如く、行き来する 。そんな生活習慣が先

祖代々から続いてきたのである。
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さて、その集落が、 一瞬の期間に滅失し、わず、か5∞m離れた高台

に新たに再生された。それまでの中門造りを基本としていた各家は、

その拘束から解放されたかのように各自自由な家を選択した。外観

も間取りも様々なものが出現した。一つの伝統的集落が集団移転を

して、滅失したもの、継承したもの、再生したもの、新生したもの

は何か、人々はどのような考えで、何を選択したかを見ると、極め

て多くの教訓や示唆が内包されている。

ここではそれを言及するつもりはないが、屋外の景観に現われた

最も顕著な変化は塀や生け垣が出現したことである 。なぜ「囲う 」

という意識が生じたのか、移転前に全戸を対象にしたアンケート調

査の中で「新居では塀や生け垣を作る j と回答した家は一軒もなか

ったが、しかし移転後 8年経って27l I 汗中Wi l の家が固いを作ってい

る。その理由を尋ねたところ 「隣の家が近くて気になるJ、「除雪す

る範囲を明確に区切るためJ などというもので、あ った。生活様式の

変化が人々にして囲うという意思をもたらしめたのであろうが、経

済的、物質的あるいは文化的とい ってもよいかもしれない向上は、

一方では運命共同体的意識で続いてきた集落が個人主義に変わって

行く方向に向けられ、その現われの一つが「囲い」の出現とな った

のである。

こD'1f' 塀、されど塀ー固いは1競を変える一

沖縄本島から西へ80k mほどのところに渡名喜島がある。そこの

渡名喜集落は各家の敷地を道路より 1 mも掘り下げて石垣で固い、

さらにゴムの木に似た厚い葉を持つフクギで四周を囲 っている 。暴

風から家を守るための知恵である。道路に立って敷地の中を覗くと 、

目の高さに赤瓦の屋根が見えるが、集落の中はまるでフクギの林の

道を歩いているように見える 。石垣の石は珊瑚の自然石で、昔、海

へ行く度に一つず‘つ運んで、積み上げて作ったという 。集落の道には

海から運んだ白砂がまかれていて、白い道とフクギの緑と空の青、

海の青さが訪れる者を強烈に魅了する 。人々は夕方、道の白砂を符

できれいに掃き清める 。一 日の歩行で汚れた砂に感謝をこめて丁寧

に響目をつけているようにもみえる美 しい習慣である。

しかし聞くところによるとこれはもっと現実的な理由から始まっ

たもののようだ。渡名喜島は毒蛇のハブが多く、日中は石垣の中に

潜み、夜になるとハンタ ーに出歩く 習性を持っている。朝にな って

ハブの歩いた痕跡が砂に残り、ハブの住処を見つけて退治する知恵

として生じた習慣であ ったという 。 ところがハブの住処をなくそう

という名案が出て、珊瑚石を積み上げた石垣を撤去し、代わりにコ

ンクリート塀を作ってしまった。ハブは住処を追われて退散したが、



代わりに予想外の現象が起きてしまった。風が吹く度に道の白砂が

コンクリート塀を乗り越えて家の中まで入ってくるようになったの

だ。珊瑚の石垣はハブも住処にするほど隙間だらけである。風が吹

いても隙聞を過して風の出入りが行われる。多少の砂は石垣の中に

入るが、雨が降ると再び道に流れ戻される 。石垣は呼吸ができる機

構で、ある 。それに対してコンクリートは風を一切通さない。風は行

き場がなくなって白砂を舞い上げながらコンクリート塀を乗り越え

て行く 。今はハフ1まいなくなったが、人々には夕方、道をはき清め

る習慣だけが残った。

コンクリート塀といえば今一つ申し上げたい例がある。四国の室

戸市の太平洋岸に点在する集落は凡そ1. 8mもの高さの石垣を構えて

いるところで有名である。川や海から運んで積み上げた石垣は見事

なもので、その天端に母屋の屋根だけが顔を出している風景はいか

にも強風地域で真撃に生きる人々の心情が伺える。

しかし、今はその風景が大きく変わっている。石垣は地震に弱く、

コンクリートは石垣ほど厚みを必要とせずしかも高くできるという

理由でコンクリート塀に変えた家が増えている。だが、ここでもコ

ンクリート塀は居住環境を変えてしまった。

昔はどこからともなく涼しい風が入ってきて、夜は蚊帳を釣って

寝てもクーラーなどは要らなかったというが、コンクリート塀に変

えた家は不思議なことに風の流れが悪くなり、しかも真夏はコンク

リートが熱せられて、その放射熱で暑くてた まらないということで

あった。それを解消するため、母屋はコンクリート塀から遠く離し、

前庭を作った。そして母屋は二階建てに変わった。高い コンクリー

ト塀の奥に、 立派な庭と現代風の二階建て住宅がある。塀は長く培

われてきた空間構成や住環境、風俗習慣まで変えるのである。

吉田兼好が「家の造りゃうは、夏をむねとすべしJ と述べている

ように、日本の住まいは空気の流れを妨げない開放的造りが基本で

ある。まさに住まいは自由に呼吸をしているのである。

これは家屋に限った ことではない。 日本の聞いは外部と内部を完

全に遮断はしていなし、。垣根にしても板塀にしても、土塀で、あって

も、視線すらも完全に遮断するものではなく、ましてや空気の流れ

においては自由に出入りできる機構である 。動物だけでなく建築に

おいても呼吸を止めることは死を意味することである。

不U庖Lと| 志向刀1

さて、和風とは何か。和が日本で洋が外国という意味ならば、私

は和風などというものはないと思う 。和] 風とはその土地土地の長い

歴史によって培われてきた伝統こそ和風だと思っている。例えば刈I

日¥与

写真 1 さんごの石垣はコンクリー卜に変わった (波名必集務)

写真 2 100年以上の歴史のある石垣には風格がある (室戸市)

写真 3 囲いは住環境を変える (室戸市)

総の住宅に建仁寺垣を持って行ったとしたら、それを和風と見る人

はいないであろう 。和風は形でなくその土地に根ざした心である。

(ふるかわのぷひき)
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各 論5

日本のお貧文イ七と ニットJ¥スルーム

南金 山 崇

東| 拘機株側浴室開発部音11長

1 . 日本の入浴文化

ここ数十年、技術や生活の変化に合わせて住宅あるいは住宅設1iili

は大きく変化してきた。浴室も同様で、在来工法に一必わってユニッ

ト工法が主流になるなど技術的にも大きく変わってきたが、使用者

である我々の生活変化はそれを上回るものがある。

そこで今回は、浴室 と入浴文化という視点でいわゆる 「日 本的な

もの」 といわれるものの「今」 と 「今後」、および入浴に最 も関わ

りの深いユニットパスルームについて考察 してみることにする。

日本的なゐものと ｉｾ

日本的な入浴ス タイルと 言われて、五右衛門風巴を思い浮かべる

人は最近はさすがに少ないと思う 。普通は湯舟か ら大量のお湯をあ

ふれさせながら 一気に湯につかり、 “ アー " や“ フー" などのため

息をつく光景ではないだろうか。このようなことも含め、日本人の

入浴スタイルが欧米諸国と大きく 異なっ ている点を挙げてみると、

概略次のようなところに集約できると思う 。

. 湯舟と洗い場が分かれている。

. 1:栄い湯舟に首まで、っかつて温まる。

・浴室は一つで家族全員が同じお湯を使用する 0

・主人や家族が先に入浴、 主婦は最後。

日本人なら誰でも当たり前と思っている入浴スタイルだが、 「日

本的なもの」を理解するためには、これがいつどのようにして形成

されてきたのかを知る必要がある。

国本同志ゐものに至る背景

そもそも、 一般の庶民が湯につかるという入浴スタイルにな った

のは、日本の長い歴史の中では比較的新しく江戸時代中期以降であ

る。それまでは、 寺院や一部の特権階級) 習がたまに使用する程度で、

しかも湯ではなく蒸し風目形式が多かったとされている 。 というの

も、湯を ￬ｾｬｬ かすには燃料の木材が大 量 に必要であるがそれを集める

手聞がかかり 過ぎるという点にあったようである。

一方、庶民の方はというと都市部で、の火事を嫌った幕府が一般家

屋における浴室の設置を厳しく制限したため、自宅に浴室を持つい

わゆる 「内湯」が普及せず、湯につかることは少なかった。そのため

庶民はも っぱら川や池で、あるいは行水で汚れを落とすのが一般的

で、あった。 ところが、江戸時代中期以降になると銭湯という形で公

衆浴場が設けられるようになり、これを機会に庶民が湯につかると

いう生活が一般にひろま って いった。多人数で使用する銭湯では当
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然のことながら、“ 湯舟につかって温まる " “ 身体は洗い場で洗う "

というスタイルにならざるを得ず、それがそのまま 一般的な入浴方

法となっていった。

さらに時代を経て、いわゆる内湯という形で自宅に浴室をもっ層

が一昔11の商家などを中心に広がってい った。このような家では商い

が終わ った後、家族が続けて入浴をするのが一般的であ った。続け

て入るのは燃料節約や保田L手間の関係から手早く済ます必要があ っ

たからである。入り方もまず主人が先に女房はいわゆる「仕舞い湯」

として最後に入るのが普通で、あ った。これもそれまでの封建的な家

族観に基づいて自然に形成されていった。

以上のような過程を経て、いわゆる欧米とは異な った入浴文化が

形成され、 H自利|時代まで受け継がれてきた。

家族かb個へ

しかし近年、特に昭和50年代以降都市部の家庭を中心に大きな変

化が見られるようにな った。それらを挙げてみると、

.!II ft 序も| 時間もパラパラの入浴。 (以前は家族が次々に入浴してい

たが、最近はバラバラで最初と最後の入浴者との時間差が 61時間

を越える家庭も 5 %以上はある。)

. シャワーのみで済ませ、湯舟には入らない。 (20代の20%は年中

シャワ ーのみという 生活になっている。米国では30%を越える人

がシャワーのみ)

・夜ではなく、朝出かける前にシャワーや入浴をする 。 (朝シャワ

ーの人も 20%を越えている 。ちなみに米国では75%の人が朝シャ

ワー)

以上のような入浴スタイルの変化要因としては、長距離通勤 ・通

学者の増大等に よる 帰宅時間の変化、共働き世;f f i ' の増加、経済の24

時間化に伴う夜型生活化、あるいはシャワー設備の普及でいつでも

入浴できるようになった事などが挙げられる 。 しかし、 最大の理由

は家族というもののあり方が変化 してきているところにあると思わ

れる。いわゆる家長である父親を中心として生活を営んで、いた日本

的な家族という形から、生活スタイルの異なったそれぞれの個人が

まずあ ってそれらが家族を構成している、というような意味に変わ

ってきているからと 言えるのではないだろうか。

II. ユニットJ¥スルーム

最近では、ユニッ トパスルームをおいては入浴文化を語ることが

できないほどポピュラ ーな存在にな ってしま った。ここでは、入浴

文化とユニ ットパスルームについて少し考えてみたい。



先述のように昭和50年代以降都市部の家庭を中心に浴室の使われ

方に大きな変化が見られるようになったが、これと軌をーにするよ

うに一戸建住宅へのユニッ トパスルームの普及が始ま った。普及し

始めた当初の理由はもちろん先に述べた入浴文化の変化 というよう

なものと関連があったわけではない。 しかしその後、当初の意味を

超えて日本独自の物としての進化を遂げつつあるが、これについて I  J  

のちほど説明をしたい。 I /  

当初 ｕＩｾ ニットｽ，スルーム

ユニ ッ トパスルームは、昭和38年大型ホテルの現場向けとして日

本で始めて開発された。これは、在来工事の中でも特に手間のかか

る防水工事やタ イル貼工事等の省力化・ 工期短縮を狙いとしたもの

で、あった。その後、施工面の優位性カヰ刊国されて集合住宅にも徐々

に採用されるようになってきた。(写真 1)  

|昭和40年代後半に入札 一戸建住宅にも 一部採用され始めたが、

笑際に使用してみるとその防水性の高い特性から木造建築の躯体 ・

土台などへの悪影響がほとんどないことが高く長引出されるようにな

ってき た。というのは、それまでの在来施工の浴室では、躯体のゆ

がみなどの原因による仕上げ材のタイル ・目地あるいは下地材のヒ

ピ ・亀裂からの湿気の侵入を防ぎきれず、土台などの建築躯体の傷

みにつながることもあったからである 。

斗孟ツト八八lレ- b. の進化

このように、省施工 ・短工期に加え防水性の側値も喜刊価されるよ

うになったユニットパスルームは、全ての建築物の浴室で広く採用

されるようになっていった。ただ、当初のユニッ トパスルーム は単

に在来浴室をユニット化したという趣が強く、いかにもプラスチッ

クといった感じの仕上材か、あるいは従来のタイル仕上げが多かっ

たため、安っぽい感 じがした上に、目地のカピや汚れの問題も残っ

ていた。その後、目 地の1!!fiい壁材や高級感のある素材が次々に開発

されるにいたって、浴室の主体はユニットパスルームに急速に移っ

ていった。

最近では、インテリア性の高いカウンター素材やドーム型の天井

材等も 加わり、開発当初の安っぽさから脱却した日本独自の空間と

して進化している。(写真 2)  

和風向広もU) U) 11"万とユニット} ，スルーム

先に述べたように、江戸時代以降当たり前のように受け継がれて

きた日本的な入浴文化というものは、ごく最近になって大きく変化

しつつある。われわれ浴室設備メーカ ーと しても時代に合わせた商

品を開発する上で興味のあるところでもあるので、ここで今後どの

ようにな っていくのか考えてみたい。

今後の社会は、今まで以上に個人の生活スタイルをより尊重する

方向に向かうと思われるが、住宅や浴室のあり方もそれに沿って大

きく変わることになる 。このような変化は日本人のライフスタイル

をますます多様化 させるとともに、入浴スタイルにも以下のような

動きが出てくるのではないかと思っている。

- 浴室あるいはシャワー設備の複数化

・浴槽の無いシャワーだけの浴室

・個人毎に湯を替える、いわゆる欧米型の入浴方法

写真 1

初期のヲイプの

ユニ ットパス

写真 2

最近のタイプの

ユニットハス

最近では、 二世帯住宅で、なくても浴室とは別にシャワ ー室を有す

る世帯; や、浴槽がありながらそれには入らずシャワーだけで済ませ

ている世代は確実に増えている。これらが増えれば、いつ入るかわ

からない浴槽に湯をためて保温し続けるという 、いわゆる日本的な

浴室の必要性もまた薄れてくることになるのかもしれない。

ユニ ットパスルームも既に一部では、これらの動きに対応した新

しい商品の開発が進んで、いるし、今後更に開発を進めていくことに

なろうが、それを上回る早さで日本の入浴文化は変わろうとしてい

ることだけは確かである。 しかし、これらの動きを日本的なものの

衰退と見るのではなしこのようにして新しい日本的なものが生ま

れてくるのであると考えることにしたい。 (なんきんさんたかし)
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次世代ヘ手渡したい「日本 芯ものj あるいは「和風J

ペ リー 史子

大 阪 産 業 大 学 工 学 部 環 境 デ ザ イ ン 学 科 助 教 授

次世代ヘ手渡したい「日本的なものJ

あるいは「和風」

アメリカで初めて迎えた夏、大学キャンパスの芝生の上を乱舞す

る蛍にひ、っ くりした。どうしてここに蛍がいるの? これは日本で味

わうものではないのかと 。アメリカ人の友人達にとっては特別な風

景ではないそれは、しかし、私には夏の風景としての「蛍」、どこ

かで見たような小川のほとりで舞う蛍、蛍の光が涼しさを呼び起こ

すような感覚があり、幻想的な風景にまで展開していった。現実の

日本では蛍がこれほどまでに乱舞する風景など見られないのに。

次世イt へ持っていきたい「和風」あるいは、「日本的なもの」を

考える| 時、日本という風土が生みだし、育んできた感覚を呼び、起こ

すような何かを受け継ぎ持って行かせたいと思う 。その何かとは、

建築 ・インテリアの完成したかたちというよりは、そこに伺われる

様々な空間構成要素や素材であり、空間から生み出される空気が醸

し出すものであろう 。継続してきたもの、忘れられながらまた呼び

戻されたもの、思い出されるのを待っているもの。変化していく次

世代の生活を、より豊かに味わいのあるものにするために、いくつ

かのエッセンスを、思いつくままに書きとめてみよう 。

風力、通ゐイムノァリ〆

日本の建築 ・インテリアの特徴が語られる H寺、そのーっとして自

然との共生、外部空間とのつながりがあげられるが、 「環境と和す

る」という点からも今後さらに大事にしたい。

「風が通る」 とは、単に風が吹き抜けるというのではなく、風が

インテリアに入り 、インテリア空間を回遊してまた外に抜けていく、

あるいはそのように感じると 言うことである。

そのためには、まず開口部、窓の位置や大きさ、形が重要である

が、振り返って見ると、様々な配置、手法、君、匠がある。欠円窓や、

三r 見| 箪子や…… これらをインテリアにもっと応用したい。空が見え

る窓や地面が見える窓、切り取った風景が見える窓、戸を外してし

まって一面が見渡せるような開口部。内部の間仕切りにも個室を作

るという考え方から 、風を通しつつ必要な所を仕切ると 言う考え方

へと変え、可動的な襖、| 母子を畳の部屋だけで、なくも っと柔軟に、

上手に使うことを考えたい。さらに襖の引き手や欄問、特に透かし

欄聞には目を見張るような意匠がある。「源氏物語」の中にでてく

る 「凡帳J (布を垂らす仕切りの装置) 、今はもう見ることも稀にな

った着物をかける「衣桁」も 一種の仕切りの装置であり、布は風や

気配を敏感に伝えるであろう 。

42 強築と社会 ・2001. 7

タ也聞を仕切る装置として、生活の場にこれらをも っと上手に取り

込み、次の次世代にまで引き継がせたいと思う 。風が通ると 言 うこ

とは、ある意味では、人と人の精神的つながりを保つことであり、

共有する空間、時間を持ちやすくすることにもなろう 。また、受け

継がれた意匠の新しい表現方法がいろいろな角度から現れてくるこ

とを期待したい。

音を感じるインテリア

室内を歩くときの足音を考えているだろうか。裸足の足音、靴下

の場合、スリッパの場合、また、中庭などでの履き物の場合。雨音、

風の音、木の葉の音、季節を運ぶ音が聞こえているだろうか。遮音

だけではなく 、音を伝えることにも注意を払いたい。人の動き 、内

気の動きに伴う音は私たちの感覚に訴え、空間を豊かにする。衣擦

れの音と 言う言葉もあるが、気配を伝える音、音の記憶、それらを

維持できる環境を大事にしたい。

索初を昧わっインテリア

J憤になるのは気持ちいい。では、その時、肌に触れる素材は何が

よいだろうか。蒸し暑い夏ならばさらりとした感触が得られるイ革、

麻や竹があり、 日光や視線を遮る艇も涼しげに見える 。また、漆仕

上げや襖の唐紙の感触 も独特で、 触れた l時に気持ち ょい。漉かれた

和紙は丈夫で‘ 手触りもよく、光の透け方がきれいである。担・の柔ら

かくさら っとした感触も忘れることはできない。手入れに時間がか

かっても、逆にそれが楽しいと思えるように、日常生活の中で使い

続けたい。冬に結露で濡れるアルミサ ッシ は終わりにしたい。

明かりや巴調

金沢の成巽閣を訪れたとき、壁や天井に用いられている紅樺色と

群青色とに、 このような色もあるのかと、とても新鮮で、驚いた。色

の名前には日本独特の名称もあり 、また、重色目 (かさねのいろめ)

といわれる配色の基本形式がある。数多くある色の組み合わせには、

「桜重J (さくらがさね) r蝉の羽J (せみのは) r氷重J (こおりがさ

ね) 等の名称もあり、名前からも色そのものからも季節や自然の風

物が感じられる 。日本の風土や空気に沿いつつ作られたであろうこ

れら日本名の色は、もっとみんなに知られ、使われていいのではな

いかと思う 。暗がりや明かりの質を考慮した、明かりの計画に気を

配られた空間で。 (ペリーふみこ)
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@  素材と技術が生み出す desi gn

図と地ーレンガ 惨遠藤秀平連第研究所

At suo 

j享夫

Mi yatake 

宮武

人工性

レンガの建材としての歴史は古く焼成レンガで古代ロ ーマ時代、

その起原は一般にメソポタミアやインダス文明の日干しレンガにま

で遡るとされる 。現代では幾分懐古趣味的な素材であるが、その存

在意義は自然との明確な泣いとしての人工性にある。

日千しレンガは土 ・ 水 ・ 泌の Ｓｾ 紫の単純な混合物であるが、人

為的組成操作が介在する点に特徴がある。この組成合成という 抽象

行為により木や石等の自然素材がもっ複雑なテクスチャーとは異な

る、人工素材が持つ均質なテクスチャーが獲得された。更に直方体

という合理的幾何学的な図形の発明と、その反復積層という構築方

法が生み出す均質な全体性によって、かつて自然界( 地) に存在し

たことのない人工世界( 図) を描き出したといえる。

素

材

と

技

術

リサイクル

建築材料には常に固有の存在意義がある。 しかし リサイクルを前

提にする時、その終末をも怨、定する必要がある 。

万里の長城のレンガ( 縛) を粉砕し、その上澄みを再焼成して作

られた「澄泥硯J とよばれる硯があると 聞いた。これは短時間の熱

作用が表情を強化 させる土の特性によるもので、レンガの終末を通

して硯という別の存在への再生を可能にするもので、ある。レンガに

想定されている完全な終末としての土( 地) への回婦が、メタモル

フォーシスとしての再生の可能性をも示唆している。

脆 性

上を原料とする材料の発展を日干しレンガから始まって焼成レン

ガ、更に今日のセラミックまでの連続として観ると、経城操作によ

る耐久性の強化、構造材から仕上げ材への変化のプロセスとして提

えられる 。 しかしこの強度への飽くなき追求は外部作用に対する過

剰防衛への強迫的反復と同一線上にある。

構造的自立性を兼備えた日干しレンガが、長時間の熱作用の受容

反復による脆弱化によってその表' I i ' J を変化 させてゆく姿は魅力的で

あり、いず' h; f 巧ちゆく状態を予感させる 。現代の表照的に防衛され

た青11 ｲｮ の ｈ 常が隠蔽する、終末を ｉ ｾ も包させる力がある 。

遺泥li Ji

組築と社会 ' 2001 .744 



「素材と技術が生み出すデザイ ン」は相対する具体的な事例や視点に光をあてることにより、異なるものの見方

の可能性に挑戦する 。今回は古くから活用され てきた「レンガJ を取り上げ、その今日的な可能性を探ってみ

(f 素材と技術が生み出すdesignJ 幹事会)
たい。

Mi chi nori  

道則植田竹中工務庖4 目地一地と図

れた呉邦人にとって、新鮮にI決り、人々の記憶の中にいつまでも残

っていくのと同じように、この“ 地" としての目地の 1:1:
1
にも、盟か

な魅力が秘められている 。

素

材

と

技

術

つつ ましやかな表現

主材料レンガの変遷に比し、目地表現の変遷は、それほどドラス

ティックなものではない。至ってシンプルなものだ。また、表現に

おいてもそれ自身単独で成立するもので‘ はないととから、主たる材

料からくるいくつかの制約を踏襲するもので、 言 うなれば、幾分

“地" I床なものだったのかもしれない。

しかし、同じ材料を使っても、 1:1地表現一つで、古来の組柏造の

イメージを抱かせる表現から、均質なグリッドパターンによって、

モダンなイメージを醸し出せるものまで、範囲は広い。主たる材料

の持ち昧を活かしつつ、全体に大きな魅力を与えるつつましやかな

表現材料である 。

リサイクルとモテ‘ユ ール

材料表現に一定の寸法の規則性を与える目地の存在はリサイクル

の点においても、大きな意味をもっている 。

日干しがR瓦から、今日のセラミックタイル等への動きとはまた述

い、別の意味で、目地は、施工寸法に規則性を与えることにより、

誤差をl吸収して主材料の無駄を無くすととや、異磁の取り合い、出

会い11長場の世界を人間の制御可能なものにする 。

このマテリアルをコントロールすることが、 廃染物の低減、処思!

のしやすさ、流用、転用、可変性についての環境問題を解決する線

本的な役目を担っている 。そして、その時、地は図になるのではな

いだろうか。

人の手の介在する世界

建築デザインの“ 地" について考えている 。

建築において、大きさや形の統一 された索材であっても、そのほ

とんどが、材料 と材料を繋ぐものを必要とする 。主たる材料を“ 図"

とするなら、その材料と材料を繋ぐ部分は “地" となる 。との地に

あたるものが、白 地である 。白地は、決して一定ではない。寸法を、

頑なに守: れば守るほど、全体の調和がとれなくなってしまうからだ。

その調盤を図るものは、機械でもなく、まぎれもなく人間の知恵と

感覚である 。

建築生産が、“ 超" 早くなってきているという今日の状況におい

て、人の手の臭いが残ることの重要性を忘れてはならない。ちょう

どそれは、メディナや路地といった入り込んだ迷路が、その街を訪

ヤ
重注

塑関脇樋甑

蝿 曹 関 蹴 // "  

融 関 極 圏 転 換

睡欝纏密糧魁

地図

45 

目地 ( ディテール) は、全体のイメージをも作りあげる
見方を変えれば、図は地に、地は図へと生まれ変わる



著作権並び、にCADデータ流通/ 交換

中元三郎

(倒安井建築設計事務所情報システム部部長

364  

一一法人等が著作物を自らの著作物だと公表するか、予定している 。

@特約のないこと

一一創作者個人が著作者となると、契約等で特約していないこと 。

これ以外に、 |映画のような著作物は、映画製作に多数のスタ ッフ

が参加することから、通常、プロテeューサーや監督など、制作全体

に寄与したものが著作者になると定められている。

著作権は、売買可能な「著作権( 財政権) J と、売買不可能な 「著

作者人絡機J I二分類される。著作権を分類区別して話す人は少なく、

一般的に、著作権と考えているのは売買可能なものを示している場

合が多L、。

他方、著作者人絡権は著作者個人に専属しているので、売買はも

ちろん、相続することもできない。

著作者の権利関係を図 1 に示す。

建築界でCADが設計製図に利用され諮及し始めたのは1980年代だ

った。それ以前のCADの“ D" はDesignの語、1*が強く、広義の D と

呼ばれていた。これと対比してDrafting利mは狭義の D と言われ、

主流で、はなかったように記憶している。

1970年代の後半、感んに開催されたCADセミナーの米国講師は

rCADは実施設計製図 (Product:i on Drawi ng) 利用に i最適だ。様々な

履歴が残せるので、法的対応に向いている j と力説していた。訴訟

社会の米固ならではの考え方と聞き流していたが、現在の日本は、

その真っ只中 lこいると言っても過言ではない。

CALSの実施により、電子情報化された設計図が様々なフェーズ

で情報利用される状況が目前に迫っている 。ISOではサービス提供

仰| の説明責任が求められ、情報保存の重要性が泊している。

図面が情報化され、より有効にデータが流用活用される 11寺代にあ

って、設計ーや純工に悦わる者がどのように対応すべきか、著作権法

から考えてみたい。

公表権

氏名表示権

同一性保持権

法

令

コ

ー

ナ

ー

著作権法での著作物の定義は先に述べたが、これではあまりに抽

象的であるためか、著作権法第10条 l 項に各著作物の種類を 9種類

に大別し、例示している 。

これを基にその具体的内容を考えると、 表 1のように考えられる。

著作者の権利

l 笥干物の穆買

図 1

l 覇 権 と 工 期 有 権

著作権と工業所有権は、共に「知的所有権j と総称されている 。

工業所有権には特許ー機 意匠権・実用新案権・商標権があり、主と

して技術的な発明や発見を保護する目的で作られている 。いわゆる

「特許」と H千ばれるもので、当事者が特許庁に出願し許可登録さ れ

るものであり、存続期間は特許権で;'20年、実用新案mは6年、意匠

権は15年、尚・標権は10年( 更新継続可能) とされている。

一方、著作権は著作物の保護を目的として日本では明治 2年

(1869
i
l三) に出版条例が制定され、 3年後に文部省布達で改正、後

の出版条例や版権条例に受け継がれた。

現在の著作権法では「著作物とは、思想または感情を創作的に表

現したものであって、文芸、学術、美術または音業の範囲に属する

ものをいう J ( 著作権法第 2条 I 項 l 号) とされている 。

工業所有権では出願 ・登録によりその権利が発生するが、著作権

は出願・登録することなく著作物を創作したH寺点で権利が発生する

方式( 無方式主義) が取られている。

権利の存続期間は、次のように定められている。個人は著作者の

死後50年、法人等の団体名義は公表後50年と定められているが、法

人は創作後50年以内に公表しなければ椛利は消滅する。 首作物 具体的内容

論文小説 ｍ￭ｾ 脚本科詠 ｦ ｊ ｉ 句など文字または記号を ｭ

n' ;磁の脊作物 いて表Ｎｩｊ ｴ するものや、 ｪＺｾ が ｩ 演説説教訓鮮など口頭の再 ｵ

述表現

背楽の者作物

交響曲歌務IJJI ジ ャ ズ 行 進1111など楽訴や旋律を用いて表

現するもの 。 楽請に，Ｉ，ｾづかない日 ｼ 映ｌｬ ｉ ｉ も含む

型f目前または無 舞踊パレイダンス・パント 7 イムなど、断iりや振り I，j-け

言劇の片‘ 作物 など身体を通して表現されるもの

美術の著作物

絵図版商彫刻 i!2f1lij 柿絵占阿舞台主主i白など造形的な3' J

を表現したもの

主ｾ築の著作物
建物庭園橋梁公凶などのill 築併造物で社会通念上、美

術的ー芸術的な範凪に入るもの

区 ｉｊｾ の首Ｚ作物 地区l 学術的な図而凶表絞型など

映画の自作物

劇場映画テレビ映画ービデオソフトなど述統的な映像によ

り表現されるもの

写真の皆作物 写真 。 忠忽またはｾＭｴ， ｬｩ を 一 定の 映像 によって表現したもの

プログラムの コンピュータプログラ ムテレビゲームデータベースなど

皆作物 コンピュータに対する指令を縦lみ合わせて表現したもの

著作物の穫類と内容表 1

l 著作者になるためと笥乍者の梅IJ

著作者には通常、著作物を創作する個人がなるケースが大半であ

る。作家や画家でなくとも、創作活動を行った結果、著作物を創作

すれば特別な登録をしなくても、だれでも著作者となれる。

しかし、雇用契約等で職務として著作物の作成を行うことがある

場合の著作権の州属は法人となるが、著作権法第15条により、次の

四つの要f ' 1ーを満たしている必要があるとされている。

①著作物作成の発意

著作物の作成行為を自ら指揮- 監督し、創作する。

②職務上の作成

一一使用者と雇用者に雇用契約が存在し、職務として省: 作物Jを創作

する。

③法人名義の公表

建築と社会 ・2001 .7
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ことで自身の作l耐盤承や設計に対する自由度は確保されるので、不

利誌だけが先行するように考えるのも得策ではない。

法

令

コ

ー

ナ

ー

I  CADデータの瀧

建築CALS/ ECに代表されるように、建築界を取り巻く 4附報利用

環境はめまぐるしく変化しており、成果物の電子化とそれらの納品

は普通のこととなりつつある 。

今回の契約委託約款の変更は、こうした動きと無関係ということ

ではなく、すべての電子情報を含む成果物は建築主に集まり、設計

段 階 施 工 段 階 ・維持管理段階など必要な場面で関係者に配布され

る「データ流通原WJ 自由の流れ」が作られたと考えるべきである 。

しかし電子化されたデータの流通が原則自由で、あったとしても、

権利を放棄している訳ではない。また設計委託契約約款では、電子

化されたデータのきめ創nかい取り決めや利用制限を| 明記していな

い。契約では想定していない電子データ化への業務指示やそれに1 ' 1'

う貸用負担、見知らぬ第三者へのデータ促供など派生するトラブル

を回避するためにも、電子化された情報の扱いについては設計委託

契約とワンセットで、 7包子データ受け渡しに関する取り決めを建築

主と取り交わしておくことが肝要だろう 。

(初日本建築学会情報化小委員会の設計データ流通WGで、こうし

た電子データの流れと取り扱いに関する考え方を 1993年より検討し

てきており、活動の中間報告として 1998年7月号の建築雑誌に

i CADデータ流通の実状と 問題点J を発表してい る。WGでは、デ

ータ流通の実状を踏まえ、 今年度中にも電子データ流通のガイドラ

インを策定し発表を予定している 。ガイドラインでは屯子データ利

用の目的や利用者の限定、目的外の利用への対処、データの管理者

や管理義務内容、紙情報と電子J情報の食い違いによる優先、契約11寺

における電子化業務範囲の昨認などについて解説される予定である

ので、データ受け渡し契約などを行う場合の参考になると思う 。
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i 紙媒体力、5電子側本へーその髄ー

従来、設計図は紙に画かれ、建物を建てるための情報として配付

され、それぞれの目的に応じて画き写され、加工し利用されてきた。

今やCADデータを含めて設計伯報は屯子化 され、設計段|析から

施工段階、施設の運用維持段階に至るまで上流工程のデータにそれ

ぞれの段階で、必要とする↑月報を付 }J[ I . 修正 ・更新することで、その

目的に応じた情報が作られるのではないかと期待されている。

国土交通省では2001年 3 }-J に、電子納品運用ガイドライン( 案)

を出し、当面の措置としながらも、土木関係事業について成架物の

電子納品を促している 。建築関係についても、引き続きその検討が

進められており、運用時 ｊｾｬ も近 ｐ ｯ

設計情報が電子化されることによっていくつかの重複業務を削減

し、業務の効率向上や高質化、不注意な書き写しから起こる誤りを

| 切止できる 。 しかし、活用の容易さは権利の侵害や椴統の拡大をも

たらす危険性もはらんでいる 。両刃の刃である 。

紙媒体は取り扱いの容易さや長期保存に圧倒的強みがあるとと

は、歴史が証明している 。屯子媒{ 本が紙媒体に取って代わるには、

ハード的・ソフト的に解決しなければならない問題がいくつも残さ

さぶろう)( なかもとれている 。

I  i諜の著{ 乍物

表 1 に示したように、建築著作物には建物以外に土木建造物も含

まれる 。建物著作物は単に外観に関する美術的創作性にとどまらず、

建物の配置や環境への適応性など、美術的である以外に学術的な性

質も有していると解説されている 。

また、建造される構造物の設計図は建築物の草案であって、設計

図それ自体も著作物としての保諮を受けるとされ、地図などのよう

な「図形の著作物J とは別に抜われている 。

では、設言| 者の創作した設計図と建築主との関係はどのように解

釈すべきだろうか。設計契約に基づいて建築主が建物を建てる行為

は被製権の使用と考えられ、 ￭ｾ 築主は ｬ 回だけ設計図に基づいて

建物を建てる権利を許諾されたJ と考えられているのである 。 した

がって、建築主は同じ建物を建てる湯合でも、以前の設計図を再利

用して、もう 一棟同じ建物を建設することは出来ないことになり、

再度設計契約を結ぶ必要が生じることになる 。

噌改築に関してはどうだろうか。同一性保持権から、著作者に無

断で、建築著作物を改変しではならないと、言えるのだろうか。

著作権法では所有者の使用目的を重視し、実用性の面から「建築

物の噌築、改築、修繕または模繰替えによる改変j は認められる

( 著作権法第20条 2項 2号) と定めている 。 ζ れにより、 2階建を

3階建に増築したり、建物そのものを取り唆したりすること( 帝国

ホテル問題) は著作者人格権の侵害にならないと判断されている 。

しかし、他人の設計図を流用し改変を加え自己の名前で建築確認

申訪を行うとか、建築主が設日 ｼ 者に ＱＡＡｾＱ 折で設計図を改変して建設す

ることは、認められていな P o

l鈎9年、官庁や民間の建築設計に関する業務委託約款が改訂され

た。それぞれの約款には、「著作権の帰属J i著作物等の利用許諾

( 官庁) 、著作物の利用( 民間j ) J  i著作者人絡権の制限J i著作権等

の設波禁止( 宮庁) 、著作権の譲渡禁止( 民間)J という著作権に| 刻

する条文が記載されている 。官庁版では、著作権に関して設計者と

発注者の共同という表現もあるが、設日|者にその権利が帰属してい

ると記載しており、従来の認識とは呉なっている 。

建築主の利用範囲に関しては、「建築の著作物j の著作権法第20

条 2項2号で定めている範囲に加えて、「維持、管理、運嘗、広報

など必要な範囲でJ と記載しており、様々な場面で設計図書が生か

せるよう、対象範囲が広げられていることに注目すべきだろう 。

著作者人格権の制限の部分では、建築主は建築物の内容を自由に

公開できるが、設計者には公1I 日に一定の制限を加えている 。約款の

条文では、設計者は建物の内容を公表したり、建物に実名や変名表

示を建築主の討 可なく行 ってはならないと し、氏名表示権や同一性

保持権も行使してはならないとしている 。

つまり、こうした契約古を取り交わすことで、設計者は建築主に

無断で雑誌や新聞に建物を発表ーすることは出来ず、自分の経歴書に

も建築主の許可なく建物写真などを掲載することが出来なくなる可

能性が生じることになる 。

しかし、設計者に著作権が存在していることが明確に記E依される

l 業 糠 観 的 約 款 で は



超高層免震- 設計手法と設計上の留意者-

308 山本正幸

側竹中工務庖東京本庖集合住宅チーム構造GL

免震桝造の基本的な考え方は、中低} 百の比較的剛性の高い( 短周

期! ) 建物に免震装置を導入することにより、超高層建物のようない

わゆる柔桝造( 長周期) とすることで、 地震入力を大幅に低減する

ものである 。 したがって、超高層建物を免震構造化することには、

異論をH目える方もいる 。

しかし、免震装置の更なる長周期化や積層ゴムの引張り特性の把

擁等により、超高層建物も免震構造化することで、免震層での減哀

効* を含めて大きな免震効果が得られることが分かってきた。

ここでは、超高層免震構造の特徴と設計手法、設計上の留意点等

について述べる 。

l 超 高 層 鎮 の 糊

図 1は地震波の応答加速度スペク卜ルと呼ばれるもので、 設言|

に使われる各地震波の周波数領域に対応した応答加速度をプロット

したものである 。一般的に、 地震は0. 5- 1 秒以下の短周期領域で

大きな応答をするので、建物の固有周期を 2 - 3 秒( 領域 1) に延

ばすととにより大きな免震効果が得られる 。超高層建物はもとから

1 - 2秒の国有周知j を有しているので、免震効果を出すには 4 - 5

秒( 領域 日) の免震周期を実現する必繋がある 。この領域まで周期|

を延ばすことが出来れば、 中低胞の建物ほどダイナミックではない

構

造

の

頁

an/s
2  

n
u
 

円
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n

U

 

1

応

答

加

速

度

200  I  

主主話出

0.2  1  ど 4  ・・i O Sec 

地震動レベル 11

図 1 建物の周期と地震時応答加速度の関係

が、免震層での減衰効果

とあいまって、応答加速

度を 1/ 2 - 1/3に低減する

ことは可能である 。

B3F 

o  1/200 

応答愚大局筒変形角( レベル2)

図 2 超高層建物の免震効果
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図 2 は、後で述べる元

麻布ヒルズ計画につい

て、その免震効果を、極

めて稀に発生すると考え

られる地震( 以下レベル

2地震と呼ぶ) 1時の層間

変形角について示したも

のである 。基礎固定の耐

震では 1/ 100を大き く超

1/50 

(rad) える応答となるが、免震

構造化により 1/ 200以下

と1 /2 - 1/3に低減されて

p ることが分かる 。

超高層免震を笑現するためには、もう 一つ重要な課題がある 。そ

れは、建物が高層になると、建物の外周部の免震装置には、地震に

より引張り力を生じる可能性が大きくなることである 。般市ゴムは

一般的に、圧縮には強いが引張りには弱いため、引張り領域で使用

するにはその領域での特性把振や、引張り領域での性能向上が必要

となる 。

l 言語十手法

超高照建物て、も大きな免浪効果を得るために、竹中工務庖では長

周期1化の可能な免震装置として、 NT N粕密樹脂(仰と共同で低摩擦

型の滑り支承 (SSB) を開発した。また、 二番目の謀題である引張

り領域での性能改善に対しては、 (仰ブリヂス 卜ンと共同で引張り抵

抗力の強い高強度;fi. 'l 府ゴム (HSR) を開発した。

写真 1 スーパースライデインク支承断面図

免震層

上部

/  免震

下部ねj;

図 3 スーパースライデインク支承 (S S B)

写真 Ｑ 及び 図 Ｓ に、開発した低Ａ軍機型の滑り支承であるス Ｍｊｾ ー

スライディング支承 (SSB) を示す。滑り面はテフロンのシー卜と

ステンレス版にテフロンをコーテイングした相手材からなってお

り、0.02という低いl軍機係数を実現している 。これは100kgの休重

の人でもわずか 2kgの力で、動かすことが山来るレベルであり、従来

の0.1レベルの滑り支承に比べると 日罰則的 な低摩擦である 。滑り材

ユニットの上部には天然ゴムのIrrl転|吸収材を設けて、施工誤差や地

震|時の構造体の変形を l吸収している 。

写真 2 は、引張り強度を従来の似陪ゴムの 2倍相変に高めた高強

度積層ゴム ( HSR) を示す。炭素虫を調まをすることにより、 20kg/

cm'程度の引張り応力下

でも 、200%程度のせん

断ひずみに対して安定し

た復元カ特性を確保して

いる 。

滑り支承は単独では復

元力( 元の位置に戻る力)

がないことと、台風など 写真 2 高強度積層ゴム ( HS R)
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橋本計画の免震装置配置

32.  3 m 

図 6

1300 ｾ＠ - 1500 世の積層ゴ

ムを合計17基配置した 。

上部構造は鉄筋コンクリ

ート構造である 。レベル

2地震H寺の等価周期は約

5.9秒である 。滑り支承

により免震の周期が非常

に長くなっているので、

外周部の引抜きカも低い

レベルに収まっている 。

したがって、特に高強度-

f} l 層ゴムは用いず、 一般

の積層ゴムで対応、してい

る。

積層 ゴムの軸方向特性 (HS R)図 4

設計例として、高強度f ! ' 開ゴムを用いた元麻布ヒルズ計画と、滑

り支承を用いた橋本計画を紹介する。建物の外観パースと、免震防

の配置図は、それそ.' h写

真 3 、4 と図 5 、6 に示す

通りである 。

元麻布 ヒルズA練は地

上29階、地下 3階建てで、

建物高さは96. 25mであ

る。地下 31'皆と地下 2附

の聞に免震層を設け、建

物の外周部に 1400 ｾの高

強度積層ゴムを 16基、内

部には合計20基の鉛入り

航層ゴムを配置してい

る。上部椛造は柱CI T梁

SC構造である 。上層部

で、広がった立而形状をし

ているが、下層部でも広

げてバランスを保ってい

る。レベル 2 地震11寺の等

価周期は約4. 4秒である 。

橋本計 画B、C株は地

上32階建てで、建物高さ

は99. 95mで、ある 。建物内

部に800 ｾ＠ - 900 ｾの滑り

支承 ( 21闘でワンセット)

を合計29墓、外周部には

超高層免震建物の日|匝i上の留怠点としては、第一に塔状比( 建物

の高さと幅の比) が挙げられる 。建物外周部の積層ゴムの引張り力

を設計可能なレベルに押 さえるために、この塔状比を 4 程度r以下に

押さえる必要がある 。また、柱配置についても外端部のスパンを相

対的に大きくするなど、外周部の長期H11u力を増大させて地誌H寺の!lll ll

力を極力低減することが重要である 。免震層の水平変形mのクリア

ランスも、 中低層の場合に比'佼してやや大となるので注意が必要で、

ある 。

構造設計上の留意点としては、台風などの比較的頻繁に生じる水

平力に対して風括れ等の居住性を損なわないように、免震用の ｉ ｾ 年伏

荷重( 鉛ダンパーの畠や滑り支承の比率等) を設定する必要がある 。

引張りを受ける程11習ゴムの設計に当たっては、軸方向特性のモデ

ル化にもよるが、引張り応力度だけではなくひずみレベルで、のチェ

ックも重要で、ある 。また、アンカーボルトやフランジプレートに対

しでも、 引張り 力を考慮、した設計が必要となる 。

地震設jの特性についてはなお不明な点が多いが、長周期成分に大

きなパワーを持った地震動も観察されており、十分余裕を持 った設

計と同時に、 地盤の問11性低下による長周期化などについても適切に

考慮する必要がある 。

l  謝 上 の 留意点

I  ｾ窓削

元麻布ヒ ルズ計画の外観

E
』

ω

∞m

u

の風荷重に対して滑動

させないために、有' 1 1 晋

ゴムと合わせて用いる

のが一般的である 。ま

た、摩探係数が朝Uカに

依存して変動するた

め、取U力変動の少ない

内柱下部に用いるのが

好まし L ミ。

超高層免震の構造設

計上のポイン トは、地

震時の積層ゴムの判l方

向カを精度良く算定す

ることである 。図 4 に

示すように、積層ゴムは引4長り領域では圧縮!時に比べて羽U剛性が

徐々に低下し 、小さな応力度で降伏するので、この性状を設計に反

映する必要がある 。当社では、静的事組性解析時に、この特性を考

慮して各j替の復元力特性を設定している 。また、 地震時には水平動

による引抜きカのほかに、上下動による軸方向力の変動も加算され

るので、これらを適切に考慮しなければならない。

写真 3

49  

まさゆき )( やまもと
元麻布 ヒルス計画の免震装置配置

33. 5m 

図 5



家庭に入ってきた燃料電池

311 設備の頁

ぶl

立森正史

大阪ガス側家庭用コージェネレーションプロジ工ク卜部部長代理

l 燃料電池

燃料市池とは、簡単にいえば電気分解の逆の原. f A である 。水に電

極を人れ屯気を流すと4 < 索と酸素が出てくるが、燃料電池はその逆

で、反応物質である水素や酸素を反応容総( ' i ! 1 池) の外側から供給

して述統的に電気を起こすものをいう 。同じ屯池でも乾電池や蓄電

池は反応司須賀が電池内に内蔵されており、このＩｾで 、大きな遣いがあ

家庭用PEFCコー ジェネレ ーションシス テム

家庭用燃料電池システムは、いわば「屯気もとれる湯沸かし器」

であり、都市ガスなどの化石燃料を原料として、電気とお湯を作り

11' ，すことができるエネルギーシステムである 。

すなわち、都市ガスを燃料としてPEFCで発電し、電気は系統述

系で消費機器に送られる 。一方、このとき発生する排熱は温水とし

て回収されるが、電気と渦4 < の需要は時間的にズレがあるのでいっ

たん貯湯階に溜めて、必要に応じて風呂や給湯、床暖房等に供給さ

れる 。このとき、湯切れやWNJ 3 r 低下を防止するために、パックアッ

プ給湯器を備えておく必要がある 。

PEFCシステムの構成は図 3 に示すとおりである 。都市ガスは燃

図 2

る。

現在開発されている燃料電池においては、外から供給される水素

は一般的に都市ガス( 天然ガス) 、 LPG、灯油等の化石燃料から水

禁を作り、酸業は空気中の酸素を使って発屯させる 。

燃料市池は一般的に、水素と酸素の'cll 気化学反応から直接電気エ

ネルギーを得るため、従来の化石燃料の燃焼熱を利用した発電方式

と比'1皮して発泡効率が尚く、環境性がよいという特長がある 。

国体高分子型燃料電池 ( PEFC) は、作動漏度が80'C以下と低p

ため、起草b停止が容易なととや、小型でも比1校的高い発電効率が得

られることから、自動車問電源として、近年活発な技術開発が進め

られている 。PEFCは、おt熱温度が低いものの、熱電比が家庭での

需要にマッチしており、その特性を活かして、家庭用コージェネレ

ーションシステムとしての実用化が期待されている 。

設
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PEFCシステム構成

料処理装置で改質されて水素リッチガスとなってセルスタックに送

られる 。セルスタ ックで発電された屯力は直流なので、インバータ

で交流に変え、出力される。 - / J 、燃料処理装置とセルスタ ックか

ら出てきた排熱を回収して潟水として出力される 。

一般的に、家庭で使用されるエネルギーの使用量や使用方法は、

家族桝成、住居の大きさ、生活スタイルなどにより大きく奨なるが、

燃料 Ｇｾ｡ 池の段適容量は ＰＮＵＭＱ k Wと見込まれている 。

導入初期では、標準家庭よりも少し大きな住宅への導入が考えら

れる 。延べ床面積が150m'程度で、 4人家族の標準的な家庭を想定

した負術パターンは図 4のようなものである 。( 負荷は30分間の平

均値を用いており、夏季の冷房には電気エアコン、冬季の暖房には

床暖房と電気エアコンを目下問することを恕定し、負荷パターンを作

jえしている)

1U力負荷では、電気エアコンを問いる冬季、夏季の夜間に1 . 5 -

2. 0kWのピーク需要があるが、それ以外は電力需要は 1. 0kW以下で

あり、余り多くないのが実状である 。

l 家庭用の負荷パターンとシミュレーション結果

PEFCi"'l1i山本体の構造

は、 図 1のようにな って

いる 。高分子11英の両側に

金系の屯極触媒を( 、j' 着

させた部分が発電部分で

あるが、そのさらに両側

を改nガスと空気の流路

となるセバレータが取り

闘み、? 日池の j 占ノドli i . 位を

構成し ている 。所定の電

気，'1' ，) ] を斜るために、こ

のセルのJJ 木単位を多数重ねることにより屯池木休( セルスタック)

が形成されている 。

「水の屯気分解の逆反応」により発泡していることはPAFC ( リン

酸型燃料電池) と全く同じであるが、ぶ京イオンの移動媒体が、リ

ン酸溶液ではなく、水索イオンを伝搬する I U分子JI英で、あるのがH佐ー

の述いである 。

供給された改質ガス中の水素は燃料極で、屯子を放出して水索イオ

ンとなる 。水素イオンは電解質11史( プロトン交換)J英) 中を移動し、

空気極で市子、酸素と反応して水となる 。このときの電子の移動が

'i U:;! J として利! i ' Jできる 。

I  PEF Cの発電原理

図 3

+

ー

ー

僅屯

図 1

l 家庭用コージ‘ エネレーシヨンシステム

日本における家庭用コージェネレーションシステムのコンセプト

を図 2 に示す。

家庭で使用されるエネルギーは、 'I'U気エネルギーと熱エネルギー

の大きく 2極類に分けられる 。
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4  

3  

給湯暖房負荷パヲ ーン

2  

出典

o  2  4  6  8  10 12 14 16 18 20 22 24時 111 " 問法人版業創造研究所

平成 9 年1.(( 家 III没l内相小脱

税分散型エネルギーシステ

ムに附する訓任制作 i1f

年間合計。 6. 060kWh

図4 一般家庭での負荷パターン

(想定家庭 : 延べ床面積150m 4 人家族)

年間のトータルでの電力負荷は5，576kWhで、あり、年間平均での

屯力需要は約640¥ν ということになる 。大阪ガスでは、 500Wと l

k Wの2機種を開発している。

表 1 に0.5k W、 1k W同機種の|ミ|際l直を、 図 5 に主な技術開発目

燃をあげる。

表， 2005年商品化開発目標仕様

500W機 l kW機

発 Ｇ ｩｮｾＧ＼ ｽｊ Ｉ手 35%以上 35%以 k

胡熱効率 30%以上 35%以上

挑熱温度 60'C以上( 給湯のみ) 70'C以上 (1121日あり)

系統述系 あり あり

運転形態 述統迎! 転 連続沼l' 伝

負術変動 50/ 100首 30/50/75/100首

耐111年数 10年
10{f 

E詰却J事は、 7じ桁11与の却J準でL HV Ｈ 低 ｩ 立発熱 ｾＱ Ｎｴ ｊｉｾ 巾 Ｉベース 似

小型改質システムの開発

黙効率向上

長期耐久性 ( 4万時間)

負荷追従性

改質ガスにおける性能向上

発電効率向上

長期耐久性 ( 4万時間)

排熱回収システムの開発

水処理システムの備築

高効率インパータの開発

周辺機器のコストタウン

図 5 主な技術開発項目

I  NEXT21 での実居住実験

大阪ガスにおいて、 NE別立1 ( 実験集合住宅) で行われた (2000

年 1 J1 より) 家庭! 日PEFCコー ジェ ネレーションシステムの実験の

概要を、以下に説明する。

NE訂' 21 (写真 ，) では、個別エネルギーシステムとしての尚I日

性評価のために、 2住戸lこ;えi験機をi設置し、屑住実験を行っていく

F定であるが、今回は、パ ッケージ化された天然ガス燃料の*1，丘!日

PEFCコー ジェネレーションシステムの一次試作機 2基 (500Wおよ

び1kW) を設世し、 5∞W機については、世界初の実居住実験を行

った 。 Ｈｬｫ ｗ 機は前山の ｎｅ ｄｏ 助成 Ｇｊｾ 業によるものであり 、 Ｕ ＰＰｗ

機については、大阪ガスと ｦｩ ｾ 下 Ｇ ＱＧＱ Ｑ 工が共同で試作したもの Ｉ
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写真 ， NEXT21 

なお、これらのシステムは2∞0
1
1' - 4月に運!I 去を巾|析し、 2001年度

に改良したシステムで再附する f 定である。

PEFCコー ジェネレーションシステムは充電効率が高く、 iJI '*!! を

回収・ヰIJ附することで、住宅においてもすぐれた省エネルギー効採

を実現でき、 ｃＰ Ｒ ｾ￭ ｬｬ 減にも ｾ ｉ Ｇ 常にイ干効 であるという特長を 耐えてい

る。

間 灯21においては、実際に屑 ft : 留が日常の生活を行う1 ] ' で、試

作したPEFCコージェネレーションシステムがどのような運用にな

るかを検証し、また、どのような不具合が生じるかを抽出すること

を主たる 1= 1 的として居住実験を行った。

設位した5∞W試作機を図6 に示す。

. 発電容量/ 5∞w

- 燃料ガス/ 都市ガス 13A

. システムサイズ/ L 600

X W5∞XHωo (mm) 

- 俳熱回収/ 潟水( 6 u

O

C)

.  J付湯容量/ 150 リットル

. 迎11到形態/ 系統連系

2000年 4 月15FI まで、の運転

実紛は、

Ｍ 泉 ｍ 運転 ｊｉ 寺Ａ日 ｾ Ｏ ＱＹＴ ｊＱ寺間

. 起動停止回数/ 37回

であった。

図 6 PEFC500Wシステム

( たてもり ただし)

5]  



まちなみ見学会第 5回

京都・西障を中心とする町家の再生

R E P OR T  小笹光彦

ランテック計画事務所

いわゆる西陣とは、京都市の北西部の上京区、北区にまたがる西

陣織機業の地。区域的にはかなりあいまいで、 一般的には、中立売

通より北、紙屋川より束、鞍馬口通より南、煽川通より西の一帯を

指すようである。15世紀後半の応仁の乱のとき、山名宗全を中心と

する西軍がとの地に陣を構えたととから、西軍の陣を意味する地名

として定着した。

西陣織の特色は、その製法技術がすぐれた点にあった。古代以来、

宮廷貴族の用途に供するため、 一般にはl陪の狭い織物しか織れなか

ったl時代に、広機を使って広幅の織物をつくり、綾、錦などの粘巧

な鉱物を織った。

江戸期に入り、幕府などの保諮もあり、ますます隆盛をみたが、

卓保 15年 (1730) に「西陣焼け j と呼ばれる大火に見舞われ、

ち直ったころ、再ひ安明 8年 (1788) の大火に遭い大打撃を蒙った。

さらに 「天保の改革J の絹禁止令により、 一時成長を止められたが、

その都度立ち直り、あくなき技術革新を統け、今日の西陣の基礎を

固めた。 しかし、近年の産業構造の大変革により、現在は西陣も苦

境にある。この西陣のまちを散策しながら 、事例を見て回った。

・ 「緊楽老人デイサービスセ ンターJ

民間の社会福: f t I 法人が、まちなかでの福祉サービスを展開するに

あたり、新規に施設を建設するのではなく、既存のIl l J 家を購入し、

老人向けのデイサービスセンターに再生した事例。

約80坪の総 2階のIl lJ 家は非常にゆったりしており、家庭的な雰

囲気でサービスを受けることができ、利用者にも好評。IIIJ 家の梢逃

がしっかりしていたので、基本形はそのままにし、ヰi椅子での施設

内移動が可能なように改修 。 ＲＱＱ 皆はそのままにしてあり、 Ｑｾ 会場と

して地域に開放していくようである。

・ 「町家写真館J

江戸末期から 明治初期にかけて建てられた11汀家を、水野克比古氏

が自作写］ｊｾのギャラリーとして再生した事例 。

I  rよしやまち町家校舎J

の総数は約 28，000軒で、その約半数以上は現在も住居や仕事場とし

て、しっかり手を入れて健全に使用されている。

100万人をJ包える都市で、現在もなお、乙れほどの木造建築が密

集して残っているのは京都だけであり、これを大切にしていきたい

とのことであった。 しかし、これを保全、維持していくためには多

くの問題がある 。例えば、住みにくさの解消、耐震 ・防火の問題、

補修・改修の情報不足など。これらの問題を一つひとつクリヤーし

ながら住民の理解を得て、まちなみを単なるものとして捉えるので

はなく、住み手の生活を大切にしながら、どのようにして|町家を維

持していくかが、今後の大きな課題であるといえよう 。

ζ のモデル事業が「よしやまち 11町家校舎」と、その|燐の「よしや

まち 11可家」であ る。住み手に自信を持ってもらい、IIIJ 家での 日常生

活を楽しんでもらうことが、今後の展開につながるだろうとの指摘

であった。当日は学校側のご厚意により、説明に先だち抹茶と干菓

子がふるまわれた。学生さんたちがお茶を運んで、く れたのであるが、

近頃は畳や床の間のなし、住居で育つことも多く、このような場で接

待を経験すると、自然にすり足になり、和室空間の使い方の基本的

な作法が身につくようになるとのことであった。

l 西陣界隈をゆく

平成 13年 5 月19 日 (土)、 (初日本建築協会事業委員会見学会小委

員会により、「まちなみ見学会」がIJ fHtf1 された 。今回は昨年度の

「奈良市奈良町」につぐ第 5 回であり、近年、 111] 家の保 全 再 生 の

動きが活発な酋| 却を中心とする京都のIIIJ 家が取り上げら れた。

当日のスケジュールは午後 11時に 「よしやまち IIIJ 家校舎」に集合

し、続いて fil 町家写真館J ["関西木造住文化研究会実験住宅j を訪

れ、伝統的な111] 家の再生とその活用状況を実|祭に見学するものであ

り、午後 4 1時半ごろに解散した。

初夏の京都は爽やかな↑ ｾｈ ｉｩＡ ｩ で、あ っ たが、見学のスケジュールがか

なりの距離を歩くハードなものであったため、気持ち良く汗ばみ、

心身ともに快適な見学会であった。

「よしやまち IIIJ 家校舎j は、近くに位置する学校法人京都建築学

園京都建築専ー門学校のIIIJ 家校舎として再生されたものである。西j晋

2000年の節目に学校創立 50周年を迎えた記念事業として 11汀家を購

入し、 [" IIIJ 家校舎」としてi匙らせ、ゼミ活動等に伝統的な IIIJ 家空間

を活用しているものである。

まず、参加者総勢約 50名が 21能にある 4室ぶち抜きの演習室に

あげてもらい、高木仲人氏( 京都市ji- 観・まちづくりセンタ一事業

謀長) と木村忠紀氏( 株梁、京都府建築工業協同組合理事) のお二

人から 30分程度、京11可家の保全 ・再生について、解説、説明を受

けた。その後、校舎の改修状況を見学 し、次のポイン卜「町家写孟込

館J へと自由散策の形式で移動した。

制京都市景観・まちづくりセンターはIIIJ 家の保全 ・再生の取り組

みを推進するために、 IIIJ 家居住者、町家に関する専門家などでネッ

トワークを形成したもので、様々な』情報の提供やネ ッ トワークの活

用、その仕組みを挫備する機闘で、ある。

説明によると、 5- 6年前までは、11可家に関する都市計画的な基

礎データーはほとんど、なか った。また、既存の町家を再生、活問し

ようという発想もなかった。これは京都だけではなく、全国的な風

潮でもあ った。 しかし、バブル期に次々と IllJ 家が破境されるのを目

にし、民間レベルで町家再生の気運が高まり出した。西陣、その他

の地域でも III J 家保全のためのネ ッ トワーク化が活発になり始めた。

これにより、平成 9年に行政がJI要をあげ、平成 10年に当財団が

設立された。そして、 10団体、市民約600名のボランティアにより、

IIIJ 家の現況調査が始められた。すでに調査の済んでいる範囲のIIIJ 家
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た。なんでもない石碑が建っているだけだが、西側Iの名付け親とも

いうべき宗全の入道姿が偲ばれる。

もう少し北へ歩くと近年整備された「石畳の街並みj に出くわし

オリナス

た。やや凡帳面すぎる石張りだが、この街路に面して「織成館J や

IIIIJ 家倶楽部」があり、街並みとしては西陣らしい雰囲気を潔わせ

ている 。 街路のグレードカ ｴ ｾ 示、と、周辺の街並みも 美しくなるのだ

ろう 。これも街並みを保全していくための一つの方策であろう 。

刃

m
刀

O

刃

↓

夕刻 4時ごろ、最後の見学場所「実験住宅j を訪れた。ここで閉

村佳英氏( 建築家、関西木造住文化研究会代表幹事) から 、当研究

会が現在取り組んで、いる主な活動について、ビデオを交えながらの

説明を受けた。

当会は、今後の都市における住まいのあり方、暮らし方を 「地域

固有の木造伝統住文化の保全・再生とまちの安全性の共存」と L、う

視点から、現在の都市をケーススタテe イと して取り上げている。建

物単体だけではなく、都市 ・文化 - 地主胤会とのかかわりのなかで、

様々な研究、実験を通して、総合的、理論的に研究・提案・実践し

ている。

とりわけ、市協性、耐火性あるいは伝統的軸組構法による木造土

壁のせん断耐力試験など、の安全性の検証に力を注ぎ、各磁の実験結

果として、従来の一般認識をはるかに上回る耐震性能、防火性能を

有していることを証明してきたとのごと。

さらに、この町家を仕事場、 実験の場として使用すると同H寺に、

実際に住んでみて 、様々な伝統的木造町家の問題点を洗い ｉｾｾｉ し、改

良の手法を模索、提案中であるらしい。

適切な対応、を施した木造建物は、本来 1∞年以上もつものであり、

生活文化を継承していくためにも、 三世代が住み続けられる住まい

が必要である 。100年を尺度として考えた場合、住まいのあり方や

優先すべき事項の本質が見えてくるとのこと。

利便性ばかりを追い求める結果、 寿命の短い設備、機様、新建材

などに頼りすぎる現代の住生活こそ綴々な大きな問題をはらんでい

るのではないか。この後始末の手法については、今から考えておか

ねばならないのではなかろうか。

伝統構法の再生とは、単なる工法、技術等のハード面ばかりでな

く、その技術を使いこなす知識、知ul ; t : と、生産 ・流通 ・家づくり ・

暮らし方 - 地域づくりまで、 「く らしと空間と地域」の良き関係を

再生することにほかならないとの指摘であった。

I  r関西木造住文化研究会実験住宅J

氏は古き京都にこだわり続ける著名な写真家で、写真集 100 ，IIr発

刊を記念して、昨年 11 月にオープンしたとのこと 。約50坪の敷地

に建っこの町家は、町家そのものの昧わいを大切にしながら、ギャ

ラリーにふさわしく改修したものである。

この建物は代々糸問屋であったそうで、すぐ近くの今出川大宮は

「千両ヶ辻j とl呼ばれた西附の中心地であ ったらしい。このあたり

の経過を館長の水野歌タさんから説明を受けた。

・i machi yade ほっJ

先代から受け継いだ11可家を奥さんが描く遊墨漫画のギ ャラリー、

兼着物絵師である主人のアトリエとして活用している事例。

江戸末期に建てられた 11町家は、糸屋に始まり、 H寺代にあわせて

様々に変遷してきた。つい最近まて句気屋を蛍んでおり 、メーカー

の大きな看板ですっぽり担い隠されていたが、それを取り除き、修

復をして現在の姿となった。

遊墨漫画とは、墨字と漫画を組み合わせたもので、笑いで人の心

を柄l ませる「ユーモアセラピー」の普及をめざしているとのこと 。

・i focal poi ntJ I  

元織物工場であった奥の部分を

活用して、借り主が町家の表の部

分に住みながら、奥を喫茶庖とし

て再生した事例。

昔は織機が 6 台稼動していたと

いう空間は、高い天井、白壁と梁

とのコントラストが美しく、ゆっ

たりしている 。昔の面影を残しな

がら、天窓や階段などの造作に工 和装で見学会に参加

夫を凝らし、和風のユニークな空間にしつらえている。

この大正時代的な空間で暑さしのぎのアイスコーヒーを味わっ

た。和装で参加した見学者のぺアのくつろぐ姿は、まるでタイムス

リップしたかと思えるほど、絵になる光景であった。

・安倍暗明神社を過ぎて

陰陽師の漫画で近頃罰I判の安倍l清明神社の前を通り過ぎ、今出川

通りを渡ると、応仁の乱の張本人の一人、山名宗全の邸宅跡があ っ

牢

西|埠を散策すると、空き地、ガレージ、マンション、プレハブ手な

ど様々なものが入り乱れ、かつての美 しい街並みは今、 大きな危機

にあることが実際の目で確かめられる。その反面、京11町家の良さを

L、かした新しい活用法もあちこちで芽ばえているようでもある。

この街並みを保全していくためには、その最小単位である IIIJ 家を

保全 ・再生することである。伝統的な IIIJ 家を住居とするにしても、

庖や仕事場にするにしても、結局のととろその使い手がIIIJ 家の特徴

と良さを理解し、それをいかして生活を楽しむすべを知っているこ

とこそ、その原点であるように思える。

今回の見学会は「まちなみ見学会」というよりもむしろ i lllJ 家見

学会」であった。それだけに、事前打ち合わせ、資料作成などの段

取りが大変であった乙とだろう 。当日、司会進行を担当された松本

剛氏( 大阪府建築都市部住宅管理謀総括主査) をはじめ、関係者の

皆様方、大変素H古らしい見学会を有難うございました。

「西障の町家に敬意をもって 、着物で参加させてもらい

ました。J (今回の受付での言葉)

いま男が着物を着て町を歩くにはずいぶん勇気がいるの

です。まして袴姿で歩くとなると通り過ぎる人の視線がと

んでくるのがはっきりと分かります。( まあ私の場合とん

でもない着方をしているので仕方のないことでしょうが。)

それでも着て町に出るのは、着物の復権をはかるとか、

着物の良さを見直そうとか、日本人には着物だとか、そん

な大それた発想ではありません。ちょっと好きなだけなの

です。

しかし今回の町家・まちなみ見学では、それにかかわる

人々の思いや執念がひしひしと伝わり、そのまま残すこと

にとどまらず、今に活かす取り組みの重みを感ぜずにはお

れません。いいものでありながらなぜ使われなくなったの

か、時代とのギャ、ソプをどう取り払うのか、飾りではなく

使い続けるためにはー 、そして着物の町西陣では着物

についても同様の試みがあるのでしょうか ー、思わず考

えてしまいました。

と、話を無理矢理まちなみ 町家とひっつけてしまいま

したがこれは言い訳で‘ 単に「着物で酉障を歩きたかった」 、

それだけなのです。 (武部雄三)

コラム・西障の町家ときもの
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[ お知らせ]

n f o r mo t i o n  

現代の工匠かう日本の建築文化の原点を学ぶ イタリアと日本: 生活のデザイン展

伝統の自然材料と木造伝統構法の知恵と技を生かし

て、築150年以上の町家を家族 3 世代が安心して暮ら

せるイ主まいによみがえらせることを自t旨したばAATh

実験住宅K N 1 を会場に 、“ 21 世紀の新しい生活文化

を考えるシリース" セミナーが始まる。

第 1回は「京の土壁文化の魅力を五感で体感 ・科学す

る リ。アエコンを用いない夏の過ごし方、土壁の断

熱 ・調湿効果 ・居住性を体感しながら 、『土壁j の魅

力と特性を学ぶ。

今後、「建具の文化J r 畳の文化J r 屋根の文化J r 紙の

文化j をテーマにセミナーを予定している。

日 時 2001 年 7 月21 日(土) 13 : 3 0 - 1 6 : 30  

風の路シンポジウム2 0 0 1

「使い捨てのできる生活こそが安定した隻かな暮らしを

もたらしてくれるJ。反核、反原発の立場でエコロジ一 、

環境保護運動に取り組む槌田敦氏 (名城大学経済学部教

授) の講演+ ディスカ ッションが関かれる。

テーマ ~誰も言わない語らない~

使い捨てので‘ きる生活

日 時 2001 年 7 月14日(土) 13:  30- 16  :  30 

講演 13: 3 0 - ディスカ ッション 15 ・0 0 -

会場西宮市フレンテホール T E L 0798- 32- 8660 

西宮市池田町11- 1 J  R西宮駅南

参加費 1，000円 (会場にて)

申込先主催の(u) 日本建築家協会近畿支部風の路シンポ

ジウム2001 (〒541・0051 大阪市中央区備後

町2・5- 8 T E L  06- 6229- 3371 、F AX 06- 6229-

3374、Emai l :  j i aki nki @osk2. 3web. ne. j p)  

へ、住所・氏名 ・T E L • F AX を明記して申し

込む。

インテリアブラッシュアップセミナー

大阪ガスインテリアデザインスクールの今回のセミナー

では、質のいい中古マンションを全面改装して住んでい

る様々な事例を通して 、新しいリフォームスヲイルを提

案する。

t U1f.とに

講 師 中 谷 昇/ 側アートアンドクラフ卜代表

一一京都工芸紘維大学建築学科卒業。マンショ

ンディベロ ッパ一、ハウスメーカーを経て、ア

ートアンドクラフ卜を設立。現在、中古マンシ

ョンや戸建ての売買 ・リフォームから 、「地域

のまちづくり支援J までを手がける。

日 時 2001 年 8 月4 日(土) 1 4 : 0 0 - 1 5 : 3 0  

会場大阪ガスインテリアデザインスクール

大阪市中央区備後町 3 ・6- 14

定 員 80名 (先着順)

参 加 費 無 料

申込先電話にてスクール事務局 (T EL06-6262- 4089)

へ。http:// www. og- school . com/でも受付。

54 迎築と社会 ・2001 .7

会 場 関 西 木 造 住 文 化 研 究 会 (K A R T H)

京都市上京区上立売通り浄福寺西入る姥ケ東

西町632 (京都市営バス停「千本今出川」ま

たは「今出川浄福寺」より北へ徒歩約10分)

誘 師 佐 藤 嘉 一 郎 (佐藤佐官工業所代表)

参加費 1，000円 (当日会場払い)

定 員 30名 (先着順)

申込み 7 月14 日までに氏名 、所属、連絡先住所・

T E L ' F AX を明記し 、F AX または E メールで

関西木造住文化研究会 (TEL 075- 411 -2730、

F AX075- 411- 2725、Emai l : t amur a@mr h 

bi gl obe. ne. j p) へ。

アンソール版画展

ベルギーの函家、ジェイムス ・アンソール ( 1860-

1949) が初めて銅版画を制作したのは1886年、26歳の

とき。 ( 大聖堂} には、群集、仮面、廃墳が極端な遠近

法で描かれている。

人間性の寓意を幻想的に描き出したアンソールの133点

にのぼる銅版画を中心に 、手彩色銅版画30点、リトグ

ラフ等を加え 、220余点が紹介される。

会 期 2001 年7月11日(水)

- 8 月12日( 日)

平日 10 :∞- 19: ∞ 

土日 10 :∞- 18: ∞ 

休館日 . 毎週月曜日

会 場 東京ステーションギャ

ラリー

J R東京駅・丸の内中央

駄聖堂) 1886年

口下車 ・赤煉瓦駅舎内 OSABAM.  Bru，elles 品 APG一

入 場 一蜘 00円、大高生600円、jaD13?:エ必… 1

中小生. 400円 F')riz伺 ne Patuck. ｓｬｾ 陣

イヲリアの建築 ・デザイン ・フ ァッションが提案する明

日の生き方、明日の日常についての価値観を改めて検証

し、見過ごされてきたヴィジョンとアイデアを見出して

いこうとする展覧会。入場料1，000円 (一般) 。総合監

修はアンドレア・プランジ氏 ( ミラノ 工科大学教綬)、

総合会場構成は建築家 ・伊東豊雄氏が担当。

・横浜会場ーパシフィコ横浜一

日 時 2001年 7 月28日(土) - 8 月22日(水)

場所機浜市西区みなとみらい 1- 1- 1

・神戸会i景ー神戸ファ ッションマー トー

日 時 2001 年 9 月 1 日(土) - 9月30日( 日)

場所神戸市東灘区向洋町中 6・9

現代日本彫刻展2 0 0 1

宇部市野外彫刻美術館では、fi 菓 (街とモニュ マン) J を

テーマに第19回現代日本彫刻展が開催される。

宇部市野外彫刻展、全国彫刻コンクール応募展、現代日

本彫刻展、この三つのUB E Bi ennal e を通して都市空間

と彫刻とのかかわりを追究してきて今回で40周年。特

別展示として、日本を代表する彫刻家の向井良吉、柳原

義達両氏の彫刻も出品される。

会 期 2001年 7 月12日(木)- 11 月11 日( 日)

会場宇都市野外彫刻美術館 (宇部市常盤公園内)

山口県宇部市大字沖宇部254

J  R小郡駅から市営パス白鳥号で常盤公園入口

主 催 宇 都 市、現代日本彫刻展運営委員会、毎日新聞

社(現代日本彫刻展事務局 TEL0936-51 - 8518)  

作 家 秋 山 陽/ 伊藤誠/ 生形貴暗/ 海老塚耕一/ 大隅

秀雄/ 小川徹也/ 鎌塚昌代司/ 桑田覚/ 小室

至/ 坂口正之/ 高岡典雄/ 田辺武/ 奈園強/ 戸

田裕介/ 野村敦/ 袴田京太朗/ 前田哲朗/ 松井

紫朗/ 三島喜美代/ 安松洋子

「キッズ・サイズ・デザイン展一子供たちのくもの〉と〈心〉の世界J

欧米、アジア、アフリカなどで日常的に使われてきた

子供たちのための家具 ・遊具、規格化量産され世間的

評価を得た ヨーロッパの家具、イームスなどの有名テ

ザイナーによる作品まで、多様な用途の作品約140点、

が「限るJ r 生きるJ r 遊ぶJ r 動くJ r 学ぷj のテーマ

のもとに展示される。

本展l立、 ドイツのヴィ卜ラ ・デザイン・ミュージアム

によ って企画され世界を巡回しているもので、9 月に

は徳島県立近代美術館、11 月に東京・リビングデザイ

ンセンターOZ ONE、2002年に福島の郡山市立美術

館、香川の丸亀市猪熊弦一郎現代美都闘で開寵される。

会 期 2001 年 7月14日(土)- 9月2 日( 日) ー無休一

10 ・30- 19: 30 (最終日 1;1: 18: 30まで)

会場サントリーミュージアム[ 天保山]

大阪市港区海岸通1・5- 10 TEL  06- 6577- 0001 

入 場 大 人1，000円、高大生700円、小中生400円

l'  

占l
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医療福祉建築賞2 0 0 1 募集

(u) 日本医療福祉建築協会の顕彰事業「医療福祉建築賞

ＲＰＰＱｊ は 、 ＱＹＹＸ 年 Ｔ 月 Ｑ 日 ｾＲＰＰＰ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日に新築

または増改築された医療・福祉施設及び保健施設を対象

に募集が始まる。

当該施設の開設者または管理者、設計者、施工者のいすω

れでも応募可。ただし選考委員または委員の所属する組

織が関与した施設の応募は不可。

応募期日 ＲＰＰＱ 年 Ｘ 月 ＱＰ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾＹ 月 ＱＰ 日 Ｈ 月 Ｉ

提出資料 ①所定の応募申込書、 建築概要書

②設計主旨

③図面(配置図、平面図、断面図) A  3判

④写真 (周辺環境が分かる 、また室内につい

第 2 回印搭村野外芸術展I Nいには野

千葉県印施村いには野地区 (北総 ・公回線「印施日本

医大」駅周辺) に、10月中旬、全国公募 『印猪村野

外芸術展 I Nいには野j への応募作品が展示され、住

民アンケー卜と審査委員会 (10月下旬) を経て 、入

選 (設置場所 2 カ所につき各 1点)、 佳作 (同各 3点)

を決定し 、平成14年 3 月中旬に実物大作品が完成、

設置される。

このため印纏村 (佐藤祭一村長) Iふ“ 癒 し" “ 健康"

をテーマにパブリ ックアート作品の募集を始めた。

応募期間 ＲＰＰＱ 年 Ｖ 月 ＱＵ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾ Ｙ 月 ＲＸ 日 Ｈ 金 Ｉ

応 募 資 格 不 問。ただ し第 1回本展入選者、佳作者は

除 く。

一一一一i nf or mat i on

< l 以選]

園設誼湯所1

都市基盤盤備公団販売

センター前広場

rSunwardJ 吉水浩

※平成13年7 月設置予定

第 1回

印縮村野外芸術展

lNいには野

受賞作品

ては家具 ・機器等が設置された) 約15葉 応募料 無料

ＨￏＩ ｾ ④ を ａＳ 判クリアファイル Ｑ 冊に収める 。 応募申込 希望者は所定の応募申込書に必要事項を記

応 募 料 1作品につき 5万円を応募時に納入。 入して 、郵送で 9 月28 日までに申し込む。

選考委員 小滝一正 (横浜国立大学大学院教授) 申込提出 f印施村野外芸術展 I Nいには野j 事務局

大 道 久 ( 日本大学医学部教綬) 運営担当 ( =r 150- 0001 東京都渋奇区神

岡 秀 世 (I. C. D 建築設計事務所)

覧 j事夫 (国立医療 ・病院管理研究所)

上泉和子 (青森県立保健大学教授)

小松田封 (清水建設医療福祉本部)

山崎 敏 ( 卜シ・ヤマサキま ちづくり総合研究所)

提 出 先 制 日本医療福祉建築協会

〒108- 0014 東京都港区芝5-26- 20

TEL03- 3453- 9904 FAX03・3453- 7573

福祉建築アイデアコンペ

(紛日本建築家協会 (J IA) 近総支部は 、少子高齢化と環

境共生、省資源の社会における豊かな住環境を支える住

まいの水まわりに関する 、実現可能で夢のある第 3回福

祉建築アイテーアコンペを実施する。

テ ー マ 21 世紀の住まいのコアー老後の快適な水ま

わりとは? ー

応募資格資格は問わず、個人、法人、グル プ単位で

も可。

登録締切 2001 年8 月15日(水)

宮前 5- 2 ・8 パブリ ックアート研究所内) r風の光景j 信ケ原良和※平成13年7月設置予定

審査委員青木純一郎 (順天堂大学学部長) /大西長利 和江 ( 日本医科大学助教綬) / 建畠哲 (美術

(東京萎術大学名誉教授) / 北詰栄男 ( メタ 評論家) / タナカノリユキ (美術作家) /三

ルアートミュ ジアム光の谷館長) /佐藤 木康弘 (都市基盤整備公団)

策一 (印施村長) / 島田勝吾 (彫刻家) /高柳 応募詳細は、事務局運営担当 (TEL 03・3407- 9132) へ。

「イソバンド・イソタ‘ ッ八・デザインコンテストj 審査結果

大同鋼板側 が創業50周年記念事業として開催した第 査 (伊東豊雄/ 鈴木博之/ 服部正幸 ・大同鋼板社長)

2 回イソバンド ・イソダ ッハ・デザインコンテストに を終えて 、クランプリ 1点、優秀賞 3 点、入選10点、

は、海外を含めて159件の応募があり 、4 月19 日に審 特別賞50点が選ば.れた。

このコンステ卜は 、 ＱＹＹＸ 年 Ｔ 月 ｾＲＰＰＱ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日に

竣工した 、イソバンド、イソタ y ハを使用した建築

物 ・建築物を応募対象としている。

- グラ ンプリ

小嶋一浩 ・三瓶満真/ C + A r宮城県迫桜高等学校J

・優秀賞

遠蔵秀平 ・除湿藤秀平建築研究所「浅草の家 (宮城邸)J

西村民孝 ・(側日建設計「かわさきファス物流センタ一

事務管理係J

作品提出 A 2 サイズパネル 1枚にまとめ 、9 月10 日 一一一一一一一一一一一一一一 モーヨンイ (韓国) rサムスン体育館j

までに 、J IA (干541- 0051 大阪市中央区 lグランヲ) J 小鶴一浩 三鼠満真/ Ct A r宮城県迫桜高等学制

備後町 2- 5- 8  TEL  06・6229・3371 ) へ。

応募要項請求も同所へ。

審 査 委 員 難 波 利 三 (作家) 一委員長一

大 喜 多 潤 (兵庫県立総合リハビリテーショ

ンセンタ 主任作業療法士) /折目允亮 (ジ

ャーナリスト) /繁成 同11 (近畿福祉大学教

綬) /杉村和子 《紛日本福祉士会会長) / 回

r 3 Dマイホームデザインコンテスト」結果

3  D住宅デザインソフトシリーズのユーザーを対象

に、メガソフト側 が昨年10月から今年 2 月にかけて

実施した第 4 回コンテストでは 、18作品がグランプ

リ、準クランプリ、各部門賞などを受賞した。

累計出荷25万本を超えた r3  Dマイホームデザイナ

中直人 (摂南大学教授) / 山本佳耶 ( 7 7' ッ ー」ソフトで作成したモデルのコンテストには 、建

ションコーディネ ター) 築・ C Gの専門家も加わり 271 点の審査に当た った。

賞 福祉建築アイデア大賞 ( 1点) 賞金20万円 ・グランプリ / 中村満明

優秀賞 (若手) 賞金 5万円 「ジーンスハウス@カ ン トリーJ

佳作 (若干) : 表彰状 ・準グランプリ / 千代崎↑ 専美 rHOUSE- 01 J  [グランプリ 1 rジーンズハウス@カントリーj 中什満明
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理事会

第 2 回常任理事会

23日 4 時- 4 時45分・於本会会議室

出席者市川会長ほか11 名

殺 事 ( 1) 平成12年度事業報告 (案) の件

(2) 平成12年度決算報告 (案) の件

(3) 入・退会者承認の件

(4) 後援 ・協賛名義使用承認の件

(5) 評議員候補者承認の件

(6) 経過事業報告

企画委員会

第 2 因企画委員会

23日 2 時- 3 時45分 ・於本会会議室

出席者片倉委員長ほか 4 名

議 事 「協会21 世紀を考える委員会j 答申の具体化

編集委員会

第 2 固編集委員会

9 日 6 時- 7 時30分 ・於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 7名

誠 事 ( 1) 6 月号「成熟社会をささえるまちづくり j

特集経過報告

(2)  7 月号「現代の日本の空間、文化を探る J

特集経過報告

(3)  8 月号「環境ー近未来に向けて今できるこ

と- J 特集経過報告

(4) 作品作風小委員会関係報告

(5) 収支目標

第 2 回広告企函小委員会

9 日 5 時- 6 時・於本会会議室

出席者富田委員長ほか 7 名

殺 事 ( 1) 6 月号「成熟社会をささえるまちづくり」

特集経過報告

(2)  7 月号「現代の日本の空間、文化を探る」

特集経過報告

(3)  8 月号「環境→丘未来に向けて今できるこ

と- J 特集経過報告

(4) 作品作風関係報告

(5) 独自特集企画

(6)  r21世紀の協会検討委員会j 委員推薦

第 2 回設備分科会

8 日 6 時- 8 時30分・於本会会議室

出席者近藤国夫総事ほか 5 名

議 事 ( 1) 8月号「環境ー近未来に向けて今できるこ

と- J 特集の企画

(2)  r設備の頁」の企画

第 2 回4荷造分科会

11 日 6時- 7 時45分・於本会会議室

出席者木下幹事ほか 6 名

議 事 (1) r構造の頁j の企画

(2)  10月号構造特集の企画

第 2 回計画分科会ー建築系ー

14日 7 時- 9 時 ・於本会会議室

出席者菅野幹事ほか 6 名

56 温績と社会 ・2001 .7

月間の動き

議 事 9 月号特集テーマ案の検討

第 2 団法令分科会

15日 2 時- 4 時 ・於本会会議室

出席者中島幹事ほか 5 名

議 事 ( 1) 6 月号法令特集経過報告

(2)  r法令コーナー j の企画

第 1回施工材料分科会

24日 5 時- 6 時30分・於本会会議室

出席者太力川幹事ほか 3 名

議 事 「施工材料の頁J について

第 2 回作品作風小委員会

24日 7 時- 8 時30分・於本会会議室

出席者倉淵副委員長代行ほか 5 名

議 事 ( 1) 作品の選定

1  r  

(2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3 )  r  gal l ery J 掲載報告 ・予定

(4 )  r  Sket ch BookJ 欄の掲載予定

事業委員会

事業委員会総会+ 懇親会

15日 6時- 8 時30分 事 業 委 員 会 総 会

於スーパードライ梅田会議室

出席者川村委員長ほか12名

議 事 ( 1 ) 各小委員会からの報告と検討

(2)  r21世紀の協会検討委員会 (仮称)J 委員

の推薦

第 2 回若い会員の集い小委員会

8 8  7時- 8 時45分 ・於本会会議室

出席者杉本副委員長ほか 2 名

議 事 (1 ) 委員退任の報告

(2) 今後の企画について検討

第 2 回情報小委員会

9 日 6時- 7時45分・於本会会議室

出席者 天野副委員長ほか 7 名

議 事 実 施 報 告 と 今 後 の 予 定

第 2 回見学会小委員会

10日 6 時- 7 時50分 ・於本会会議室

出席者福島副委員長ほか 6 名

議 事 実 施 報 告 と 今 後 の 予 定

出版委員会

第 2 回出版委員会

17日 6 時- 7時 ・於本会会議室

出席者 山田委員長ほか 5 名

議 事 ( 1) くプ口のノウハウ > と特装本の経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

見学会

第 1 回見学会・やまと郡山減ホール

14日 2 持 - 4 時40分・参加者26名

第 2 回見学会 ・まちなみ見学会 (第 5 回)

京都 ・西陣の町家

19日 1 時- 4 時30分・参加者39名

講演会

第 3 因企画・茶室講演会 (第 1回)

【平成13年 5 月分}

28日 6 時- 8 時・参加者92名

於大阪市立大学文化交流センヲー ・ホール

建築クラブ

第349回朝食会

8 日 8時- 9 時30分 ・於大阪全日空ホテル

演 題 「生き甲斐のゆくえ j

講 師 木 津 川 計 氏 (立命館大学産業社会学部教授)

参加者 40名

[ 団体会員 1社]

(紺田中荘介商庖

[ 個人会員 4 名]

入 会 者(敬称略)

阿 部 正 和 迫 j事海 真 柄 卓 司

(大阪市計画銅盤局) (清水壇殴泊)) 脳j大林組)

亘理良日百

( 嗣車畑出第羽修務所)

4 会員のE卜報

勝 元 昭 教 氏 平 成13年 5 月27 日逝去

〔お願い〕

万一、印刷不良のものがお手元に届いておりましたら 、

お取り替えいたしますので 、ご連絡下さるようお願い

申し上げます。



暑中お見舞申し上げます

青 山 幸 夫

db 株 式 会 社 青山建築積算事務所代表取締役

⑥ 5時 航 制 大 阪 市 西 区 靭 本 町l ふ 10本町西弁ピル

電話06 (6443) 似 30

ｾ ｉ 仏 ＱＱ ＲＵ 自宅京都市西京区大原野上里勝山町14-6

電話075 (331)  8082 

市

ー

l

 

E

E

a

'

 

宏

株式会社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

⑮ 541∞制大阪市中央区伏見町4 - 4- 10 電話ω( 6202) 0391  

上 西
.:f:. 

.:. 

ごム

J 口

株式 会 社 大 気 社 相 談 役

⑮ 630 ∞05 大阪市北区中之ぬ3-2-18 住友中之品ピル

電話06 ( ω48)  3 ω3  

植 野 知 雄

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ 542∞ 83 大阪市中央区東心斎橋l丁目 lι 29 つるのすピル

電話06 (62剖) 1561代

平成13年盛夏

因

庄

ごム

J 口 良B

才，併会長

佐 野 正

大 阪 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

@- 565-0821  吹田市山田東I ー 12ー 12 電話06 (6876)  2334 

を!l-565-0821  自宅吹国市山田東ト12-12 電話06 (6877)  1406 

木 内 啓 介

西日本建設業保証株式会社 取締役社長

@，550-∞12 大阪市西区立光堀2丁目 l番2号 電 話06 (6543)  2553 

久 米 宏 和

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事

@- 54ι ∞31  大阪市中央区北浜東 l設30号 電 話06 (6941)  4821  

URL  http://www. o- wavc. or. j p/  

取 締 役 会 長 橋 本 正 章

取 締 役 社 長 此 谷 浩

株 式 会 社 小 西 設 計

⑤ 550∞12 大阪 rli 阿区立先掘 l丁目 12 - 16 電話06 (6532)  4051  

株式会社安井建築設計事務所代表取締役会長

宅事与ゆ∞34 大阪市中央区島町2丁目4番7号 電 話06 (69.13) 1371代

⑤ a 2 α 刷 自 定 西 宮 市 雲 井 町4の9 電話0798 (72) 1569 

城 口 庸 平

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 代表取締役会長

<!J!，530-0017 大阪市北区角田町2番15号 電 話06 (6372)  7151代
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内 藤 正 克

株式会社 内藤建築設計事務所相談役会長

＼ＡｊＡ，Ｖ Ｗ ＵＭ Ｑ ＳＷＹ 兵ｅｬ ｈｾ 小野市上本町 ＲＴＰ 小野ピル世話 ＰＷＹＴ (62) 4757代

<!J!，675- 1362 自宅 ・兵庫県小野市久保木町I(凪3 電話0794 (62) 4668 

「暑中見舞い欄J 品t彩 : 上IEセキ子
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(50音)11買)

原 田 明
ミt .

J ロ 松 原 満 佐 子
村 石 全

財団法人大阪住宅センタ一 理事長

株式会社クトクコーポレーション

ミユキ建設株式会社 代表取締役社長

有 限 会 社 柳 々 堂 代表取締役 割 5ι ∞21大阪市浪速区幸町2丁目5番3号 電 話06 (6568)  3671  

者!f，596-∞II 工助 i宇和田市木材町9番地の3 電話0724 (37) 2524 

"l'>5ぬαJ 03 大阪市西区京町掘 1-12-3 電話0 6 ( 似 43) 0167- 8 <!!ffi49-7167 工場和歌山県伊都郡かつらぎ町移430番地

FA X  06 (似43) 1826 電話0736 (22) 7鎚 O

ｾＵＴＲＭ ∞ ＸＱ 大阪市中央区南船場 Ｔ 丁目 Ｔ 番 Ｓ 号

御堂筋7 ーパンライフピル4F

電話06 (6253) ∞71 

福 谷 剛 栖 邦 博
和 中 勝

株式会社ゼネラルプリンティング代表取締役社長

⑤ 550∞13 大阪 II i 西区新町 l 丁目白-20 電話06 (6531)  6∞1  

<! ! ! ; 66ιω29 川西市緑台 l丁目 8 - 7 従お0727 (93) 似 09

日 建 設 計 取締役社長

株 式 会 社 和 中 商 庖 取 締 役 会 長

ｾＵＳ Ｑ 羽 ＷＲ 大阪市北区 ｦｴ 崎 Ｕ 丁目 Ｘ 香 川 号

電話06 (6371)  0731- 5  

⑮ 目ι ∞31 :東京都渋谷区校丘町JJ -5 電話03 ( 3464)  9723 

司453-0ω 4 名古屋市中村区賞金通3丁目以番地電話侃2 (481) お38

ｾＶＶＲ 羽 ＳＶ 自宅ー西宮市大畑町 Ｑ ＰＭ ＲＲ 電話0798 (67) 0:お6

⑤ 54凶明大阪市中央区高随循4丁 目 時2>; - 電話06 (6203) 掛 l

真 塚 達 夫

薬 袋 公 明

数 井 利 美

株式会社 il_y f- I 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長 日 建 設 計 相談役名誉会長
さ;;652-∞32 神戸市兵w区荒凹町2丁目 1-8 楠六パレスピル

'，Il JIi 078 (521)  0205- 0207 

ｾＶＵＴＭＰ Ｑ ＰＳ＠ ｉＧ ｉＭ ｴ［Ｍ神戸市ｾｊｩｊ西区白川台 Ｒ 丁目 ＳＹＭ 13  

111，.li 078 (792)  5862 

ｾＵＴ Ｑ Ｍ ∞ ＴＴ 大阪市中央区伏見町 Ｔ - 4  - 10  

電話06 (6202)  0391  
⑤以1-8528 大阪市中央区高鹿循4丁目 61昨2号電話06 (6203)  2361  
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暑中お見舞申し上げます
平成13年盛夏

設計事務所有志

株式会社伊藤建築設計事務所

代表取締役会長 織 田 愈 史

代表取締役社長 森 口 雅 文

本 社 干460∞03 名肯屋市中区錦二丁目措 13'号 (名古屋センターピル) 電話 (052) 222剖 11

東京事務所 〒101-0021東京都千代田区外神田三丁目5番12号 ( 聖公会神田ピル) 電話 (03) 5294・6211

URABES EKKE  I  

浦 辺 設 計
株式会社

U R S A N  DE S I GN &  A RC HI TE CT URE  FO R  B EA UTI F UL  E NV I RO NME NT  

代 表 取 締 役 松 村 慶

大阪市北区梅田 1丁目 12番39号 ・新阪急ピル 〒530-0001 屯話 06 (6341) 1680  

岡山事務所 岡 山 市 問 屋 町 26 - 103 干 700-0977 屯話 086 (245)  0090  

額瀬戸本淳建築研究室

代表取締役 瀬 戸 本 1字

干 650-0024 神 戸 市中 央 区 海 岸 通1丁目 1- 1神 戸 郵 船 ピ ル T EL078- 333- 0138 

園

株 式 会 社 倉 日

代表取締役

美

圭きJ " L

百叉

中 原 英 雄

言十

大阪市北区南森町1丁目 2番 目 号 南森町 i S ビル 〒530・0054 T Eし( 06) 6312・ 3001 代表

園株式会社大建設計

代 表 取 締 役 社 長

常 務 取 締 役

大 阪 事 務 所 長

小 林 正 春

島 幸 一 郎

大阪市西区京町堀 1-13・20 電話06(6449)6800( 代表)

東京名古屋・福岡・札幌・仙台・横浜・長野・京都-広島-北九州
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株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長 市 川 宏

取 締 役 社 長 真 塚 達 夫

本 社 大 阪 事 務 所 〒 54 J  - 0004 大 阪 市 中 央 区 伏 見 問r4-4- 10 TeJ  (06)  6202- 0391 

h t t p : / / w w w  t o h a t a . c o . j p  

大 阪 - 東 京 - 名 古 屋 - 九 州

建築・土木の設計監理

日 建 設 計

取 締 役 社 長 三 才 西 邦 ↑専

大 阪

東 京

名 古 屋

支 所 ー そ の 他

541- 8528 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁 目 6 - 2 電 話 ( 06) 6203- 2361 

112- 8565 東 京 都 文 京 区 後 楽 2 丁 目 1 - 3 電 話 ( 03) 3813・3361

460- 0008 名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 1 5 - 3 2  電 話 ( 052) 26 ト 6131

東北( 仙台) 神奈川( 横浜) ー北陸( 富山) ー神戸 広 島 九 州 ( 宿 岡 )

シ ン ガ ポ ー ル 上 海 台 北 ソウル ク ア ラ ル ン ブ ー ル

コス トコ ンサルタ ン 卜 建築積算 ・概算 ・V E 建築積算シス テム開発

。 株 式 会 社 日 積 サ ー ベ イ

代表取締役 生 島

z三=・

旦 幸

本 社 〒540-0012 大阪市中央区谷町3丁目 l 番9号 MG大手前ピル

T E L  06-6944-2755 F AX  06・69#2390

東京事務所 〒105-0001 東京都港区虎ノ門2丁目 6番9号 NH虎ノ門ピル

T E L  03-5157-5697 F A X  03-5157・5698

ht t p:// www. nissek 卜sur vey.co. J P

指 盟 安 井 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 社長 佐 野 彦

本 社 〒540 - 0034 大 阪 市 中 央 区 島 町 2 - 4  - 7  n  (06)  6  9  4  3  - 1 3  7  1  (代表)

支 社 大 阪 ・東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・広 島 ・福 岡
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暑中お見舞申し上げます
平成13年盛夏

建設業有志

ￄｳ￢￱ｾｾ￘ｭ￡＠
株式会社浅沼組

取締役社長 浅 沼 健

本 社 大 阪 本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 12 番 6 号 電 話06( 6768) 5222

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話03( 5269) 3111

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南三丁目 3番44号 電 話052( 571) 5571

支 庖 北 海 道 東 北 横 浜 神 戸 広 島 九 州

4・h

株 式 会 社 大 林 組• 取締役会長

取締役社長

大

向

林

生t:.

i ム

芳

慣

良日

OBAYASHI  

東 京 本 社 東 京 都 港 区 港 南 2 - 15 - 2  電 話 03( 5769) 1111

本 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 - 3 3  電 話 06( 6946) 4400

支 庖 札 幌 東北 - 横 浜 - 北陸 - 名古屋 - 神 戸 - 広島 ・四国 - 九州

，、
株 式 会 社 奥 村 組

取締役社長 奥 村 正 太 郎

本 社 干545-8555 大阪市阿倍野区松崎町二丁目 2番2号 電 話 大 阪(06)6621・1101(代表)

東京本社 干108・8381 東 京 都 港 区 芝 五 丁 目 6 番 I 号 電 話 東 京(03)3454- 8111 (代表)

ii 1鹿島 代 表 取 締 役 社 長 梅 田 貞 夫

以 JI 附 仁ORP ORAI DN 高警警控室 井 保 武 寿

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話 03( 3404) 3311 (大代)

関 西 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3 - 1 5 電話 06( 6536) 3311 ( 大代)

。 公 戚 建 設

代表取締役社長 来日 )  11 1台

本 杜 〒600- 8322 京 都 市 下 京 区 五 条 通 西 洞 院 西 入 合 075- 365- 8300

大 阪 支 庖 〒531- 0072 大 阪 市 北 区 豊 崎 2 丁 目 4 番 3 号 f i 06- 6375- 1121 

名古屋営業所 干453- 0023 名 古 屋 市 中 村 区 若 宮 町 3 丁 目 4 8 公 052- 471- 1223
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人がつくる、人の場所。

SHI M即 COR問 問I O N 0

清水建設

取 締 役 社 長 野 村 哲 也

専務執行役員関西事業本部長 増 島 修

本 社東京都港区芝浦 1 - 2  - 3 電話 03(5441)1111

関西事業本部大阪市中央区本町 3 - 5 - 7 'rE話 06( 6263)2800

人 間 へ の 愛大 地 へ の 愛

銭 高

社長 銭 高

。口 本

差 点 京 本 社

社 大阪市西区西本町 2 丁悶 2 香 川 号

なにわ筋ツインズ ウエ ス 卜

大阪 (06) 6531  - 6431  

東 京 都 千 代 IIIIR 一 帯 l町31番 地

束京 (03) 3265 - 4611 

支社 支応 大阪 ・東京 ・北海道 ・東北 . ｾｴ 関東 ・ 千葉
被浜・北陸 ・名宵屋・神戸 ・広島 ・四国

九州

UR L  http :// www. zeni taka .co. jp 

4ト 大 戚 建 設 株 式 会 社

長 葉 山 莞 児

iZ西 支 府 雲 氏 原 完 典

本 社 東京都新宿区西新宿1丁目 25番l号新宿センターピル TEL03(3348) l l l l 大代表

関 西 支 庖 大 阪 市 中 央 区 南 船 場 1丁 目 14 番 10 号 TEL 06(6265) 4504

支 庖 東京名古屋九州札幌・東北・広島 ・横浜 ・北信越 ・四国 ・千葉 ・関東 ・神戸

U I S fI 

@  雲歪竹中 務 庖工

竹 中 統取締役社長

〒541-0053 大阪市中央区本町4丁目 1- 13 電 話 大 阪 (6252) 1201番 (代 表)

@ 戸田建設株式会社

守

鶴

田

辺

代表取締役社長

耳兄締役大阪支庖長

戸

浜
士

心

本 社 〒104-8388 東京都中央区京橋 1丁目 7番 1号 TEL 東京03(3562)6111

大阪支庖 干 550-0005 大阪市西区西本町1丁目 13番47号 T EL 大阪06(6531)6095

支 庖 東京 - 千葉 ・関 東 横 浜 北 陸 - 神戸 ・名古屋 ・柏幌 ・葉 |ヒ・広島 ・四国 ・九州

④ 不動建設株式会社

福 田 誠取締役社長

大阪本社大阪市中央区平野町4丁目 2番16号 電話 o 6  (  6 2 0  1  )  9  2  0  3 番

東京本社東京都台東区台東 1丁目 2番 l 号 電話 0 3 ( 3 8 3 7 )  6 0 0 9 香

支 庖 北海道東北 ー千葉 ・横浜 ・北関東 ・名古屋 ・神戸 ・広烏 ・悶岡 ・南四国 ・九州北九州
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F UJ Ii I  

株式会社
藤 木 工 務 百

取締役社長 大 森 周

本 社 干540- 0028 大阪市中央区常盤町ト3- 8 合 06- 6966- 0400(代)

東 京 本 社 干160- 0008 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 23- 4 公 03- 3357- 1600(代)

本 支 庖 大阪・東京・横 浜 京都- 倉 敷 四 国 ・福岡

ぐ診豊岡建設株式会社

代表取締役会長 松 丸 哲 也

本 社 ⑤ 530-0042 大阪市北区天満橋2丁 目3番1号 fi>06( 6353) 1001( 代)

支 庖 東 京 ・東北 F A X  0  6  (  6  3  5  3  )  1  0  9  1  

営 業 所 北 上 ・新 井 - 福 井 ・京 都 ・舞 鶴 ・加 古 川 - 益 田 ・福 岡
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暑中お見舞申し上げます
平成13年盛夏

団体・報道・建材・設備工事有志

書 社団法人日本建築協会京都支部

合

支 部 長 望 月 秀 祐

干 604-0944 京都市中京区押小路通柳馬場東入京都建設会館別館電話075(211)2857・2877

社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長 古 林 敏 郎

干730-0042 広島市中区国泰寺町1丁目 8- 4日興ピル内 TEL  082( 244) 2111 

社団法人日本建築協会東海支部

支 部 長 小 宮 三 辰

〒460-0008 名古屋市中区栄4丁目 3- 26( 昭和ピル5階) 電話 052(261) 1451 

社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 東 野 信 義

〒640-8045 和歌山市 ト半町38番 地 建 築 士 会 館 内 電話 073(423)2562

社団法人 日本建築材料協会

会 長 柴 田 藤 祐

〒550・0003 大阪市西区京町堀1丁目 3番目号辰巳ビ Jレ9階 電話06(6443)0345 FAX06( 6443) 0348 

http://w w w.kenzai.or. j p/  



0( 1 
学 校 法 人 福 田 学 園

大阪工業技術専門学校

建 築 イ ン テ リ ア 設 備 土 木 C A D 機械

〒530- 0043 大阪市北区天満 1 - 9 - 2 7 宮 06( 6352) 0091 FAX06( 6352) 2861 

U R L  http: / / www.f ukuda. ac .j p/  e- mai l  oct i nfo@ f ukuda.ac.j p 函 0120・0910・19

〈併 設 校 〉大阪リハビ リテ ー ション専門学校 (理学療 法 ・作 業 療 法 ・言語 聴 覚)

ｾ＠

「一一一 建設業界で もっとも信頼読ま れている日刊情報紙 一一一「

式

社

株

会 建 報 社

5 /1.. 

面又 日

代 表取締役社長 重 村

本 社 否5 50-0 0 0 6 大 阪 市 西 区 江之子 島 1 - 7 - 3  T E L  06( 6444) 2405 - 9  

別 館 吾5 50- 0006 大 阪 市 西区 江之子 島 1 - 6  - 2  T E L  06( 6444) 6431  - 4  

書量

会員の親睦と講演

社団法人日本建築協会

入会歓迎. ゲ

建 、フ築 ク フ

代 表 佐 野 正

事務局 日本建築協会

干 530- 0001 大阪市北区梅田 1-1- 3- 2100 大阪駅前第 3 ピル21階

電 話 (06) 6348 - 0  6  3  5  F A X  (06)  6348 一o6  3  4  

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目10番11号 Phone.06- 6351・5428 FAX.06・6351・5299

• E-mai l  info@a oba.co.jp ・URL http://www. aoba. co.jp 

ｔｾｊｬｭｾｖ＠ 職 責 会 砥 9: ; マ

東京営業本部 干101-8577 東京都千代田区岩本町3- l l - 13 電話(03)5821-7731 FAX( 03) 3862- 5908 

大 阪 営 業 所 干550-0003 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 10 - 5  電話(06)6441-5951 FAX( 06) 6444-2596 

'
匂
'

日本データネット株式会社

三取締役社 長 西 井 幾 雄

松 村 信 人

本 社 〒530-0043 大阪市北区天満1-1-10 T EL. 06- 6352-7502 FAX. 06-6355- 2714 

UR L  ht tp: // www. n- d- n. co. j p 
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ｾ＠
更ｾ

Y A MA MOI O判コG Y O

目結工業綜式会社大阪支庖

大阪支店長 佐 々 木 通 博

本社営業所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4 f i 東京 (3882) 2424 ( 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1丁目 12番22号 合大阪 (6533) 3191大代表

出 張 所 名古屋 - 広 島 ・福岡 ・札幌 - 山 形 工 場 / 東 京 ・埼玉 ・山形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

支部長 棚 田 肇

大阪市西区新町1丁目 12番22号 日新工業株式会社大阪支店内

電 話 (6533) 3  1  9  1 大代表

山本窯業化工株式会社

代表取締役社長 山 本 泰 通

本 社 〒564-0051 大阪府吹田市豊津町41-20 TEL(06)6338-8601 F AX  (06)  6338-8606 

大 阪 営 業 部 干564・0051 大阪府吹田市豊津町 8 - 7  TEL(06)6338-8701  F AX  (06) 6384-0557 

支庖 - 営業所 東京 - 北関東- 名古屋 - 静岡 - 広島- 福岡 - 仙台/ 福 111奇工場

I T E MS  

. 建物用ドアハンドル

i同- レバーハンドル

・ヶアシステムーハンドICー

- クロセット

- ドアストップーエッセ

. フロアシステム

・消火器収納ケースーアルジャン

・サインシステムーピクト

・都市景観ーヒユーランドスケープ

・キャスタル+メタルアート

・ァーキパーツ

66 
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代表限締役社長立野純三

圃本社 大阪市西区南堀江 2- 13- 22 干5 5 0・0015

. 大阪支庫 大阪市西区南掴江2- 13- 22 干550- 口口15 世06( 6532) 3731 @06( 6533J 2293 

・大阪ショールーム 大阪市西区南堀江2- 13- 22 干550- 0015 包 06( 6532) 89.但O 密06( 6533) 0224

園東京支宿 東京都江東区白河 2- 9- 5 干135- 0021 宮03( 3630) 2811 由03( 3630) 2816

・東京ショールーム 東京都港区虎ノ門 2- 3- 22 〒105- 0001 宮 03( 3506) 1717 @03( 3506) 1718 

. 名古屋宮業所ーショールーム 名古屋市中川区舟戸町3 ・2 0 〒454- 0805 宮052( 363) 5221 由052( 363) 5255



空 調 ・衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本 底 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪市淀川 区加島 1- 58- 59 電 話06 (6302) 2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北関東/ 繊浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

本庫大匝本社 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1丁目9番25号 包括 (06)6441-8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電話(03)3261-8231

支 社 名古屋 ・徳岡

宝 庫 札幌 ・仙台 ・新渇 ・大宮 ・千葉 ・繍浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松熊本

営 損 所 智 広 函 館 青 森 ・秋田 ・盛 岡 前 嶋 長 野 ・静岡 ・豊田 ・津・富山 ・

福井 ・篠山 ・訟山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 氾1' 1 筒島 ・川崎 ・総江 ・徳 島 下 関 長 崎 ・大分 ・宮崎

海 外 主 庖 シ ンガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 干354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電話(0492) 58-1511 

空気調和設備 i X ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 f / 冨¥ 1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーーヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常務取締役関西支府長 本 木 満

関 西 支 庖 大 阪 市 中央 区 北 浜 2 - 2  - 21 危話 06 (6202)  7554 

本 社来京都千代田区有楽町 1 - 4 - 1 itt 話 03(3502) 6103

支 底 北海道・東北関東・千葉 ・績浜・北陸・名古屋・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設計施工

φ 三建設備工業株ま奮社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 6352) 1  1  3  l ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋婿殻町 2 - 22 電話 (3667) 3431  (大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三男空調

本 社 大 阪市北区西天満3丁 目13番20号 電話06- 6363- 1671

東京本 庖 東京都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 包括03- 3344- 7911

大阪本応 大阪 市北区西 天満3丁 目13番20号 電話06・6363- 1371

支 応 仙台 ・倣浜 ・名古屋 京 都 神戸 ・広品 ・鯨岡

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 麓 ・地 盤 凍 結

縄9 よりよき環境へ繍で挑む一 一 一

ｾ＠ 株式会社主書研

白闘 ι ーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピJレ1-2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代表

東 京 支 社 東京都文京区小右111 1丁目 12番14号( 日本生命小石Il l t'，レ 7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代表

商昂は守気ですo ¥ '  ｾ＠
m・・・ 熱と空気のエンジニア門ーーーー

〉ー〈/ 忍 忠
・宮

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備. 冷暖房設備. 消火設備の設計，施工

... N'; 額面厩衛生工業而大阪本庖

大阪本庖 干531心071 大 阪 市 北 区 中 津六 丁目 8 番 4号

T  EL  06-6458-3628 (代 表)

本 社 干108-0023 東 京 都 港 区 芝 浦 三丁 目6番 18号

TEL 03- 3452-7441 ({-¥:; )  

支 庖 札 幌 ・東北 新 潟 ・策 関 東 ・横 浜 ・名古屋 ・九州

人と都市の快適な環境をつくります

宮 鍵 祖 国 世 肘 ・施 工 監 理

・電気設備

費宜電 軒踊

動力ー 制掴袈置

電量 融通、イノ ターホ ム，

駒把‘ 防 虫

中失監視制膏

y ステム計義

- 空関・給排水・衛生設備

空 気回和

工場配菅

水 島理

コー ジェネレ ーンヨ μ

クリ ー ノルーム

・プラ ント

プラ ン トZ十畿

システムヱ ンジ ニア リング

ｹ 世出 ｾ 聖人

- 情報通信設備

情縄通情 :f.. ;t トワー ク

情綴処理

通情 y ステム

融通システム

・電力泌量役備

費宜電

架空送配電

地中道配電

令 住友電設株式会社 誤 日 出;; 223霊2234212J::;;:311

C H OY O 

入カぜいる多彩なフィールドで、

新しい媛界に羽織していますE

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 3 0 - 0 0 0 5 大 阪市北区中之島三丁 目 2 - 4(朝 日ピル)

TEL 0 6( 6 3 8 5 )  1  3 6 1  (f-l: )  FAX 0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高鹿橋 4 丁 目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) Ｐ ＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸/ 内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

。
電 気 設 備 設 計 施 工

締 式 全 員

代 表 取 締役 社 長

一・園周・・・

-
E田ヨ

..，.‘「

上 田 正 雄

言I

本 社 大 阪 市 中 央 区北 浜3 - 6 - 13 ( 日土地 淀 昼橋 ピ J レ)

電 話 o 6  (  6  2  0  5  )  3 6 7  1  ( 代 )

支 J苫 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

67 



O K U J U  

邑 箆E g a容も色色b妥己認錨拶窃喜多

「大規模天井無足場工法j
黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547-0001 大阪市平野区加美北3- 4- 5

T EL06 (6792) 5858  FAX06 (6792)  2810  

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530→047

TEL( 06) 6312-4131 FAX (06)6312-7998 

車京 ・九州 ・楠 提 名古車 ・南九州 ・京都

内外装創作パネル・ システム天井・間仕切

開制オクジュー

Ｍ・・・・ｉｬ｝ 時制 世主主頁酒 田 ｅ 市 ｲｾｾ ｊ［ 篠 吾妻 ｝ｬｬｩｊｻ ｦ｛ ｾ ｬｾ 慣は】紺 ￱ｾ Ｑｉｦ彊咽圃圃圃圃圃

人と技術をクリエイティヴで結びます

T EL. 06- 6352- 7502 F AX.06- 6355- 2 7 1 4  

T EL. 06- 6352- 0 9 4 3  F AX. 06- 6355- 5533 

TEL.  /  F AX.06- 6352- 1551 

I  

7 日本データネット株式会社

本 社 干530. 0043 大阪市北区天満 1- 1-1 0

制 作 部 干530. 0043 大阪市北区天満ト9 ・19

印刷工場 〒530. 0043 大阪市北区天満2- 5- 15

大阪市西区西本町 l の13の33

T EL. 06- 6532- 0 6  4  1  ( 代表)

FAX. 06- 6535- 5 181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪まま)IJ 孝窯業紘

Digital  Pri -Press 

凪ｾ凪副凪ｾ⑭ｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phα 砲. 06- 6351・5428 Fax.06-6351-5299 

天理営業所

ぁ ; 干

- 一一

品7 泌

る ー- ;!s ｾ＠
1;; t i  ｾ Ｇｒ ら
恨 ノ 込

壬瓦喜一

お株筆語

字11:;;t千平二二

ぷ τ;? 白 ¥¥ 

は云 主 主主

社言二王

デンカC S Aファミリー製品

- 寄与n C S A (膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ ニ Ｎｉ ｮ Ｎ，ｾ， ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・雪ニ ｊｮ 司 ｆ ＺｊＺー宇・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ主主 ､･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
.ョーニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二J nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

冨式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T E L 本社 ・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株産?甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

‘
、

-

-

E

J

 

，
，
 

6 3 3 2 - 6 8 6 1  

3 2 7 2 - 8 5 0 1  

大阪 ( 0 6 )

東京 ( 0 3 )

T E L  

T E L  

ネ土

A

Q

玄式株成東ネ土
ふ

玄式株産物洋光 郷

T E L  滋賀・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

イヒ

6 2 5 2 - 6 0 0 0  

68 

T E L 大 阪 ( 0 6 )  



パブリックトイレに求められるのは

「清掃 性J I節水J I清潔」です。

セフイオンテクトの (1動洗浄大使総が、パブリックトイレの「ラクしてキレイ j を 実 現 し ま す。

4人家族で2ヶ月間通常使用した後、や

わらかいスポンジと洗剤で滑帰した時

の当社比較。( 汚れをわかりやすくする

ために、薬品を塗布)

ま ｪｊ 月比はＮ￬ｩｬｩｾｽￏｩＧのお下

人れでも' j ' - . 永久保J に持続します また、 似 総はかま

を令m! に1"1 した、長I} 除のしやすいす っきりデザイン

も採H! しています

節水機能と自動洗，争で、高い節水効果とともに、ノ

ン9 ッチ式の清潔 さも実現し ています。

使j 日行の多いパブリ ックトイレだけに、も っとも主t

になるのは水の地 ['[[VJi 先行子大使終はシーケンシャ

ルパルプ ) i 式の採H! で、大洗浄8e 、小洗持6e を: A

J.)t 。従米J彩F Vf垣部に比べ、約5 2 %もの大節水が可能

です ( 吋社従来形C48比) さらに、センサーの ｉｾ ｊ［ ｉｉ

II; JII I ! で大小を 'I'I! 断、 ['1動的に適切な水対でiJl:i'f' する

ので、レバー に触れずにすむうえ流し 忘れの心配 も

ありません が'ft. I} 性、節水、消121のご史望に比、える

自動漉浄大便器町場合

商品は、大

{ 史協のほか

小使協 ・洗

面総までラ

インアップ

しています

T OT O 

ウ才シュレ yト付

自動洗浄大便器

CFS800+ TCF561 WS 2 

V320.5oo (干足別}

ceぬ肘

|セフイオンテク卜仕様大便器

車椅子対応ユニ バーサ ル

デザイ ンの品揃え 。

'I i . 純子での使JT!も J H.fiし

ています。 'I f精子の向さ

450111111 と! 司 ー レベルに

なるようにf必パi をJE くし

た、 'jf 精子対応タイプも

川"! J : しています。T 01' O

のセフイオンテクト尚品は使 う人も、斜里II する人に

とっても、 「ラクしてキレ イj で、' r ，エネゼEまで加え

たパブリックトイレを、 トータルに尖現します。
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- . 嗣写実使館 白幽注 調，ｾ 使踊

5∞人規模 (男女比6 : 4、大便器数50台) のオフィ

スピルを想定したシミュレーションでは、従来形

の便器に比べ、年間のE清水量は約411万リ y トJ レ、

水道料金に換算して約ぬ8万円の節水効果が得ら

れることになります。

(  削附… …h初川川の州州… 技附祢

ナピダイヤル F A X 0570-01-2111 T E L  0570-0則Iト-1ω01ω0  

受付11年1/1] 9 : 00- 18: 00 ( 1 二 日 祝 IIを除く )

受{ 立地 相11条川り，U': ヶ的 dl ・縞 liY;!lj ，¥.lt 九州 di

(  カタログM ME m2 m- 5 7 1 7  )  

カ夕ログj待併;りH I5路82剖J 2剖III時侍刷11問i羽:] 1汗寺J戸百「門lぱE動山受f付ナ (μf年Fρ l川|ド'.1無畦休) ノ

(  さ料山ら以川にU閃肌;汗札下札Uしω川 い

h批.1t t印p:ゾ/ / WWW. C∞om- e抗t仁.C∞om/八index. htm )  

きれい に生きる。人も 、地球も T O T O クリーンタウン計画 逆行中

建物の汚れ

トラブル事例と解決策

建物を美しく保つにはそ

れ

な

り

の

コ

ツ

が

あ

る

「建物の汚れ」編集委員会・編著

〈建築技術選書 ・特装版〉

雨水

企画・ (社) 日本建築協会

6  

学芸出版社

京都市下京区

木津屋橋通

西洞院東入

干印 0- 8216

te I  075- 343- 0811 

fax  075- 343- 0810 

汚れ

1  SBN4-761 5- 3086- 3 

B5判 ・二色刷 . 16 8頁

定 価 本 体35 0 0円+ 税

e  
ゆ

本書59頁より

汚れにくい設計、効果的なメンテナンスのために

トラブ] レにつながる要因を事例別に整理一一

ゼネコン技術者による再発防止策のノウハウを伝授する
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もっと情報化を・・・快適拡環境を・. .

エコロジーに配慮した省エネを・・・。

こんなときは、迷わす1アクセス。

< きんでん> の総合テクノロジーが、最

ご提供いたします。ファシリティのトー

タル・パートナーとして、地球環境を考え

適の工ンジニアリングソリユーションを

設備やネットワーク構築、メンテナンス・

きんでんの

総合テクノロジーに

ま歩アクセスを! リニューアルまで幅広い領域でお害さま

のニーズにお応えする < きんでん>。そと

には、情報・エネルギー・環境のフィール

ドでこれまで培ってきたノウハウが結集

きんでん

されています。

本 底 大 阪市 北区 本 庄 東2 T 目 3 番 4 1 号 東京本社 東 京 都品川区東五反田5丁目 25番 12号

TEL. 06- 6375- 6000 TEL. 03- 344 7  - 3151 

ht t p: / / www. ki nden. co. j p/  

圏 内 事 業 所 1 8 0 カ 所/ 海 外事 務 所 12 カ 所/ 圏 内 関 係 会 社 18社 / 海 外 関 係 会 社 11 社

03379- 7  雑誌


